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１．はじめに 

１．１ 地域における日本語教育で大切なこと 
 日本では平成２年に施行された「出入国管理及び難民認定法」の改正以来，

地域で暮らす外国人が増加しました。この２年，外国人の数は減少傾向にあります

が，それでも依然 200 万人を超えています。特に最近は外国人の定住化傾向が進

んでいることから，「生活者としての外国人」の側面に焦点を当てた日本語教育を

実施することが求められています。そこで日本語教育小委員会において，「生活者

としての外国人」に対する日本語教育の目的・目標を以下のように整理しました。 

 

【目的】 

言語・文化の相互尊重を前提としながら，「生活者としての外国人」が日本語で意

思疎通を図り生活できるようになること 

 

【目標】 

○ 日本語を使って，健康かつ安全に生活が送ることができるようにすること 

○ 日本語を使って，自立した生活を送ることができるようにすること 

○ 日本語を使って，相互理解を図り，社会の一員として生活を送ることができるよ

うにすること 

○ 日本語を使って，文化的な生活を送ることができるようにすること 

 

上記の目的，目標を達成するための日本語の教育内容の検討と学習機会提

供のための仕組みを整備することが求められています。地域で暮らす外国人は日

本語学習に対するレディネス（すでに日本語学習をどの程度行っているか等），学

習適性，学習環境，在留資格，生活課題などの面において多様性があり，多様

な日本語学習のニーズが存在します。そのため，日本語教育を実施する際にも，

上記の目的・目標を踏まえた上で，学習者の状況やニーズを把握し，それに沿った

形で日本語教育を行うこと，さらに地域住民とのつながりや社会参加を目指すよう

なプログラム設計や体制作りを行い，実施することが大切です。 

 

１．２ 教材例集の趣旨・期待される活用方法 

１．２．１ 教材例集の趣旨について 
 教材例集は「「生活者としての外国人」のための日本語教育の標準的なカリキュ

ラム案について」（以下，「カリキュラム案」という。）を基に作成しています。 

 カリキュラム案とは，各地域で実施する日本語教育の具体的な内容やプログラ

ムを検討・作成する際の基となるものであり，外国人が来日して，生活の基盤を形

成する上で必要不可欠であると考えられる生活上の行為の事例，そこで必要とな

る日本語学習の項目・要素，関連する社会・文化的な情報などから構成されてい
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ます。カリキュラム案は，各都道府県，市町村における日本語教育担当者，各地

域において日本語教育のコーディネーター的役割を果たす人に活用されることを想

定しています。また，コーディネーターがカリキュラム案を活用する際の参考として

「「生活者としての外国人」のための日本語教育の標準的なカリキュラム案 活用

のためのガイドブック」（以下，「ガイドブック」という。）を作成し，今回，さらに教室活

動を行う際の教材について検討する際の参考として本教材例集を作成しました。 

  「生活者としての外国人」に対する日本語教育は地域の実情・学習者の状況

が様々であるため，的確に状況を把握し，地域・学習者のニーズに合わせた形で

実施することが必要となります。その手順については，本教材例集の３ページで示し

ています（※詳細はガイドブック参照）。 

 教材を中心に教室活動を考えるのではなく，あくまでも地域の実情・学習者の状

況に合わせた日本語教育を行うため，地域の実情・学習者の状況に合わせて本

教材例集に工夫を行い，日本語教育に取り組んでください。この教材例集は「生

活者としての外国人」に対する日本語教育について，その在り方を具体的な教材

例の形で示したものであり，他の教材の使用を否定するものではありません。地域の

実情や学習者の日本語のレディネスに合わせて，より有効な教室活動が展開され

るよう他の教材や資料などを組み合わせながら教室活動を行うことを期待していま

す。また，地域や外国人の状況によっては「生活上の行為が日本語でできるように

なる」ための活動よりも，「地域交流や居場所作り，人と人とのつながり作り」を進め

ることが必要な場合もあります。地域や外国人の状況，必要とされる日本語教育

の形に合わせて，教材例集を活用し，地域住民とのつながりや外国人の社会参

加に役立ててください。 

 

 また，この教材例集は，日本語の文法や知識に関する学習を中心に据えたもの

ではなく，生活上の行為ができるようになることを目的として作成しています。そのため，

「初級，中級，上級」といった日本語のレベルに着目し，文法や日本語の構造に

関する知識を積み上げていく形を取っていません。何らかの助けがあれば，日本語

を使って生活上の行為は行えるということ，レベルに応じてできる形で生活上の行為

ができるようになればよいということを前提としているためです。また，現実的に，日本

語が上手になるまでの間も地域で生活をする存在であるという「生活者としての外

国人」を考えているためです。来日後，間もない外国人が，日本語が上手であるか

どうかにかかわらず，地域社会の中で生活するということを考え，生活上の行為が

できるようになること及び自分の基本的な情報を伝え，基本的な人間関係を築く基

礎を作れるようになることを目指しています。 

 

 

 

 



 
 

 

１．２．２ 期待される活用方法について 
 個々の「教材例」は，そのままの状態で全ての地域で全ての学習者を対象に効

果的に活用できるものではありません。地域の実情，学習者の日本語のレベルに合

わせて教材例の内容に手を加えたり，多言語情報を活用したり母語話者の協力を

得たりする等，工夫を行うことが必要となります。学習者のニーズや地域ならではの

情報を調べ，それに対応させた内容に加工していくことが重要です。また，教材例

集の（０１）から順番に使う必要もありません。学習者の状況，ニーズ等を見ながら，

必要な部分を選択して使用することが大切です。 

 また，その際，ガイドブックの４ページにあるように，「地域・学習者に応じた教育内

容の選択と工夫」，「専門家・地域住民との協働」，「行動・体験中心の活動」，

「対話による相互理解の促進」を意識したプログラムを作成し，それに合わせた教材

を作成してください1。 

 

 また，この教材例集では「指導者」，「協力者」という言葉を次のように使っていま

す。 

 

指導者…日本語教室で学習者に日本語を教える，あるいは教室活動を中 

心的に行う人のこと。 

協力者…地域住民や学習者の母語が分かる人や外国人のことを指し，教 

室活動に協力してくれる人のこと。 

 

指導者だけでなく，多様な人が教室活動に参加し，教室活動を通じて人間関係

を広げていくことが学習者の地域社会への参加の助けとなると同時に，地域住民

が外国人の置かれている状況や外国人とのコミュニケーションについて学ぶよい機

会となります。協力者として教室活動に参加してくれる人は地域により異なりますが，

適宜，地域の状況に合わせて日本語教育プログラムを企画してください。なお，本

教材例集は文化庁ホームページからダウンロードすることが可能です。 

 

 

 

 
                                                   
1 本教材例集に掲載しているイラスト・写真は，日本語教育用の教材を作成する場合に限り，出典を明記の上，利用

することが可能です。出典は本教材例ではなく，本教材例で個々のイラスト・写真について示しているＵＲＬとなります。イラ

スト・写真の使用に当たり，使用料は発生しません。 

ただし，本教材例集に転載した写真・イラストを再利用して，営利目的で教材を作成する場合は，それぞれのイラスト・

写真の著作権所有者に連絡を行い，使用条件や使用料等について確認を行う必要がありますので御注意ください。

（転載元のＵＲＬが示されていないイラスト・写真の著作権は文化庁が有します。）また，著作権所有者の同意なく，イラス

ト・写真に修正・加工を加えたものを使用することはできません。 
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１．３ 教材例集の構成 

１．３．１ 教材例集の内容 
 教材例集はカリキュラム案で扱う生活上の行為の事例（12～13 ページ）から，分

野が偏らないように選択し，教材の例を作成したものです。教材例集で取り上げて

いることを学べば，生活上の基盤が形成されるというわけではありません。 

また，「Ⅴ 子育て・教育を行う」と「Ⅵ 働く」は，全ての「生活者としての外国人」

に必要ではないので，カリキュラム案や教材例集からは除いています。必要に応じ

て取り扱ってください。カリキュラム案で取り上げていない生活上の行為の事例を含

め，本教材例集を参考に各地域で教材が作成されることを期待しています。 

 

１．３．２ 各シートの内容及び使い方について 

 各教材例は，それぞれ１ページ目で取り上げる生活上の行為の事例，目標・ねら

いなど，各教材例の概要を示しています。なお，生活上の行為の事例に付けてい

る数字は，標準的なカリキュラム案と同じものです。その後，具体的に教室活動で

使用するシートとして「写真・イラストシート」「活動シート」「ことば・表現シート」「別表，

参考資料等」「指導ノート」を付けています。 
 

○写真・イラストシート 
 写真・イラストシートは，その教材例で取り上げる生活上の行為の事例をイメージで

きるような写真・イラストを取り上げています。 
 

○活動シート 
 活動シートは，その教材例で取り上げている生活上の行為の事例ができるようにな

るための活動例を取り上げています。 
 

○ことば・表現シート 
 ことば・表現シートは，その教材例で取り上げている生活上の行為の事例に関連

することば・表現を取り上げています。全てを覚えないといけないわけではありません。

学習者や地域の状況に応じて必要なものを必要なときに取り上げてください。 
 

○別表，参考資料等 
 別表，参考資料等は，発展的な活動を行うときに，参考になるシートです。 
 

○指導ノート 
 指導ノートは，その教材例の活用の仕方，修正の仕方など地域の状況や学習

者の状況に合わせた教室活動を行う際のヒントをまとめています。 

 

なお，各シートで取り上げる内容と全体の構成は次のページの図のようになります。 
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各教材例の構成の図 
 

 

※●，■，◆，★について，各教材例の対応するシートにも同じ印を付けています。 

※「ことば・表現を知る」，「発展的な活動」の点線は教材例によっては，対応するシートがないことを意

味します。 

● 写真・イラストシート

…各ユニットで取り上げる生活上の行為や
達成目標をイメージするための写真・イラスト。

■ 活動シート

…生活上の行為ができるようになるための
タスクなど。

（※学習者に合わせて形や内容を変えることが必
要。言葉をどれだけ覚えたかではなく「生活上の
行為ができるようになるか」が重要。）

◆ ことば・表現シート

…生活上の行為を行う上で役に立つ表現。

（※学習者に合わせて取り上げることば・表現の内

容や量を変えることが必要。掲載しているものを全て
教室活動で取り上げたり，教えなければならないわ
けではない。）

★ 別表，参考資料等

…発展的な活動，学習者に合わせた教室
活動を行うための素材。

指導ノート
カ リ キ ュ ラ ム

案，ガイドブック

を 踏 ま え た 日

本語教育プロ

グラムの設定，

教室活動の展

開の説明。 

イメージを 

つかむ 

ことば・表現

を知る 

体 験 ・ 行 動

する 

発展的な 

活動 
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日本語教育プログラムの作成手順における教材の位置付けについて
（※ガイドブック 7ページより。赤字部分は教材に関する部分。）

3

（１）対象とする学習者の属性や数の把握
…レディネス，漢字圏かどうか，学習適性，
家族形態，在留資格等

（２）生活課題の把握

（３）地域のリソースの把握

（１）日本語教室の目的を設定

（２）学習者のニーズ，地域の
リソースに基づいた教室の
設置
①地域課題，域内の外国人の状況
に対応した日本語教室の設置

②行政・関係機関との連絡調整

（１）学習内容について検討

…取り上げる生活上の行為の選択
…地域の実情・学習者の日本語のレベルに合わせて工夫

（２）学習順序について検討

…学習者の生活課題・ニーズから学習順序を設定

（３）学習時間について検討

…学習内容にかかる時間を想定し，設定

（４）指導者・協力者について検討

…協力者との協力体制について検討

（５）教室活動について検討

①行動・体験中心の活動について検討
②教材について検討
③評価について検討

対話による相互理解
の促進

行動・体験中心の活動

専門家・地域住民との
協働

１．域内の外国人の
状況・ニーズ，地域の
リソース等の把握

２．日本語教室の目的や設
置場所等についての検討

３．具体的な日本語教
育プログラムの作成

プログラム
の見直し

各地域の実情に応じ
た日本語教育の実施

地域・学習者に
応じた教育内容
の選択と工夫

地域・学習者に応じた
教育内容の選択と
工夫

相互作用

①行動・体験中心の活動について検討

学習者が日本語を使って生活できるようにな
るだけでなく，更に地域住民等との人間関係が
広がっていくように行動・体験中心の活動につ
いて検討してください。その際，学習者の状況
やニーズ，日本語のレベルを考慮し，どういっ
た教材や協力者の助けがあれば，実際に行
動・体験ができ，その結果，生活上の行為がで
きるようになっていくか，「学習者にとってどうい
う経験になるか」という視点から教室活動につ
いて検討することが大事です。

②教材について検討

①で検討した「行動・体験中心の活動」で必
要な教材について，この教材例集を参考に検
討してください。教材例集で取り上げている各
シートはあくまでも例なので，使用する際，活
動に必要な工夫をシートに加えることが必要で
す。工夫のヒントについては，各教材例の指導
ノートに書いてあります。
（※教材を作らないと教室活動ができないわけ
ではありません。うまく教材化できないテーマ
については，そのテーマに詳しい地域住民を
教室に招いたり，学習者と母語が同じ人など協
力者を教室に招いたり，学習者と共に外に出
て，直接行動・体験することなども有効です。）

（５）教室活動について検討
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（0102010）「初診受付で手続をする」 

（0103010）「医者の診察を受ける」 

（0103120）「病気への対処法・生活上の注意などを質問し答えを理解する」 

 

 

・病気やけがのとき, 医療機関で治療を受けることができる 

 

 

・症状を伝えることができる 

・医者の診察，指示が理解できる 

・病気への対処法・生活上の注意を尋ねる 

・病気への対処法・生活上の注意を理解できる 

・地域での医療機関の活用について話し合うことができる 

●イラスト・写真シート

・病気になったら…（p.8）

■活動シート
・活動１－問診票を見てみよう（p.9～10）

・活動２－何科に行きますか（p.11）

・活動３－病院で（p.12～13）

・活動４－「医療機関マップ」を作ろう（p.14）

◆ことば・表現シート
・ことば・表現１－体の部位や内臓などの

名称（p.15）

・ことば・表現２－診療科の種類／症状
（p.16）

（０１） 医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で 治
ち

療
りょう

を 受
う

ける 

指導 

ノート 
（p.17～21） 

イ メ ー ジ を

つかむ 

体 験 ・ 行 動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 
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イメージ（いめーじ）をつかむ                           （０１）医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で治
ち

療
りょう

を受
う

ける 

  病
びょう

気
き

に なったら… 
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体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （０１）医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で治
ち

療
りょう

を受
う

ける 

  活
かつ

動
どう

１－問
もん

診
しん

票
ひょう

を 見
み

てみよう 

※多言語医療問診票 http://www.mmjp.or.jp/konan-international-lounge/jmonshin/top.htm 

及び http://www.k-i-a.or.jp/medical/ 
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○「多
た

言
げん

語
ご

医
い

療
りょう

問
もん

診
しん

票
ひょう

」で，ことばを 確
かく

認
にん

しましょう。線
せん

で つなぎましょう。 

 

どこへ 行
い

きますか。                    どう
 

 しましたか。 

 

 

外
げ

科
か

     ・ 

 

 

内
ない

科
か

     ・ 

 

 

小
しょう

児
に

科
か

    ・ 

 

 

産
さん

婦
ふ

人
じん

科
か

  ・ 

 

 

皮
ひ

膚
ふ

科
か

    ・ 

 

 

整
せい

形
けい

外
げ

科
か

  ・ 

 

 
 

 

(a) 咳
せき

が 出
で

る 

 

 

(b) やけど 
 

 

(c) 発
はつ

熱
ねつ

 

(熱
ねつ

が ある) 
 

 

(d） めまいが する 

(目
め

が まわる) 
  

 

(e) 発
はっ

疹
しん

が ある 

  （ブツブツ
ぶ つ ぶ つ

が ある） 
 

 

(f) 腰
こし

を 打
う

った 

 （打
だ

撲
ぼく

 した） 

 

（g）お腹
なか

が 痛
いた

い 

  活
かつ

動
どう

２－何
な に

科
か

に 行
い

きますか 

 

 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （０１）医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で治
ち

療
りょう

を受
う

ける 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

１  

 

（受
うけ

付
つけ

で） 
 

Ａ さ ん ： あのう，初
はじ

めて なんですが。 

受
うけ

付
つけ

の人
ひと

： 初
しょ

診
しん

ですね。こちらの 問
もん

診
しん

票
ひょう

に 

記
き

入
にゅう

してください。 

Ａ さ ん ：（多
た

言
げん

語
ご

医
い

療
りょう

問
もん

診
しん

票
ひょう

を 渡
わた

しながら） 

これ，書
か

いてきました。 
 

 

 

 

 

（２）会
かい

話
わ

例
れい

２  

 

（診
しん

察
さつ

室
しつ

で） 

 

医
い

  師
し

 ： どう しましたか。 

Ａ さ ん ：（多
た

言
げん

語
ご

医
い

療
りょう

問
もん

診
しん

票
ひょう

を 見
み

せながら） 

昨日
き の う

から 頭
あたま

が 痛
いた

いんです。 

熱
ねつ

が あります。 

医
い

  師
し

 ： 口
くち

を 大
おお

きく 開
あ

けてください。 

かぜですね。５日
い つ か

分
ぶん

の 薬
くすり

を  

出
だ

しておきます。 
 

 

 

 

 

  活
かつ

動
どう

３－病
びょう

院
いん

で 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （０１）医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で治
ち

療
りょう

を受
う

ける 
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（３）会
かい

話
わ

例
れい

３ 

 

 （診
しん

察
さつ

室
しつ

で） 
 

医
い

  師
し

 ： どう しましたか。 

Ｂ さ ん ： （多
た

言
げん

語
ご

医
い

療
りょう

問
もん

診
しん

票
ひょう

を 見
み

せながら） 

転
ころ

んで 足
あし

首
くび

が 痛
いた

いんです。 

医
い

  師
し

 ： ちょっと 見
み

せてください。 

Ｂ さ ん ： ここ
 

 です。 

医
い

  師
し

 ： 少
すこ

し はれていますね。 

レ
れ

ン
ん

ト
と

ゲ
げ

ン
ん

を 撮
と

りましょう。 

Ｂ さ ん ： はい
 

。 
 

 

 

 

 （診
しん

察
さつ

室
しつ

で） 

 

医
い

  師
し

 ：（レ
れ

ン
ん

ト
と

ゲ
げ

ン
ん

写
しゃ

真
しん

を 見
み

せながら） 

骨
ほね

に 異
い

常
じょう

は ありません。 

     ねんざですね。しっぷ薬
やく

を  

出
だ

しますから，はってください。 

Ｂ さ ん ：あのう，お風
ふ

呂
ろ

に 入って
はい    

も  

大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

でしょうか。 

医
い

  師
し

 ：今日
き ょ う

は お風
ふ

呂
ろ

に 入
はい

らないでください。 

来
らい

週
しゅう

 また 来
き

てください。 
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（１）みんなで まちの 病
びょう

院
いん

や 医
い

院
いん

について 話
は な

しましょう。 

 

・ どの病
びょう

院
いん

・医
い

院
いん

に 行
い

ったことが ありますか。 

・ ことばの サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

がある 病
びょう

院
いん

は どこですか。 

・ 多
た

言
げ ん

語
ご

医
い

療
りょう

問
も ん

診
し ん

票
ひょう

が 使
つか

える 病
びょう

院
いん

は どこですか。 

  

 

（２）教
きょう

室
し つ

の 人
ひ と

たちと 一
い っ

緒
し ょ

に まちの 病
びょう

院
いん

や 医
い

院
いん

の 情
じょう

報
ほ う

を 集
あつ

めて， 

地
ち

図
ず

を 作
つ く

ってみましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  活
かつ

動
どう

４－「医
い

療
りょう

機
き

関
かん

マ
ま

ッ
っ

プ
ぷ

」を作
つ く

ろう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （０１）医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で治
ち

療
りょう

を受
う

ける 

※NPO 法人国際交流ハーティ港南台（2001）『外国人のための多言語医療マップ』 
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  ことば・表
ひょう

現
げ ん

１－体
からだ

の 部
ぶ

位
い

や 内
ない

臓
ぞ う

などの 名
めい

称
しょう

 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                    （０１）医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で治
ち

療
りょう

を受
う

ける 

ひ じ 

ひ ざ 

す ね 
あ し 

こ し 

せ な か 

も も 

か た 

あ た ま 

か お 

む ね 

お な か 

う で 

お し り 
て 

か み 

め 

み み 

の ど 

ま ゆ 

は な 

は  

は い  

く ち 

しんぞう  

かんぞう  

い 

ちょう 

もうちょう 
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（１）診
しん

療
りょう

科
か

の 種
しゅ

類
るい

 

・眼科（がんか）               ・耳鼻咽喉科（じびいんこうか） 

・皮膚科（ひふか）                  ・内科（ないか） 

・外科（げか）                      ・整形外科（せいけいげか） 

・脳神経外科（のうしんけいげか）     ・小児科（しょうにか） 

・産婦人科（さんふじんか）            ・歯科（しか） 

 

（２）症
しょう

状
じょう

 

・頭が痛い（あたまがいたい）        ・頭痛（ずつう） 

・歯が痛い（はがいたい）          ・歯痛（しつう） 

・喉が痛い（のどがいたい）           ・咳が出る（せきがでる） 

・くしゃみが出る（くしゃみがでる） 

・鼻水が出る（はなみずがでる）        ・鼻血が出る（はなぢがでる） 

・鼻づまり（はなづまり）               ・鼻がつまる（はながつまる） 

・鼻がムズムズする（はながむずむずする） 

・花粉症（かふんしょう） 

・やけど 

・捻挫（ねんざ） 

・下痢（げり） 

・熱がある（ねつがある）               ・発熱（はつねつ） 

・腰を打った（こしをうった）              ・打撲した（だぼくした） 

・寒気がする（さむけがする） 

・目が赤い（めがあかい） 

・発疹がある（はっしんがある）          ・ブツブツがある（ぶつぶつがある） 

・かゆい 

・食欲がない（しょくよくがない） 

・吐く（はく）                   ・もどす  

・嘔吐する（おうとする）            ・ムカムカする（むかむかする） 

・気分が悪い（きぶんがわるい）       ・めまいがする 

・出血がある（しゅっけつがある） 

  ことば・表
ひょう

現
げ ん

２－診
し ん

療
りょう

科
か

の 種
し ゅ

類
る い

 ／ 症
しょう

状
じょう

 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                    （０１）医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で治
ち

療
りょう

を受
う

ける 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（0102010）「初診受付で手続をする」 

（0103010）「医者の診察を受ける」 

（0103120）「病気への対処法・生活上の注意などを質問し答えを理解する」 

 

教室活動の目標 

－病気やけがのとき, 医療機関で治療を受けることができる。 

 

教室活動のねらい 

－症状を伝えることができる。（活動１，活動２，活動３） 

－医者の診察，指示が理解できる。（活動３） 

－病気への対処法・生活上の注意を尋ねる。（活動３） 

－病気への対処法・生活上の注意を理解できる。（活動３） 

－地域での医療機関の活用について話し合うことができる。（活動４） 

 

活動前に確認しておくこと 

－学習者の居住地域の主要な病院の情報，医療機関の種類 

－外国人の診察に評判が高い診療所の情報 

－医療通訳サービスの情報 

－多言語医療問診票，診療科目 

－受診の流れ，医療保険制度など 

  

準備する素材 

－学習者の母語で書かれた問診票 

－症状を表わす絵カード 

－おもちゃの聴診器，喉を照らすライト，白衣など診療場面用の小道具 

－日本の医療に関する多言語情報（学習者の理解できる言語の翻訳） 

指導ノート 
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教室活動の展開の説明 

 

 

 

 

 

・ 「イラスト・写真シート」（p.8）を提示しながら，学習者に病気をした経験や，病院

や医院で診察を受けた経験について尋ね, 話してもらいます。どんな症状で，ど

この病院（医院）にかかったか, 医者とどのようにコミュニケーションしたかなどを

話してもらえるように引き出します。 

 

＜問いかけ例＞ 

「ここはどこですか。何をしていますか。」 

「どんなとき，病院に行きますか。」 

「○○さんは, 日本で病院に行ったことがありますか。」 

「一人で行きましたか。」 

「日本語でお医者さんと話をしましたか。」 

 

 

 

 

 

 

・多言語医療問診票の紹介 

① 事前に多言語医療問診票のホームページから，学習者の母語の問診票（内

科，小児科，整形外科，外科，耳鼻科，眼科，皮膚科，産婦人科，脳神経外

科，歯科）をダウンロードし，配布できるように準備しておきます。 

 

「多言語医療問診票」（(NPO 法人国際交流ハーティ港南台) 

http://www.k-i-a.or.jp/medical/  

及び http://www.mmjp.or.jp/konan-international-lounge/jmonshin/top.htm 

      からダウンロードすることができます。（詳細は『カリキュラム案』p.113 参照） 

② イラスト・写真シートで話を進めながら，「これを使ったことがありますか」と多言語

医療問診票を提示し，学習者に配布します。 

●イラスト・写真シート   

・病気になったら…（p.8） 

■活動シート 

・活動１－問診票を見てみよう（p.9～p.10） 

イメージをつかむ 

体験・行動する 
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③ 内科，小児科，整形外科，外科，耳鼻科，眼科，皮膚科，産婦人科，脳神

経外科，歯科の問診票をそれぞれ参照しながら，診療科の名前と意味を確認し

ます。 

④ 問診票はインターネットでダウンロードできることを伝え，ＵＲＬを知らせておくとよい

でしょう。 

 

 

 

 

 

 

・ 「何科に行きますか」の活動シートを使って，症状の表現を確認します。 

 

①  学習者に活動シートを配布します。 

②  指導者は活動シートの絵を指しながら，学習者に「どこへ行きますか？」と問い

かけて，まずはかかるべき診療科を学習者に特定してもらうよう促します（指導者

は活動シートの絵を拡大コピーして１枚ずつカード状にして，学習者に提示できる

ようにしておくと，より進めやすいでしょう）。 

③ 学習者が診療科の問診票の多言語訳を参照しながら，該当する症状の表   

現を見つけたら，発音を確認しながら，絵と，症状の表現と，診療科の名称を線

で結んでもらうようにします。 

④ 活動シートでのマッチングが終わったあと，カードを使ってカルタ形式で，症状の

名前を言ってカードを取るゲームをしてもよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

① 活動３の会話のデモンストレーションをします（指導者と学習者，あるいは，教室

に地域からの協力者がいれば会話に参加してもらうとよいでしょう）。 

② 学習者は２人１組のペアになり，会話例１・会話例２・会話例３を実演練習しま

す。 

③ 活動２の症状の表現の絵を拡大コピーして切り離し，絵カード状にしたものを指

導者は準備しておきます。これらのカードから，学習者に１枚引いてもらいます。 

■活動シート 

・活動２－何科に行きますか（p.11） 

■活動シート 

・活動３－病院で（p.12～13） 

体験・行動する 

体験・行動する 
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④ カードを引いた学習者は，カードに示された症状に合わせて，会話例１，会話

例２，会話例３を適宜アレンジして，実演します。 

   

・ おもちゃの聴診器，喉を照らす豆ライトなどを準備して小道具として使用する 

とよいでしょう。 

・ 学習者のレベルに応じ，内容は調整してください。日本語がほとんどできな  

い学習者の場合は，多言語医療問診票を使って，最低限のことを伝えるこ 

とができる方法を優先して示してください。 

・ 学習者に，自分でどう表現したらよいかわからなかった症状，医師に言わ 

れたけれどよく理解できなかったことなどを聞いてもよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

教室に参加している学習者，指導者（および可能であれば協力者も含め）で，地

域の病院や医院について情報を出し合い，地域の「医療機関マップ」の作成を試

みてみます。 

① 学習者に，行ったことのある病院・医院の名前を挙げてもらい，そのときの体験

を語ってもらいながら，その機関の特徴や，多言語サポート状況等をリストアップし

ていきます。 

② まちの地図にそれぞれの医療機関の場所を示し，適宜情報も加えたシートを作

成します。この地図を改訂して充実させていくことを，教室全体のプロジェクトとして

もよいでしょう。日本人の協力者が外国人に対する医療サービスの状況を知り，

状況の改善の方法について共に考え行動していくきっかけとしていくことも考えられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 体の部位や内臓の名称は診察時に，症状を訴える時に必要なことばです。絵を

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現１－体の部位や内臓などの名称（p.15） 

・ことば・表現２－診療科の種類／症状（p.16） 

ことば・表現を知る 

■活動シート 

・活動４－「医療機関マップ」を作ろう（p.14） 

体験・行動する 
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見せて，学習者が必要なことばを与えるといいでしょう。ことばに慣れたら，次に，

p.16 の症状の表現とともに学習するといいでしょう。 

・ 多言語医療問診票は診療科目ごとにあります。診療科目の名前と意味を確認

させてください。症状によって，どの診療科を選ぶか考えさせて活動２を行います。 

・ 問診票を見せて, 学習者が分からないことばを聞いてきたら，意味とともに確認

するとよいでしょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考情報】『日本語学習・生活ハンドブック』（文化庁） 
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（0201020）「医療機関で処方せんをもらい，内容を確認する」 

（0202050）「症状を説明し，薬を求める」 

（0203070）「薬剤師等の「効能，用法，注意」の説明を理解する」 

 

 

・薬の入手の方法を知り，入手した薬の使用法等の情報を入手し理解できる 

 

 

・処方せんが何であるかを理解し，処方せんを受け取り，指示を理解する 

・どんな症状であるかを説明したり，薬剤師等の質問に答えたりすることができる 

・効能や用法についての説明を理解したり，不明な点を質問したりすることができる 

・薬の表示などが確認できる 

・病気の対処法について情報収集・意見交換ができる 

 

●イラスト・写真シート

・薬，どうする？（p.23）

■活動シート
・活動１－どんな薬ですか（p.24）

・活動２－薬のラベル・袋を読んでみよう
（p.25～27）

・活動３－処方せん？（p.28～29）

・活動４－薬店・薬局（p.30～31）

・活動５－風邪を引いたら…（p.32）

◆ことば・表現シート
・ことば・表現－症状・希望の薬を伝える

表現（p.33）

（０２） 薬
くすり

を 利
り

用
よ う

 する 

指導 

ノート 
（p.34～39） 

イ メ ー ジ を

つかむ 

体 験 ・ 行 動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 
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  薬
くすり

，どうする？  

イメージ（いめーじ）をつかむ                                  （０２） 薬
くすり

を利
り

用
よう

する 

※みんなの教材サイト http://minnanokyozai.jp/kyozai/home/ja/render.do;jsessionid=1B04D13F1CF223E2F57CF8A47712FD42 

※ 
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（       ）に ことばを 入
い

れましょう 

 

 

                    

 

         

 

 

                                   

 

 

 

カプセル
か ぷ せ る

           粉
こ な

薬
ぐすり

 

 

 

   

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  活
かつ

動
どう

１－どんな薬
くすり

 ですか 

飲
の

み薬
ぐすり

 

塗
ぬ

り薬
ぐすり

 

貼
は

り薬
ぐすり

 

吸
きゅう

入
にゅう

薬
や く

 

 

（ のみます ） 

（ すいこみます ） 

（ ＿ ___・ます ） 

（ ＿ ___・ます ） 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                            （０２） 薬
くすり

を利
り

用
よう

する 

錠
じょう

 剤
ざ い

 シロップ
し ろ っ ぷ
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【Ａ】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効
こ う

能
の う

・効
こ う

果
か

…整
せい

腸
ちょう

（便
べん

通
つ う

を整
ととの

える）・便
べん

秘
ぴ

・軟
なん

便
べん

 

 

用
よ う

法
ほ う

・用
よ う

量
りょう

 

年
ねん

齢
れい

 １
いっ

回
かい

 服
ふ く

用
よ う

量
りょう

 １
いち

日
に ち

 服
ふ く

用
よ う

回
かい

数
す う

 

１
じゅう

５
ご

歳
さ い

以
い

上
じょう

 ３
さん

錠
じょう

 

３
さん

回
かい

 １
じゅう

１
いっ

歳
さ い

以
い

上
じょう

１
じゅう

５
ご

歳
さ い

未
み

満
ま ん

 ２
に

錠
じょう

 

５
ご

歳
さ い

以
い

上
じょう

１
じゅう

１
いっ

歳
さ い

未
み

満
ま ん

 １
いち

錠
じょう

 

５
ご

歳
さ い

以
い

下
か

 服
ふ く

用
よ う

しないでください 

販売名：ハライー錠 
指定医薬部外品 130 錠 

効能・効果整腸，便秘，軟便，消

化不良，胃もたれ，食欲不振，食べ

過ぎ 

注意 

１ 次の人は使用前に医師または薬

剤師に相談してください。 

〔1〕医師の治療を受けている方， 

〔2〕本人又は家族がアレルギー体質

の方 

〔3〕薬によりアレルギー症状を起こした

ことがある方 

２ 服用に際しては使用文書をよくお

読みください。 

３ 直射日光の当たらない湿気の少

ない涼しいところで保管してください。 

  活
かつ

動
どう

２－薬
くすり

の ラベル・袋
ふくろ

を 読
よ

んでみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                            （０２） 薬
くすり

を利
り

用
よう

する 

市
し

販
は ん

の薬
くすり

 

乳酸菌整腸剤 

ハ ラ イ ー錠 

整腸 
便秘 

軟便 

○×製薬 

130 錠 

ハ ラ イ ー錠 
お腹を元気に 

９錠中の成分 

有胞子性乳酸菌（ラクボン原末）

…45mg 

タカヂアスターゼ N1…135mg 

ビオチン（ビタミン H）…18μg 

〔用法・容量〕 

食後，そのまま服用する課又はか

みくだいて服用してください。 

15 歳以上…１回３錠（1 日 3 回）， 

11 歳以上 15 歳未満 

…1 回 2 錠（1 日 3 回） 

5 歳以上 11 歳未満 

…1 回 1 錠（1 日 3 回） 

5 歳未満 

…服用しないでください。 
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【Ａ】の薬
くすり

について 

 

（１） どんなとき，使
つか

いますか。（①～④から 選
え ら

んで，○を つけて ください） 
 

     ①頭
あたま

が 痛
いた

い とき 

     ②お腹
なか

が 痛
いた

い とき 

     ③鼻
は な

水
みず

が 出
で

る とき 

     ④か
 

ゆい とき 

 

 

（２） どうやって 使
つか

いますか。 
 

① 飲
の

みます   ②塗
ぬ

ります   ③貼
は

ります  ④吸
す

い込
こ

みます 

 

（３） １
いっ

回
かい

に，いくつ（何
なん

錠
じょう

）？ 
 

     ①         ②         ③         ④ 

  

 

 

（４） １
いち

日
に ち

に，何
なん

回
かい

？ 
 

①１
いっ

回
かい

    ②2
に

回
かい

    ③３
さん

回
かい

    ④４
よん

回
かい

 

 

（５） いつ？ 
 

①食
しょく

前
ぜん

 （ごはんを 食
た

べる 前
ま え

） 

②食
しょく

中
ちゅう

 （ごはんを 食
た

べている とき，ごはんと 一
い っ

緒
し ょ

に） 

     ③食
しょく

後
ご

 （ごはんを 食
た

べた 後
あ と

） 

     ④食
しょっ

間
かん

 （ごはんと ごはんの 間
あいだ

） 

     ⑤いつ
 

でも いい 
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【Ｂ】病
びょう

院
いん

でもらえる薬
くすり

 

 

内服薬
な い ふ く や く

 

１４日
じゅうよっか

分
ぶん

 

１
いち

日
に ち

２
に

回
かい

 

朝
あ さ

・夕
ゆ う

食
しょく

後
ご

 

 

１
いっ

回
かい

に 

プ
ぷ

ラ
ら

ル
る

ン
ん

カ
か

ル
る

ス
す

ト
と

錠
じょう

 

１
いち

錠
じょう

 

ユ
ゆ

ニ
に

フ
ふ

ィ
ぃ

ル
る

ＬＡ錠
じょう

 

１
いち

錠
じょう

 

 

お飲
の

みください 
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「処
し ょ

方
ほ う

せん」は どれですか。 ①？ ②？ ③？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  活
かつ

動
どう

３－処
し ょ

方
ほ う

せん？ 

薬
くすり

が 出
で

ています。これは 

処
し ょ

方
ほ う

せん です。 
処方
し ょ ほ う

せん？ 

はい，薬
や っ

局
きょく

で これを  

出
だ

すと，薬
くすり

が 買
か

えます。 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                            （０２） 薬
くすり

を利
り

用
よう

する 

① 

② 

③ 
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「処
し ょ

方
ほ う

せん」を どこに もって 行
い

きますか。 ④？ ⑤？ ⑥？ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

⑤ 

④ 

？ 

？ 

？ 

薬
や く

店
て ん

 

ド
ど

ラ
ら

ッ
っ

グ
ぐ

ス
す

ト
と

ア
あ

 

薬
や っ

局
きょく

  

（保
ほ

険
け ん

調
ちょう

剤
ざ い

薬
や っ

局
きょく

） 

保
ほ

健
け ん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

※ 府中市 http://www.city.fuchu.tokyo.jp/shisetu/fukushi/iryo/kyushiminiryo/index.html 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

１  

 

（薬
や く

店
て ん

で） 
 

Ａ さ ん ： 筋
き ん

肉
に く

痛
つ う

の 薬
くすり

が 欲
ほ

しいん 

で
 

すが。 

薬
や っ

局
きょく

の人
ひ と

： 貼
は

り薬
くすり

と 塗
ぬ

り薬
ぐすり

が ありますが， 

  ど
 

ちらが いいですか。 

Ａ さ ん ： 貼
は

り薬
くすり

を ください。 

 
 

 

 

（２）会
かい

話
わ

例
れい

２ 

 

 （薬
や く

店
て ん

で） 

 

薬
や っ

局
きょく

の人
ひ と

： いらっしゃいませ。 

ど
 

うしましたか。 

Ａ さ ん ： す
 

みません 

・・・お腹
なか

が 痛
いた

いです。 

薬
くすり

が 欲
ほ

しいです。 

薬
や っ

局
きょく

の人
ひ と

： （資
し

料
りょう

3 3
さんじゅうさん

ページ
ぺ ー じ

のような多
た

言
げ ん

語
ご

 

人
じ ん

体
たい

ボ
ぼ

ー
ー

ド
ど

，医
い

薬
や く

品
ひん

説
せつ

明
めい

ツ
つ

ー
ー

ル
る

を  

利
り

用
よ う

して 症
しょう

状
じょう

を 確
か く

認
に ん

し，薬
くすり

の  

用
よ う

法
ほ う

，効
こ う

果
か

，注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こ う

を 説
せつ

明
めい

する） 

  活
かつ

動
どう

４－薬
や く

店
て ん

・薬
や っ

局
きょく

 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                            （０２） 薬
くすり

を利
り

用
よう

する 

 

 

？ 

？ 
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（３）会
かい

話
わ

例
れい

３  

 

（薬
や っ

局
きょく

（保
ほ

険
け ん

調
ちょう

剤
ざ い

薬
や っ

局
きょく

）で） 
  

Ａ さ ん ： （処
し ょ

方
ほ う

せんを 受
う け

付
つけ

に 出
だ

して）  

これ，お願
ねが

いします。 

薬
や っ

局
きょく

の人
ひ と

： はい，お預
あず

かりします。 

こちらの 番
ば ん

号
ご う

札
ふだ

を お持
も

ちください。 

５
ご

番
ば ん

です。番
ば ん

号
ご う

で お呼
よ

びします。 

そちらで お待
ま

ちください。 

        

  ・・・・ 

       

５
ご

番
ば ん

の お客
きゃく

様
さ ま

。 

Ａ さ ん ： はい
 

。 

薬
や っ

局
きょく

の人
ひ と

： Ａさん ですね。 

       今日
き ょ う

は せきが 出
で

ますか。 

Ａ さ ん ： は
 

い。 

薬
や っ

局
きょく

の人
ひ と

： こちらが お薬
くすり

です。 

       １
いち

日
に ち

３
さん

回
かい

，食
しょく

後
ご

に 飲
の

んで ください。 

Ａ さ ん ： 食
しょく

後
ご

？ 

薬
や っ

局
きょく

の人
ひ と

： はい，食
しょく

事
じ

の 後
あ と

です。 

お薬
くすり

手
て

帳
ちょう

は，お持
も

ちですか。 

このシールを お薬
くすり

手
て

帳
ちょう

に 貼
は

って 

く
 

ださい。 

        お会
かい

計
けい

， ９ ８ ０
きゅうひゃくはちじゅう

円
え ん

に なります。 

Ａ さ ん ： （お金
かね

を 払
は ら

う） 

薬
や っ

局
きょく

の人
ひ と

： ありがとうございました。どうぞ お大
だい

事
じ

に。 
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あなたは，風
か

邪
ぜ

を 引
ひ

いたとき，どうしますか。 

あなたの 出
しゅっ

身
しん

地
ち

（国
くに

，地
ち

域
いき

）の 人
ひと

々
びと

は，よく どんなことを しますか。 

 

 Ａ： あたたかくして，早
はや

く 寝
ね

る 

 Ｂ： 牛
ぎゅう

肉
にく

を 食
た

べる 

 Ｃ： みかんの 皮
かわ

を 焼
や

いて 食
た

べる 

 Ｄ： しょうがを 食
た

べる 

 Ｅ： チ
ち

キ
き

ン
ん

 ス
す

ー
ー

プ
ぷ

を 飲
の

む 

 Ｆ： 蛇
へび

の ス
す

ー
ー

プ
ぷ

を 飲
の

む 

 Ｇ： お祈
いの

りを する 

 Ｆ： ＿
 

＿＿
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

いろいろな人
ひと

に 聞
き

いて みましょう。 

 

 

 ＿＿＿＿＿＿＿さん 

 

 

 

 ＿＿＿＿＿＿＿さん 

 

 

 

 ＿＿＿＿＿＿＿さん 

いろいろな 方
ほう

法
ほう

が ありますね！ みんな ちがうように 見
み

えますが， 

共
きょう

通
つう

していること（同
おな

じこと）は 何
なん

でしょう？ 

        

 

 

  活
かつ

動
どう

５－風
か

邪
ぜ

を 引
ひ

いたら… 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                            （０２） 薬
くすり

を利
り

用
よう

する 



33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ことば・表現
ひょうげん

－症
しょう

状
じょう

・希
き

望
ぼ う

の 薬
くすり

を 伝
つた

え
え

る
る

 表
ひょう

現
げ ん

 

※（社）神奈川県薬剤師会『外国籍県民向け支援ツール』  http://member.kpa.or.jp/download/gaikokuseki/ 

 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                            （０２） 薬
くすり

を利
り

用
よう

する 
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・   

   

   

取り上げる生活上の行為の事例 

（0201020）「医療機関で処方せんをもらい，内容を確認する」 

（0202050）「症状を説明し，薬を求める」 

（0203070）「薬剤師等の「効能，用法，注意」の説明を理解する」 

 

教室活動の目標 

－薬の入手の方法を知り，入手した薬の使用法等の情報を入手し理解できる。 

 

教室活動のねらい 

－処方せんが何であるかを理解し，処方せんを受け取り，指示を理解する。 
(活動１） 

－どんな症状であるかを説明したり，薬剤師等の質問に答えたりすることができ 

る。（活動４） 

－効能や用法についての説明を理解したり，不明な点を質問したりすることが 

できる。（活動２，活動３，活動４） 

－薬の表示などが確認できる。（活動２，活動３） 

－病気の対処法について情報収集・意見交換ができる。（活動４） 

 

活動前に確認しておくこと 

－学習者の居住地域の薬局・薬店の情報 
－薬事法上の，薬局・薬店の種類，機能等 

－都道府県・市町村の薬剤師会の情報（多言語対応情報等） 

 

準備する素材 

－薬袋，処方薬の説明書，市販薬，お薬手帳等の実物 

－日本の医療・薬事の制度に関する多言語情報（学習者の理解できる言語 

の翻訳） 

 

指導ノート 



35 

教室活動の展開の説明 

 

 

 

 

 

・ 「イラスト・写真シート」（p.23）を提示しながら，学習者に普段どんな薬を使っている

か，どのように入手するかを尋ね, 話してもらいます。指導者が薬の実物を持って

来て示しながら，自分の経験を語り，やり取りの中で学習者からの話を引き出して

もよいでしょう。 

 

＜問いかけ例＞ 

「これは何ですか。」 

「○○さんは，どんな薬を使っていますか。」 

「どんなとき，使いますか。どうやって使いますか。」 

「どこで薬を買いますか。」 

 

 

 

 

 

 

・ 薬の種類と形状による名称，使用法と関連する表現を確認・整理します。 

 

①学習者に活動シートを配布します。 

②持参した薬品の実物をみせながら，薬の形状による名称を紹介・確認します。 

 

＜問いかけ例＞ 

「これは何ですか。錠剤ですか。カプセルですか。」 

 

③持参した薬品の実物をみせながら，使用法と関連する表現を紹介・確認しま 

す。 

 

＜問いかけ例＞ 

「どうやって使いますか。塗りますか。貼りますか。飲みますか。」 

●イラスト・写真シート   

・薬，どうする？（p.23） 

■活動シート 

・活動１－どんな薬ですか（p.24） 

イメージをつかむ 

体験・行動する 
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④学習者は，活動シートの空欄に適切なことばを記入します。 

 

 

 

 

 

 

・ 活動シート及び薬の実物を使って，ラベル等の表示を読み，効能や用法の情

報を得る方法を身に付けます。 

 

① 学習者に活動シートを配布します。【Ａ】は市販薬，【Ｂ】は病院等でもらえる薬

です。 

② 指導者は活動シートの写真を指しながら，「何の薬だと思いますか」「どんな 

とき使いますか」と問いかけ，学習者に情報が書いてある箇所を見つけたり推

測したりするように促します。 

③ 学習者が「お腹の薬です。」「お腹が痛いときに飲みます。」のように発言した

ら，「どこに書いてありますか。」と尋ね，学習者に示してもらいます。当該箇所

を確認し（漢字と読み仮名を板書してもよいでしょう），他の学習者と一緒に音

読します。 

④ 「1 回にいくつ（何錠）飲みますか。」「いつ飲みますか。」「１日に何回飲みま

すか。」などの問いかけもし，③と同じように表示箇所を確認し，音読します。適

宜，活動シートを参照し，回答を選択してもらいながら進めます。 

⑤ 実際の教室活動では薬の実物を学習者に渡し，③④と同じように問いかけ，

必要な情報を探し，確認する作業を進めます。薬の実物は，指導者が持参し

たものでもいいですし，あるいは事前に学習者に自宅にある薬を持って来るよう

に伝えておいて，持ち寄ったものを使ってもいいでしょう。学習者が薬を持ち寄る

場合，日本の薬に限らず，自国からのものについて，他の言語での表示の内

容を日本語に言い換えて説明してもらうようにしても応用になるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

・ 「処方せん」が何か，処方せんをどこへ持っていけばいいかを，薬局・薬店の種

別とともに理解し，関連することば・表現を身に付けるようにします。 

■活動シート 

・活動２－薬のラベル・袋を読んでみよう（p.25～27） 

■活動シート 

・活動３－処方せん？（p.28～29） 

体験・行動する 

体験・行動する 
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① 学習者に活動シートを配布します。 

② イラストと会話を確認し，写真の①～③のうちどれが「処方せん」か問いかけ，

確認します。 

③ 「処方せん」の写真の中で，どこに薬の情報が書いてあるか等も示すとよいでし

ょう。また，処方せんの使用期限として「受付の日を含めて４日以内に保険薬

局に提出すること」という記述があることも確認しておくとよいでしょう。 

④ イラスト・写真（p.29）の④～⑥のうちどこに処方せんを持って行くか問いかけ，確

認します。処方せんは「保険薬局（保険調剤薬局）」に持参し，提出する必要

があること，一般の「薬店」（ドラッグストア等）では処方せんの受付がされないこ

とも説明します。「保険」と「保健」の意味の違いも，学習者によっては説明して

おくといいかも知れません。④の薬店（ドラッグストア）ついては、近隣の薬店／ド

ラッグストア（処方せんを受け付けない，調剤しない店）の写真を実際に撮影し

てきて，ワークシートのイラストと差し替えて使用すると，現実感が高まってよいか

もしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 薬店・薬局で，一般薬品（「処方せん」必要なし）を購入する場合と，医師が発

行した処方せんを持参して保険調剤薬局で購入する場合，それぞれの会話の

流れを知り，必要に応じて使えるように練習します。 

 

①  活動４の会話のデモンストレーションをします。（指導者と学習者，あるいは，教

室に地域からの協力者がいれば会話に参加してもらうとよいでしょう。） 

②  学習者は２人１組のペアになり，会話例１・会話例２・会話例３を実演練習しま

す。 

③ 「医療機関を利用する」の活動２（p.11）や「ことば・表現」（p.16），「薬を利用す

る」の活動２（p.26）の症状の表現の絵を拡大コピーして切り離し，絵カード状にし

たものを，指導者は準備しておきます。これらのカードから１枚，学習者に引いても

らいます。 

④ カードを引いた学習者は，カードに示された症状に合わせて，会話例１・会話

例２・会話例３を適宜アレンジして，実演します。 

 

■活動シート 

・活動４－薬店・薬局（p.30～31） 

体験・行動する 
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① 活動４のシートを使って，学習者それぞれの風邪を引いたときの対処法について 

  話し合います。 

② 自分の対処法について，シートのＡ～Ｇから選ぶか，Ｆに自由に書き込んでもら

います。 

③ 教室の他の学習者や地域からの支援者の人にも尋ねて，答えを書き込んでも

らいます。 

 

・ それぞれに異なる対処法があり，その多様性を認識すると同時に，共通点（人は

よりよく生きるために助け合い，知恵を共有し，世代を超えて伝え合う）についても

考えていけるといいでしょう。 

・ 活動５は文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』掲載の「だれの常識？」(p.46)

をもとに構成したものです。ホームページからもとの記事の多言語版をダウンロード

することができるので，学習者の母語に合わせて提供するとより理解が深まるでし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

・ 特に日本語能力が限られている学習者の場合は，「活動４」の会話例２を参考

にし，「症状・希望の薬を伝える表現」（p.33）に掲載されている「人体図」「外国

籍県民向け支援ツール」（（財）神奈川県薬剤師会）をホームページからダウン

ロードして使用するとよいでしょう。（神奈川県内の薬局には，これらのマニュアル

が置いてあることが多いようですが，県外の薬局を利用する際にも，利用者が自

らこのマニュアルとツールをダウンロードして持参して，コミュニケーションの便宜の

ために活用することも可能と考えられます。） 

 

  「外国籍県民向け支援ツール」（（社）神奈川県薬剤師会） 

     http://member.kpa.or.jp/download/gaikokuseki/ 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－症状・希望の薬を伝える表現（p.33） 

ことば・表現を知る 

■活動シート 

・活動５－風邪を引いたら…（p.32） 

体験・行動する 
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【参考情報】 

・ （社）神奈川県薬剤師会のホームページ（前ページ参照）には，薬の使用法や

注意点の説明の多言語対応シートも掲載されています。「症状・希望の薬を伝え

る表現」と併せて活用するとよいでしょう。 

・ 『病院・薬局で使う外国語会話集：薬局編（７言語）』（田辺三菱製薬） 

http://di.mt-pharma.co.jp/foreign/pharma/dawnload.html 

・ 『多言語生活情報』「Ｆ.医療‐３.薬局」（（財）自治体国際化協会） 

http://www.clair.or.jp/tagengorev/ja/f/03.pdf 

薬局・調剤薬局・薬店の違いや，処方せんの制度についての説明が１３ 

言語で掲載されています。 
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（0302010）「食品や飲料水の安全情報を理解する」 

 

 

・食品や飲料水の安全について聞くことができる 

・表示やラベルなどが確認できる 

  

 

・食品や飲料水の安全について聞くことができる 

・表示やラベルなどが確認できる 

  

 

 

●イラスト・写真シート

・食べ物・飲み物，大丈夫？（p.41）

■活動シート
・活動－食べられますか（p.42）

（０３） 健
け ん

康
こ う

に 気
き

を 付
つ

ける 

指導 

ノート 
（p.43～44） 

イ メ ー ジ を

つかむ 

体 験 ・ 行 動

する 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 
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  食
た

べ物
も の

・飲
の

み物
も の

，大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

？ 

 

 

イメージ（いめーじ）をつかむ                                （０３） 健
けん

康
こう

に気
き

を付
つ

ける 

デラックスサンド 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

消費期限 12.1.24 15 時 

製造年月日 12.1.24 

内容量  1P 
保存方法 直射日光，高温多湿 

を避け保存くださ 

い。 

 

値段 388 円 

パン，レタス，トマト，ロ

ースハム，きゅうり，ブラ

ックペッパーチーズ，マス

タードマーガリン，イース

トフード，乳化剤，調味料

（アミノ酸等），着色料（赤

色 102 号，カロチン色素）

香辛料，香料，保存料（ソ

ルビン酸） 

名称：調理パン 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

 

 

① 

マ
ま

リ
り

ア
あ

： この漬
つけ

物
も の

は， まだ 食
た

べられますか。 

よし子
こ

： 賞
しょう

味
み

期
き

限
げ ん

は 昨日
き の う

ですが，大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

 

でしょう。 
 

マリア
ま り あ

： そうですか。 

 

 

②  

よし子
こ

： 消
しょう

費
ひ

期
き

限
げ ん

ではなく 賞
しょう

味
み

期
き

限
げ ん

だから， 

大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

でしょう。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※農林水産省ホームページ  http://www.maff.go.jp/j/jas/hyoji/kigen.html 

  活
かつ

動
どう

－食
た

べられますか 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                         （０３）健
けん

康
こう

に気
き

を付
つ

ける 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（0302010）「食品や飲料水の安全情報を理解する」 

 

教室活動の目標 

－食品や飲料水の安全について聞いたり，表示やラベルなどを確認したりできる 

 

教室活動のねらい 

－食品や飲料水の安全について聞いたり表示やラベルなどを確認したりできる 

（活動） 
 

活動前に確認しておくこと 

－食品等の安全について，現在，当該地域の人々にとって，関心が高まってい

たり，情報提供・注意が必要と思われたりする事柄について，事実を確認して

おく。また，詳細の情報を知りたいときの，問い合わせ先，参照ホームページな

どを調べておき，知らせることができるようにしておく。 

 

準備する素材 

－食品表示ラベル等の実物 

 

 

 

 

 

 

 

指導ノート 
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教室活動の展開の説明 

 

 

 

 

 

・ イラスト・写真シート「食べ物・飲み物，大丈夫？」（p.41）を提示しながら，食品

や飲料水等の安全について，日ごろ気になっていることなどを問いかけ，話して

もらう。 

 

 

 

 

 

 

 

① 活動の会話のデモンストレーションをします（指導者と学習者で行います。教室

に地域からの協力者がいる場合は，会話に参加してもらうとよいでしょう）。その

際，実際に賞味期限が表示された食品のパッケージを持ってきて，小道具とし

て使うと，より具体的なイメージを共有しやすいでしょう。 

② 会話をきっかけに，「消費期限」と「賞味期限」の違いについて問いかけ，ことば

の確認をします。 

③ 食品の安全や衛生について，参加者の興味に応じてディスカッションに発展さ

せます。 

 

＜例＞ 

・ 食品の保存方法の知恵，食中毒を防ぐための工夫（台所の衛生管理） 

・ 健康によい食べ物，放射線量の情報の見極め方 等。 

 

 

 

 

 

 

●イラスト・写真シート   

・食べ物・飲み物，大丈夫？（p.41） 

■活動シート 

・活動－食べられますか （p.42） 

イメージをつかむ 

体験・行動する 
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（0402）  「防犯対策を行う」 

（0403）  「防犯に対処する」 

（0403040） 「近くの人に知らせる（事件等）」 

 

 

・事件に遭遇したとき，近くの人に知らせることができる 

・防犯対策について理解し，実践する 

 

 

・隣人や近くの人に，事件について状況説明ができる 

・防犯対策をすることができる 

・地域の防犯活動に参加する 

●イラスト・写真シート

・大変！（p.46）

■活動シート

・活動１－防犯対策をしよう（p.47）

・活動２－大変！周りの人に言おう！
（p.47～48）

・活動３－防犯活動に参加しよう（p.50）

（０４） 事故
じ こ

に 備
そ な

え，対応
た い お う

する 

指導 

ノート 
（p.51～54） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 
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● 大
たい

変
へん

！ 

イメージ（いめーじ）をつかむ                          （０４）事
じ

故
こ

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する 
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下
し た

の 場
ば

面
めん

に あわないために， どうしたらいいですか。 

次
つ ぎ

の ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の 写
し ゃ

真
し ん

も 参
さ ん

考
こ う

にしましょう。 

 
                                    

 
 
 
 
 
 
 
 
                      

 
 
 

 

 

 

 
 
                       
   ⑤ 

 
 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

１－防
ぼ う

犯
は ん

対
たい

策
さ く

を しよう！ 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （０４）事
じ

故
こ

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する 

 

 

① ② 

③ ④ 
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  防
ぼ う

犯
はん

ブ
ぶ

ザ
ざ

ー
ー

                  防
ぼ う

犯
はん

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防
ぼ う

犯
はん

登
と う

録
ろ く

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       補
ほ

助
じ ょ

錠
じょう

                 セ
せ

ン
ん

サ
さ

ー
ー

ラ
ら

イ
い

ト
と
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周
ま わ

りの人
ひ と

に伝
つた

えましょう。 

 

（１）会
かい

話
わ

例
れい

１ 

A さ ん：泥
ど ろ

棒
ぼ う

！ 

 

 

（２）会
かい

話
わ

例
れい

２ 

A さ ん：助
たす

けて！  

 

（３）会
かい

話
わ

例
れい

３ 

A さ ん：警
けい

察
さ つ

に電
でん

話
わ

，お願
ねが

いします！ 

 

 

（４）会
かい

話
わ

例
れい

４ 

A さ ん：ちょっとあの人
ひ と

を追
お

いかけてください。 

通
つ う

行
こ う

人
にん

：どうしたんですか。 

A さ ん：バ
ば

ッ
っ

グ
ぐ

を取
と

られたんです。 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

２－大
たい

変
へん

！ 周
ま わ

りの人
ひ と

に 言
い

おう！ 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （０４）事
じ

故
こ

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する 
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あなたの 住
す

んでいる 地
ち

域
い き

の 防
ぼ う

犯
は ん

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

活
かつ

動
ど う

に 参
さ ん

加
か

してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

＊横浜市港区ホームページ http://www.city.yokohama.lg.jp/minami/00seikatsu/11tiiki-bouhan/110006.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

３－防
ぼ う

犯
は ん

活
かつ

動
ど う

に 参
さ ん

加
か

しよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （０４）事
じ

故
こ

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（0402）防犯対策を行う 

（0403）防犯に対処する 

（0403040）近くの人に知らせる（事件等） 

 

 教室活動の目標 

－事件に遭遇したとき，近くの人に知らせることができる。 

－防犯対策について理解し，実践する。 

 

教室活動のねらい 

－隣人や近くの人に，事件について状況説明ができる。（活動１） 

－防犯対策をすることができる。（活動２） 

－地域の防犯活動に参加することができる。（活動３） 

 

・ あなたは，慣れない土地で犯罪にあったことがありますか。学習者が慣れない

土地で犯罪にあったときのことを想像してみてください。犯罪にあったときは，とっさ

の的確な判断と対応が重要です。学習者が，犯罪にあっても対応ができる，大

丈夫だと感じられるようになる活動をしてみましょう。また，犯罪の発生と地域の防

犯は密接な関係があります。地域の警察と協力をして外国人向けの防犯教室

を開いたり，地域に暮らす一員として地域の防犯ボランティアにいっしょに参加し

たりするなど，教室だけに留まらない活動もしてみましょう。その活動は，学習者が

地域で安心して暮らせる場作りのきっかけとなることでしょう。 

 

活動前に確認しておくこと 

－学習者が居住する地域で最近発生している犯罪に関する情報 

 

準備する素材 

－防犯対策・対応に関する多言語情報 

－防犯対策グッズ（防犯ブザーなど） 

指導ノート 
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教室活動の展開の説明 

 
 
 
 

 
・ 「イラスト・写真シート」を使って，これまで犯罪にあった経験を共有しましょう。また，

日本では犯罪にあった時にどうしたらいいのか，学習者が知っていることを引き出

していきましょう。出てきたことばや表現（母語，日本語ともに）はメモをしておきましょ

う。日本語で知っておくといいものは，日本語で何と言うか知る活動につなげてい

きましょう。 

・ 学習者それぞれの経験や知っていることを共有していくことは，指導者や協力者

を含めた教室の仲間作りにもつながります。教室の仲間が，緊急事態にあった時

に助け合える仲間になる可能性があるのです。 

 

＜問いかけ例＞ 

「これはどんな場面でしょうか。」 

「あなたは，今までこのような場面にあったことがありますか。」 

「そのとき，どうしましたか。どんな気持ちでしたか。」 

「日本でこのような場面にあったとき，どうしたらいいでしょうか。知っていることを 

話しましょう。」 

 

・ ただし，過去の辛い経験を思い出し，話すことが学習者の負担となることもありま

すので，必要以上に深く，繰り返して質問するようなことはせず，学習者が話せる

こと・話したいと思うことだけ話す雰囲気を作ることが大切です。 

 

 
 
 
 
 

・ 状況ごとに，防犯対策について理解する活動です。 

・ イラスト・写真シートに引き続き，イラストを見ながら，犯罪にあった経験，どう対応

したか，犯罪にあわないためにどうしたらいいか自由に話してみましょう。その後，

防犯に関する多言語情報を見て，どのように対策をしたらいいか確認しましょう。

●イラスト・写真シート 

・大変！（p.46） 

■活動シート 

・活動１－防犯対策をしよう！（p.47） 

イメージをつかむ 

体験・行動する 
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そのとき，防犯対策グッズの実物も準備して，それらがどんな場面で効果がある

のか，どうやって使うのか，どこで売っているのかも話してみましょう。 

・ 防犯対策グッズを実際に店頭にいって手に取り，購入し，実際に使ってみるとい

う活動もできます。店頭で学習者が使い方を尋ねる表現を日本語でできるように

なっておくと，教室以外の場面でも，周りの人に聞くことができます。 

 

＜会話例＞ 

学習者：どうやって使いますか。 

指導者：ここを押すと，大きい音が出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学習者の国では，どのような犯罪が多いのか，犯罪に対してどのような対策を取

っているかなどについて話をしてみるのもいいでしょう。 

 

多言語情報例 

例１）滋賀県「なくそう犯罪」防犯マニュアル 

・英語，中国語，韓国語，スペイン語，ポルトガル語） 

・http://www.pref.shiga.jp/c/anzen/manual/index-1.html 

・ひったくり，空き巣，盗難，恐喝，痴漢，通り魔，ストーカーなどさまざまな 

犯罪への対策と対処，連絡先について紹介されている。ホームページか 

らダウンロードすることができる。 

例２）神奈川県防犯対策ガイド 

・英語，韓国朝鮮語，スペイン語，ポルトガル語，中国語，日本語 

・http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f707/p8085.html 

・県内各地で配布しているほか，ホームページからダウンロードすることが 

できる。 

例３）神奈川県警察 防犯心得 

・英語，中国語，韓国語，スペイン語，ポルトガル語） 

・http://www.police.pref.kanagawa.jp/eng/e_mes/engd0001.htm#leaflet 

・ひったくり，空き巣，自転車盗難への防犯対策の説明がある。ホームペ 

ージからダウンロードすることができる。 

例４）広島県警察 「快適な市民生活を送るために」 

・英語，中国語，ポルトガル語 

    ・http://www.police.pref.hiroshima.lg.jp/002/kouhou/index.html 

・犯罪にあわないための方法，犯罪にあったときの対処方法などが紹介 

されている。ホームページからダウンロードすることができる。 
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・ 教材例に掲載した防犯対策グッズ（p.48）は以下のものです。 

－防犯ブザー，防犯ネット，自転車の防犯登録ステッカー，サッシ，補助錠，セ 

ンサーライト 

・ 入門レベルの学習者は「泥棒！」「助けて！」などのことばが最低限言えればい

いなど，学習者の日本語のレベルに合わせて，ロールプレイの難易度を変えて

みましょう。また，ロールプレイの際には，行動面で気を付けること（例えば，道を歩

く時，道路側にかばんを掛けて歩かない等）にも注意して，やってみるといいでしょ

う。 

・ 場面は地域の犯罪発生状況，学習者の生活状況・日本語のレベルなどに合

わせたものを提示しましょう。例えば，自転車に乗っている人からのひったくりが頻

発している地域ではその場面を扱ったり，すぐ近くの人に助けを求められないよう

な地域では 110 番に自分で通報をする場面を扱ったりすることもできます。 

・ 近くに人がいなかった時どうするか，だれに連絡をするのかなどを確認しておくと，

万一のとき安心です。 

 
 
 
 
 
 
・ 犯罪にあった時に，近くの人に助けを求めるロールプレイをしてみましょう。 

・ 教材例に掲載されている場面以外に，地域の犯罪発生状況に即した場面を

取り入れたりするといいでしょう。 

 
 
 
 
 
 

・ 「活動３－防犯活動に参加しよう」は，学習者の居住地域に防犯活動をする団

体があれば，いっしょに活動に参加をしてみる教室活動を組み込んでみましょう。

地域で生活する一員として，ボランティアとして活動できるチャンスがあることを知る

とともに，活動を通して，地域の人との交流が生まれ，万一のときも安心です。 

■活動シート 

・活動２－大変！周りの人に言おう！（p.49） 

■活動シート 

・活動３－防犯活動に参加しよう（p.50） 

体験・行動する 

体験・行動する 
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（0501030）「避難場所・方法を理解する・人に聞く」 

（0502010）「地震について理解する」 

（0502020）「身を守る（地震発生時）」 

 

 

・地震の時に行動できるようにする 

 

 

・避難場所や避難方法の注意書きを読んで理解できる 

・身の守り方について説明を読んで理解できる 

・地震に備えることができる 

 

●イラスト・写真シート

・地震だ！（p.56）

■活動シート

・活動１－地震のとき，どうしますか（p.57）

・活動２－緊急の時のカードを作ろう
（p.59～60）

・活動３－地震に備えよう（p.61～62）

・活動４－地震体験（p.63）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－災害や避難に関する

ことば・表現（p.64）

・発展的な活動

（０５） 災
さ い

害
がい

に 備
そ な

え，対
たい

応
お う

する（地
じ

震
し ん

） 

指導 

ノート 
（p.65～71） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 

発展的な 

活動 
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● 地
じ

震
しん

だ！ 

※１ 水戸第一高等学校同窓会 知道会  http://www.chidokai.jp/index.html 

※２ 看板屋さんのブログ■ヤマシタ巧房■ http://blogs.yahoo.co.jp/fpbsm476/24332293.html  

※３ 財団法人消防科学総合センター  http://www.saigaichousa-db-isad.jp/drsdb_photo/photoSearchResult.do 

イメージ（いめーじ）をつかむ                      （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（地
じ

震
しん

） 

※１ 

※２ 

※３ 
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地
じ

震
しん

のとき，どうしたら いいですか。いいと 思
おも

うものに ○を，よくないと 

思
おも

うものに ×を つけましょう。分
わ

からないときは，まわりの人
ひと

にも 聞
き

いてみま

しょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

１－地
じ

震
しん

のとき，どうしますか 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する               （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（地
じ

震
しん

） 
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前
ま え

の ページで 考
かんが

えたことは 合
あ

っていますか？ 

下
し た

を 読
よ

みながら チ
ち

ェ
ぇ

ッ
っ

ク
く

しましょう。 

 

 

※栃木県産業労働観光部国際課 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/f04/life/kokusai/tabunka/documents/1235973842433.pdf 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/f04/life/kokusai/tabunka/1235977471478.html 
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カ
か

ー
ー

ド
ど

を 作
つく

りましょう。いつも 持
も

っていましょう。 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

２－緊急
きんきゅう

の 時
と き

の カ
か

ー
ー

ド
ど

を 作
つく

ろう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（地
じ

震
しん

） 
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書
か

きましょう。 

 

 

 

※栃木県産業労働観光部国際課 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/f04/life/kokusai/tabunka/documents/1235973842433.pdf 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/f04/life/kokusai/tabunka/1235977471478.html 
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（１）防
ぼ う

災
さ い

用
よ う

品
ひん

について 話
は な

しましょう 

① どんな 防
ぼう

災
さい

用
よう

品
ひん

を 見
み

たことが ありますか。 

② あなたが 使
つか

いたいと 思
おも

った 防
ぼう

災
さい

用
よう

品
ひん

は 何
なん

ですか。 

 
     
         
 
 
 
 
 
 

（２）防
ぼ う

災
さ い

袋
ぶくろ

について 話
は な

しましょう 

① まわりの人
ひと

に 家に 防
ぼう

災
さい

袋
ぶくろ

（非
ひ

常
じょう

用
よ う

持
も ち

出
だ し

袋
ぶくろ

）が あるか， 聞
き

いて 

みましょう。 また， 防
ぼう

災
さい

袋
ぶくろ

の 中
なか

身
み

も  聞
き

いてみましょう。 

② あなたの家
いえ

の 防
ぼう

災
さい

袋
ぶくろ

に 何
なに

を 入
い

れておきますか。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

３－地
じ

震
しん

に 備
そな

えよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（地
じ

震
しん

） 
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（３）消
しょう

火
か

器
き

について 話
は な

しましょう 

① あなたの 身
み

の回り
まわ  

に 消
しょう

火
か

器
き

が ありますか。どこに ありますか。 

 

  家
いえ

 ： 

会
かい

社
しゃ

： 

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

： 

まちの中
なか

： 

 

② 消
しょう

火
か

器
き

の 使
つか

い方
かた

を 確
かく

認
にん

しましょう。 
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（１）防
ぼ う

災
さ い

館
かん

に 行
い

って 地
じ

震
し ん

を 体
たい

験
け ん

しましょう 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（２）地
ち

域
い き

の 防
ぼ う

災
さ い

訓
く ん

練
れん

に 参
さ ん

加
か

しましょう 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 

■ 活
かつ

動
どう

４－地
じ

震
しん

体
たい

験
けん

 

キ
き

ー
ー

フ
ふ

レ
れ

ー
ー

ズ
ず

 

・ 地
じ

震
しん

！        ・ 助
たす

けて！            ・ 逃
に

げて！ 

・ 急
いそ

いで！       ・ 大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

？／大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

    ・ 危
あぶ

ない！ 

 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（地
じ

震
しん

） 

※１ 高知県労連青年部 http://fun.ap.teacup.com/seinenbu/ 

※２ 南足柄市 http://www.city.minamiashigara.kanagawa.jp/kurashi/bouan/boutai/bousai_kunren.html 

 

※２ 

※１ 
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・地震（じしん）               ・震度（しんど） 

・緊急地震速報（きんきゅうじしんそくほう） 

・余震（よしん）      

・避難（ひなん）              ・避難場所（ひなんばしょ） 

・避難所（ひなんじょ）           ・津波（つなみ） 
 
       
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 

 

・地震だ！（じしんだ！） 

・助けて！（たすけて！） 

・逃げて！（にげて！） 

・急いで！（いそいで！） 

・危ない！（あぶない！） 

・大丈夫？／大丈夫。（だいじょうぶ？／だいじょうぶ。） 

・危険（きけん） 

・怪我（けが） 

・病気（びょうき） 

・ガスを止めて！（がすをとめて！） 

   

 

薬 

（くすり） 

  
 

水 

（みず） 
ラジオ 

（らじお） 

電池 

（でんち） 

 

マスク 

（ますく） 

  

懐中電灯 
（かいちゅうでんとう） 

タオル 

（たおる） 

乾パン 

（かんぱん） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－災
さい

害
がい

や 避
ひ

難
なん

に 関
かん

する ことば・表
ひょう

現
げん

 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（地
じ

震
しん

） 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（0501030）「避難場所・方法を理解する・人に聞く」 

（0502010）「地震について理解する」 

（0502020）「身を守る（地震発生時）」 

 

教室活動の目標 

－地震の時に行動できるようにする。 

 

教室活動のねらい 

－避難場所や避難方法の注意書きを読んで理解できる。（活動１，活動２） 

－身の守り方について説明を読んで理解できる。（活動１） 

－地震に備えることができる。（活動２，活動３，活動４） 

 

・ 日本は地震が多い国です。地震の少ない国から来た人にとって，突然の地震

はどのようなものでしょうか。災害はいつ何時やってくるか分かりません。万一のとき

も，自分は落ち着いて安心して対応できるんだという自信を持てるような場を作って

いけるといいでしょう。学習者が地域の一員として安心して暮らしていけるよう，地

域の地震の避難訓練，外国人向け防災教室などの日程と組み合わせて教室

活動を展開するなどの工夫ができるとよいでしょう。 

 

活動前に確認しておくこと 

－学習者の居住地域や職場・学校の避難場所 
－近くの防災館の開館時間，休館日，交通 

－地域の防災訓練の日程 

 （外国人向け防災訓練や防災教室がある自治体もあります） 

 

準備する素材 

－学習者の居住地域の自治体が発行している地震時の対応に関する多言語

指導ノート 
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情報 

－学習者の居住地域の自治体が発行している避難場所に関するパンフレット 

－非常時用携帯カード（学習者の自治体のものがあればそれを利用，なけれ

ば他自治体のものを利用してもよい。または，自作する。） 

 

教室活動の展開の説明 

 
 
 
 

 
・ 「イラスト・写真シート」（p.56）を見ながら，学習者のこれまでの地震の体験につい

て話をします。学習者がどう対応したか，どんな気持ちになったのか，話を引き出

していきましょう。最近の地震の様子を報道しているテレビの映像を利用したり，学

習者が居住する地域の避難場所を示す看板の写真など学習者に身近で地域

に合った素材を使ったりするといいでしょう。 

 

＜問いかけ例＞ 

「あなたの国ではよく地震がありますか。」 

「地震を体験したことがありますか。そのとき，どうしましたか。どんな気持ちになり 

ましたか。」 

 

 
 
 
 
 

・ 「活動１－地震のとき，どうしますか」（p.57～58）は，地震発生時の適切な行動

を知る活動です。それぞれのイラストの行動が適切かどうか考えた後，多言語情

報を見て確認します。学習者が一人で考えてみてもいいですし，協力者といっしょ

に考えてみてもいいでしょう。それぞれの行動の理由についても確認できると，より

いいでしょう。また，イラストに載っていない行動や地域特有の行動（沿岸部では

高台に避難する等）について話を発展させてもいいでしょう。適切な行動を知って

いれば，学習者は地震が起きたときもパニックにならず，落ち着いて対応できる可

能性が高くなるはずです。 

●イラスト・写真シート 

・地震だ！（p.56） 

■活動シート 

・活動１－地震のとき，どうしますか（p.57～58） 

イメージをつかむ 

体験・行動する 
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・ 地震に関する多言語情報は多くの自治体や団体で作成されています。自治体

によって，情報量，提供形態などが異なります。学習者の居住地域のもの以外

でも学習者に合うものがあれば大いに活用しましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 非常時用に携帯するカードを作成する活動です。カードには，学習者の個人情

報や避難場所，連絡先などを記入しておきます。学習者の居住地域の自治体

が発行する非常用携帯カードがあれば，それを利用することができます。学習者

の自治体で作成していない場合，他の自治体が作成したカードを利用することも

できますし，学習者といっしょに自分たちで作ってみるのもいいでしょう。作成したら，

小さく折りたたんで，普段から財布や手帳に入れておくようにしましょう。 

 

■活動シート 

・活動２－緊急の時のカードを作ろう（p.59～60） 

多言語情報例 

例１）東京都生活文化局 「地震から身を守るために」 

・日本語・韓国語朝鮮語・英語・中国語（併記） 

・http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/index3files/zisin.pdf 

・電車・バス・地下鉄に乗っているとき，地下街にいるときなど地震発生 

時にいる場所別に適切な対応が掲載されている。 

・ホームページからパンフレットをダウンロードすることができる。 

例２）滋賀県 外国人向け地震対策シリーズ完成版 

・日本語・英語・ポルトガル語・スペイン語・中国語(大陸)・中国語(台 

湾)・ハングル・タガログ語） 

・http://www.s-i-a.or.jp/gaikokuseki/jisin/index.htm  

・発生時の対応だけでなく防災用品や消火器の使い方など情報が豊富 

で多岐に渡る。 

例３）文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』 

・日本語，中国語，韓国・朝鮮語，英語，スペイン語，ポルトガル語 

・http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyouiku/handbook/index.html 

p.39  災害と緊急電話 

体験・行動する 
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・ 避難場所については，学習者が住んでいる自治体が発行している避難場所の

パンフレットを見ながら確認しましょう。一次的な避難所と広域避難所の両方があ

る地域もあります。事前に確認しておくといいでしょう。避難場所を学習者が知らな

い場合は，実際にいっしょに歩いて避難経路を確認するのも実用的な活動で

す。 

・ 学習者の状況に応じて記入項目を変更したり増やしたりしましょう。 

 

＜記入項目例＞ 

・家族の緊急連絡先（会社や学校など） 

・家族との緊急集合場所 

・近所の人の連絡先 

・持病の名前・普段飲んでいる薬の名前 

・かかりつけの病院名・病院の連絡先 等 

 
 
 
 
 
 

・ ここでは，日常生活で地震にどんな備えができるのかを知ることを目的としていま

す。 

 

－防災用品について 

・ ここでは，防災用品について話をします。防災用品の実物を持って来て話をする

とよいでしょう。学習者が見たことがあるか，使い方を知っているか，指導者や協

■活動シート 

・活動３－地震に備えよう（p.61～62） 

多言語非常用カード例 

例１）（財）栃木県国際交流協会 「地震・災害時のための避難カード」 

・日本語・中国語・英語・ポルトガル語・スペイン語併記 

・http://www.pref.tochigi.lg.jp/f04/life/kokusai/tabunka/documents/ 

1235973842433.pdf 

例２）東京都生活文化局「ヘルプカード」 

・日本語・英語・中国語・韓国語朝鮮語）  

・http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/index3files/ALLhelpC.pdf 

体験・行動する 
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力者の家ではどんなものを使っているか，学習者も使ってみたいかなど話を広げ

てみましょう。実際に，ホームセンターなどの防災用品売り場に行って，防災用品

を手にしてみるのもいいでしょう。 

 

－防災袋について 

・ ここでは防災袋について話をします。まず，「ことば・表現」の単語「薬」～「乾パン」

（防災袋に入れておくもの）に慣れておくといいでしょう。協力者に自宅に防災袋の

備えの有無やその中身について，インタビューをします。教材例には掲載していま

せんが，インタビュー時の記録用紙を作成しておくといいでしょう。 

 

＜表現例＞ 

学習者：家に防災袋がありますか。 

   学習者：防災袋の中に何が入れてありますか。 

 

・ インタビューをしたあと，自分なら防災袋にどんなものを入れておくかを考えて，記

入します。その後，実際に，防災袋を準備して，物を用意するところまで行うと，よ

り実践的です。 

 

－消火器について 

・ ここでは消火器について話をします。地震の後，火災が発生することがあります

が，ここでは消火器を使った初期消火について話をします。自分の身の回りのど

こに消火器があるかを調べたり，使い方を確認したりします。街頭消火器の設置

場所は，自治体のホームページなどで紹介されています。また，自治体に問い

合わせて聞いておくとよいでしょう。（※街頭消火器が設置されていない自治体も

あります。） 
 

 

 

 

 

 

・ 「活動４－地震体験」の「（１）防災館に行って，地震を体験しましょう」（p.63）は，

近くに防災館がある場合に，実際に防災館を訪問し，地震を疑似体験をする活

動です。 

・ 「活動４－地震体験」の「（２）地域の防災訓練に参加しましょう」（p.63）は，地域

の地域防災訓練に参加する活動です。訓練にいっしょに参加することを教室活

■活動シート 

・活動４－地震体験（p.63） 

体験・行動する 
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動にぜひ組み込んでみましょう。地域で生活する一員という気持ちが生まれると，

万一のときも安心です。 

・ もし，防災訓練がなければ日本語教室として避難訓練を実施してみましょう。その

際に必要になる表現を，確認しておきましょう。 

・ 表現は「地震だ」「助けて」などの基本的な表現のほか，沿岸部か山間部か，ま

た都会なのか農村なのか，学習者が住んでいる状況によって避難するときに必

要となる表現が違うことがあります。 

・ 例えば，沿岸部では「津波が来るよ！」「高台に逃げて！」ということばが言える，

または聞き取れることが大切となります。学習者と話をしながら，地震のときにどん

な表現やことばが必要になるかを話しながら，話題に出た表現を扱っていくことが

大切です。 

 
 

 
 

 

  

・ 「地震」～「津波」は地震災害に関して知っていると役に立つことばです。「薬」～

「乾パン」は防災袋に入れる代表的なものです。防災袋に入れるものを買い物に

行ったときに困らないよう，これらのことばに慣れておくといいでしょう。「地震だ！」

～「ガスを止めて！」は避難時によく使う表現です。 

・ 「薬」～「乾パン」のことばは「活動３」の「（２）防災袋について話しましょう」（p.61）

で防災袋の活動をする前に，防災袋に入れるものの単語を確認しておくといいで

しょう。 

・ ゲームを取り入れて，ことばに慣れることもできます。下の例はカルタを応用したも

のです。「薬」～「乾パン」の表現もカルタを応用し，聞いて分かるようにできるとい

いでしょう。 

 

＜「薬」～「乾パン」のことばのゲーム例）＞ 

準備：防災袋に入れるものの絵カード 

① 学習者数人でグループを作り，机の周りに座ります。 

② 絵カードを机の上にばらばらに置きます。 

③ 指導者が絵カードの単語を一つ言います。学習者は該当する単      

語カードを取ります。一番早く取れた人がそのカードをもらいます。これを

机の上のカードがなくなるまでやります。 

④ 机の上のカードがなくなったら終わりです。一番カードをたくさん持ってい

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－災害や避難に関することば・表現（p.64） 

ことば・表現を知る 
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る人が勝ちです。 

 

 
 

・ 学習者の地震に関する知識やニーズによっては，より発展的な活動も考えられま

す。 

 

 ＜例＞ 

・ 災害伝言板の使い方を知る。 

・ テレビやラジオのニュースから震度や津波の情報を得る。 

・ 学習者の居住自治体の防災無線を聞いて，情報（「津波」「高台に逃げて

ください」「地すべり」「余震」など）を聞き取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

発展的な活動 
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（0504050）「消防・救急（119 番）や警察（110 番）に電話する（火災等）」 

（0502020）「身を守る」 

 

 

・火災発生時に，消防・救急（119 番）に電話をする 

・身を守る 

 

 

・緊急時の電話番号が分かる 

・消防に電話をかけて，火事の発生場所と状況，自分の名前と電話番号を伝える 

ことができる 

・火災に備えることができる 

●イラスト・写真シート

・火事だ！（p.73）

■活動シート

・活動１－通報しよう（p.74）

・活動２－火事に備えよう （p.75）

・活動３－防災訓練に参加しよう（p.76）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－火事に関することば・表現

（p.77）

・発展的な活動

（０５） 災
さ い

害
がい

に 備
そ な

え，対
たい

応
お う

する（火
か

事
じ

） 

指導 

ノート 
（p.78～82） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 

発展的な 

活動 
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※佐野いくお市議のブログ http://snipesano.exblog.jp/9610688/ 

● 火
か

事
じ

だ！ 

イメージ（いめーじ）をつかむ                     （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（火事
か じ

） 
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○ 火
か

事
じ

です。 消
しょう

防
ぼ う

署
し ょ

に 電
でん

話
わ

しましょう。 

 

             

 

 

 

 

 

（１）会話例 

消
しょう

防
ぼ う

署
し ょ

員
いん

： 1
ひゃく

1
じゅう

9
きゅう

番
ばん

， 消
しょう

防
ぼ う

署
し ょ

です。 火
か

事
じ

ですか， 救
きゅう

急
きゅう

ですか。 

Ａ さ ん  ：火
か

事
じ

です。 

消
しょう

防
ぼ う

署
し ょ

員
いん

：場
ば

所
し ょ

は どこですか。 

Ａ  さ ん ：山
やま

下
し た

町
ちょう

１
いち

－
の

２
に

－
の

４
よん

 さくらア
あ

パ
ぱ

ー
ー

ト
と

３
さん

０
ぜろ

１
いち

です。 

山
やま

下
し た

郵
ゆ う

便
びん

局
きょく

の 隣
と な

りです。 

消
しょう

防
ぼ う

署
し ょ

員
いん

：何
なに

から 火
ひ

が 出
で

ていますか。 

Ａ  さ ん ：台
だい

所
どころ

から 火
ひ

が 出
で

ています。 

消
しょう

防
ぼ う

署
し ょ

員
いん

：分
わ

かりました。 あなたの 名
な

前
ま え

と 電
でん

話
わ

番
ばん

号
ご う

を 

教
お し

えてください。 

Ａ  さ ん ：ダ
だ

ニ
に

エ
え

ル
る

です。 電
でん

話
わ

は ０
ぜろ

９
きゅう

０
ぜろ

－
の

１
いち

２
に

３
さん

４
よん

－
の

５
ご

６
ろく

７
しち

８
はち

です。 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

１－通
つ う

報
ほ う

しよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する               （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（火事
か じ

） 
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○ 下
し た

の ものを 見
み

たことが ありますか。 

①消
しょう

火
か

器
き

は あなたの 身
み

の回
まわ

りの どこに ありますか。 

 

 

②消
しょう

火
か

器
き

の 使
つか

い方
かた

を 確
か く

認
にん

しましょう。 

 

 

 

③町
ま ち

で 消
しょう

火
か

器
き

を 見
み

つけましょう。 どこに ありますか。 

 

 

 

 

             

④あなたの 家
いえ

に 火
か

災
さ い

報
ほ う

知
ち

機
き

が ありますか。 

 

 

 

 

             

⑤火
か

事
じ

の 時
と き

の 避
ひ

難
なん

経
けい

路
ろ

を 確
か く

認
にん

しましょう。 

 

 

 

 

あなたの 国
く に

にも 上
う え

の ものが ありますか。 ほかに，火
か

事
じ

を防
ふせ

ぐ ための ものが 

ありますか。 

■ 活
かつ

動
どう

２－火
か

事
じ

に 備
そ な

えよう 

 
                    

 

 

 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する               （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する(火
か

事
じ

) 
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○ あなたの 町
ま ち

の 防
ぼ う

災
さ い

訓
く ん

練
れん

に 参
さ ん

加
か

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

３－防
ぼ う

災
さ い

訓
く ん

練
れん

に 参
さ ん

加
か

しよう 

※ くまぶろ http://blog.kumapapa.jp/2005/09/post_7613.html 

http://blog.kumapapa.jp/ 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する               （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（火
か

事
じ
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（１）             

 

 

 

 

 

 

 

（２）  ××市
し

××町
ま ち

１
いち

－
の

２
に

－
の

３
さん

 ○○アパート
あ ぱ ー と

２
に

０
ぜろ

５
ご

  

××町
ま ち

１
いっ

丁
ちょう

目
め

２
にじゅう

３
さん

番
ばん

地
ち

  

 

（３） 

① 郵
ゆ う

便
びん

局
きょく

の となり    

② 郵
ゆ う

便
びん

局
きょく

の 前
ま え

 

③ 郵
ゆ う

便
びん

局
きょく

の 後
う し

ろ     

④ 郵
ゆ う

便
びん

局
きょく

の 近
ちか

く 

 

（４） （台
だい

所
どころ

）から 火
ひ

が 出
で

ています／（台
だい

所
どころ

）が 燃
も

えています   

    

 

 

 

 

 

 

 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－火
か

事
じ

に 関
かん

する ことば・表
ひょう

現
げ ん

 

 
 

台所 

（だいどころ） 

  

ストーブ 

（すとーぶ） 

ビルの 2 階 

（びるのにかい） 

 

 

  

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）               （０５）災
さい

害
がい

に備
そな

え 対
たい

応
おう

する（火事
か じ

） 

 
火事 

（かじ） 

 

救急 

（きゅうきゅう） 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（0504050）「消防・救急（119 番）や警察（110 番）に電話する（火災等）」 

（0502020）「身を守る」 

 

教室活動の目標 

－火災発生時に，消防・救急（119 番）に電話をする。 

－身を守る。 

 

教室活動のねらい 

－緊急時の電話番号が分かる。 

－消防に電話をかけて，火事の発生場所と状況，自分の名前と電話番号を伝

えることができる。（活動１） 

－火災に備えることができる。（活動２，３） 

 

・ さまざまな緊急事態の中でも火事を取りあげました。海外の知らない土地で火事

に遭遇した場合，母国にいるとき以上に不安になったり焦ったりするものです。例

えば，火事を通報しようにも，電話は相手の顔が見えず，余計に不安を感じること

でしょう。でも，最低限のことが伝えられればいいのです。これが言えるから万一の

ときも，落ち着いて行動できるぞと安心を感じられるような教室活動を考えてみまし

ょう。また，地域の防災訓練の時期にこのトピックを扱う工夫をすることにより，地域

の一員として安心して暮らせることにつながるでしょう。 

 

活動前に確認しておくこと 

－街頭消火器の設置場所 

－避難経路 

－防災訓練の日程 

 

 

指導ノート 
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準備する素材 

－緊急時の通報先が分かる多言語情報 

 

教室活動の展開の説明 

 

 

 

 

 

・ 「イラスト・写真シート」（p.73）の火事の写真を見ながら，学習者がこれまで火事

に遭遇した経験や遭遇しそうになった経験について話します。それから，日本で遭

遇したときにどうすればいいか，現在の学習者の知っている知識やことばを引き出

していきましょう。学習者から出てきたトピックに関係することば（日本語，母語とも）

はシートに書き留めながら話しましょう。 

 

＜問いかけ例＞ 

   「これはどんな場面でしょうか。」 

「火事になったこと，火事になりそうになったこと，火事を見つけたことがあります 

か。」 

   「そのとき，どうしましたか。」 

「消防署に火事を通報するとき，あなたの国では何番に通報しますか。日本 

では何番に通報したらいいでしょうか。」 

   「通報したとき，消防署員に何をどう伝えますか。」 

 

・ 多言語情報を利用して，火災時の緊急電話番号，伝える内容，公衆電話での

電話のかけ方を確認しましょう。このとき，同時に重篤な怪我，交通事故，救急

など緊急事態の電話番号先も確認しておくといいでしょう。日本では火災と救急

は同じ番号ですが，国によっては異なることもあります。 

・ 近くに公衆電話がある場合，また携帯や固定電話から電話ができない場合に

備え，公衆電話からの緊急電話番号のかけ方も確認しておくといいでしょう。その

とき，実際の公衆電話を見て確認するか，公衆電話の写真を用意するといいで

しょう。 

 

 

●イラスト・写真シート 

・火事だ！（p.73） 

イメージをつかむ 



 
80 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「活動１－通報しよう」（p.74）は，火事に遭遇したときに消防署に通報をするという

活動です。火災発生場所は，学習者が居住圏内の具体的な場所を取りあげる

といいでしょう。 

・ 学習者の日本語のレベルに合わせて，取り上げる場面を限定したり，取り上げる

表現についても「これだけ言えれば，何とか通報ができる」「これが言えれば，状況

をやや詳細に通報できる」など段階を持たせたりして工夫してください。例えば，

「活動１－通報しよう」（p.74）では①自宅で起きた火事を通報する場面と②外に

出ているときに火事を発見して通報する場合を提示しましたが，学習者の日本語

のレベルによっては①のみ扱うこともできます。取り上げる表現も火災発生場所と

自分の名前と電話番号を単語レベルで言えればいいと考えることもできます。 

・ 学習者の日本語のレベルによっては，ロールプレイをするとき，消防署に通報する

だけでなく，周りの人に火事を伝える行動，通報をお願いする行動も入れられると

いいでしょう。また，複雑な状況（例えば，火災を発見したが住所が分からない）

のとき，どう対応するか話してみるのもいいでしょう。 

  

＜周りの人に火事を伝える表現の例＞ 

 火事だ！／火事！逃げて！ 

 

＜通報をお願いする表現の例＞ 

    あそこで火事です。消防に電話をお願いします。 

 

 

 

 

■活動シート 

・活動１－通報しよう（p.74） 

体験・行動する 

多言語情報例 

例１）文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』 

 p.40‐41 緊急電話 

例２）財団法人自治体国際化協会『多言語生活情報』 

緊急・災害時  

http://www.clair.or.jp/tagengorev/ja/p/index.html 
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・ 「活動２－火事に備えよう」（p.75）は，身近にどんな防災設備があるかを知る活

動です。消火器や火災報知機の実物を手にして，使い方を確認したり，自宅，

職場，日本語教室の消火器の設置場所や避難経路を確認します。 

・ 防災設備について学習者の母国ではどうなっているのか話をしてもおもしろいでし

ょう。 

・ 街頭消火器の設置場所については，自治体のホームページなどで紹介されて

います。また，自治体に問い合わせて聞いておくこともできます。（街頭消火器は

設置されていない自治体もあります。） 

 

 

 

 

 

 

・ 「活動３－防災訓練に参加しよう」（Ｐ.76）は，地域の防災訓練に地域の一員と

して参加する活動です。訓練にいっしょに参加することを教室活動に組み込んで

みましょう。地域で生活する一員という気持ちがあると，万一のときも安心です。 

 

 

 

 

 

  

・ 「イラスト・写真シート」の話の中で出てきたことばや表現について，「ことば・表現シ

ート」を使って確認しましょう。話の中で出てこなかったことばや表現は必要に応じて

確認をしてください。  

 

 

 

・ 学習者の日本語のレベルやニーズによっては，救急や警察への通報など火災

以外の緊急事態を同時に扱うなど，異なる生活行為を組み合わせた教室活動

■活動シート 

・活動２－火事に備えよう（p.75） 

■活動シート 

・活動３－防災訓練に参加しよう（p.76） 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－火事に関することば・表現（p.77） 

体験・行動する 

体験・行動する 

ことば・表現を知る 

発展的な活動 
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も考えられます。 

 

＜活動例＞ 

① 緊急事態がわかるイラストを提示して場面を確認する。また，自分がこのよう 

な経験をしたことがあるか，自分が経験した緊急事態について話す。 

例） ・おなかを押さえて倒れている人  

・車と自転車の交通事故の場面 

・火事   

・路上でのひったくり 

② それぞれの緊急事態を通報する場合，通報先とその電話番号について 

話す。そのとき，自分の国の通報先，電話番号についても話す。 

③ 各場面での通報のロールプレイをする。 
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（0701010）「電気・水道・ガス等の開始手続きについて理解する」 

（0701040）「電気・水道・ガス等の使用開始について，地域の公的機関で発行し

ている生活情報パンフレット等で確認し理解する」 

（0701090）「電気・水道・ガス等の申し込みをする」 

（0703030）「電気・水道・ガスの請求書を理解する」 

 

 

・電気・水道・ガスの開始手続きについて理解する 

・電気・水道・ガスの申し込みができる 

・電気・水道・ガスの請求書を理解する 

 

 

・電気・水道・ガス等の使用開始について，地域の公的機関で発行している生活

情報パンフレット等で確認し理解する 

・電話で開始に必要な事項を伝えて，申し込みをすることができる 

・請求書兼領収書の見方を理解する 

●イラスト・写真シート

・引っ越し （p.84）

■活動シート

・活動１－電気・ガス・水道の申し込み方

法を知ろう（p.85）

・活動２－電気・ガス・水道を申し込もう
（p.86）

・活動３－請求書を見てみよう（p.87）

（０７） 住
じゅう

居
き ょ

を 管
かん

理
り

する 

指導 

ノート 
（p.88～91） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 
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● 引
ひ

っ越
こ

し 

イメージ（いめーじ）をつかむ                          （０７） 住
じゅう

居
きょ

を 管
かん

理
り

する 

※パソコン大好きママの子育て奮闘記 http://tyakityaki.seesaa.net/article/114035447.html 

※ 
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（１）下
し た

の ものを 見
み

たことが ありますか。 下
し た

の 写
し ゃ

真
し ん

と 関
かん

係
けい

する ことばを 

  選
え ら

びましょう。 

 

 

                        

                       

   電
でん

気
き

          ガ
が

ス
す

           水
すい

道
ど う

  

   

（２）引
ひ

っ越
こ

しの とき， 新
あたら

しい 家
い え

の 電
でん

気
き

・ガ
が

ス
す

・水
すい

道
ど う

の 申
もうし

込
こ

みは 

   どうしますか。 いつ， どこに 連
れん

絡
ら く

しますか。多
た

言
げ ん

語
ご

情
じょう

報
ほ う

を 見
み

ながら， 

メ
め

モ
も

しましょう。 

 

電
でん

気
き

 

いつ 
 

 

電
でん

話
わ

番
ば ん

号
ご う

 
 

 

ガ
が

ス
す

 

いつ 
 

 

電
でん

話
わ

番
ば ん

号
ご う

  

水
すい

道
ど う

 

いつ 
 

 

電
でん

話
わ

番
ば ん

号
ご う

  

■ 活
かつ

動
どう

１－電
でん

気
き

・ガ
が

ス
す

・水
すい

道
ど う

の 申
も う

し込
こ

み 方
ほ う

法
ほ う

を 知
し

ろう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                       （０７） 住
じゅう

居
きょ

を 管
かん

理
り

する 

・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 
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新
あたら

しい 家
い え

の ガ
が

ス
す

の 申
も う

し込
こ

みをしましょう。 

（※A さんー学
が く

習
しゅう

者
し ゃ

  B さんーガ
が

ス
す

会
かい

社
し ゃ

の人
ひ と

） 

A さ ん： 引
ひ

っ越
こ

しを するんですが， ガ
が

ス
す

の 申
も う

し込
こ

みを お願
ねが

いします。 

B さ ん： 分
わ

かりました。 お名
な

前
ま え

， ご住
じゅう

所
し ょ

を お願
ねが

いします。 

A さ ん： はい。 名
な

前
ま え

は ××です。住
じゅう

所
し ょ

は 横
よ こ

浜
は ま

市
し

西
に し

区
く

山
やま

上
がみ

町
ちょう

 

１
いち

－
の

１
いち

－
の

１
いち

佐
さ

藤
と う

コ
こ

ー
ー

ポ
ぽ

2
に

0
まる

1
いち

です。 

B さ ん： いつ 開
かい

栓
せん

しますか。 

A さ ん： 10
じゅう

月
がつ

1 日
ついたち

， お願
ねが

いします。 

B さ ん： 分
わ

かりました。 立
た ち

会
あ

いが 必
ひつ

要
よ う

ですが， 午
ご

前
ぜん

と 午
ご

後
ご

  

どちらが いいですか。 

A さ ん： 午
ご

前
ぜん

， お願
ねが

いします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

２－電
でん

気
き

・ガ
が

ス
す

・水
すい

道
ど う

を 申
も う

し込
こ

もう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                       （０７） 住
じゅう

居
きょ

を 管
かん

理
り

する 



87 
 

 

 

 

水
すい

道
ど う

・電
で ん

気
き

・ガ
が

ス
す

の 検
け ん

針
し ん

票
ひょう

や 請
せい

求
きゅう

書
し ょ

を 見
み

てみましょう。 

 
     
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

３－請
せい

求
きゅう

書
し ょ

を 見
み

てみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                       （０７） 住
じゅう

居
きょ

を 管
かん

理
り

する 

・何
な ん

月
がつ

分
ぶん

ですか。 

・いくら 払
は ら

います
す

か。 

・いつまでに 払
は ら

いますか。 

・どこで 払
は ら

うことが できますか。 

・お客
きゃく

様
さ ま

番
ば ん

号
ご う

は 何
な ん

番
ば ん

ですか。 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（0701010）「電気・水道・ガス等の開始手続きについて理解する」 

（0701040）「電気・水道・ガス等の使用開始について，地域の公的機関で発 

行している生活情報パンフレット等で確認し理解する」 

（0701090）「電気・水道・ガス等の申し込みをする」 

（0703030）「電気・水道・ガスの請求書を理解する」 

 

教室活動の目標 

－電気・水道・ガスの開始手続きについて理解する。（活動１，２） 

－電気・水道・ガスの申し込みができる。（活動２） 

－電気・水道・ガスの請求書を理解する。（活動３） 

 

教室活動のねらい 

－電気・水道・ガス等の使用開始について，地域の公的機関で発行している 

生活情報パンフレット等で確認し理解する。 

－電話で開始に必要な事項を伝えて，申し込みをすることができる。 

－請求書兼領収書の見方を理解する。 

 

・ 生活をする上で，電気・ガス・水道は欠かすことができません。その手続き方法は，

国によって異なります。海外での生活において，その国の手続きの仕組みを理解

し，実際に手続きをするということは，不安に感じるものです。教室で疑似的に体

験し，学習者が安心できるような活動をしてみましょう。 

 

活動前に確認しておくこと 

－学習者の居住地域の，電気・ガス・水道の申し込み方法 

 

 

 

指導ノート 
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準備する素材 

－学習者の居住地域や引っ越し先の，電気・ガス・水道の申し込みに関する 

多言語情報 

－学習者の居住地域の，電気・ガス・水道の請求書兼領収書 

 

 

教室活動の展開の説明 

 
 
 
 

 
・ 「イラスト・写真シート」（P.84）の写真を見ながら，母国や日本での引っ越しの経

験について話をしましょう。引っ越しのときの習慣や手続きについて，国や地域

によって異なることでしょう。話の中で出てきた言葉（母語・日本語）をメモし，必

要な語彙は日本語でどう言えばよいのか確認しましょう。 

 

＜問いかけ例＞ 

「あなたは引っ越したことがありますか。」 

「引っ越す前にやることは何ですか。」 

「引っ越した後にやることは何ですか。」 

「引っ越しに関して，あなたの国ではどんな習慣がありますか。」 

 

 
 
 
 
 

・ 活動１「電気・水道・ガスの申し込み方法を知ろう」の（１）では，学習者が今住ん

でいる家にあるメーターがそれぞれ何のメーターか知っているかどうかを確認しま

す。また，ことばも導入します。写真を見ながら，次のようなことを話してもいいでしょ

う。 

 

 

●イラスト・写真シート 

・引っ越し（p.84） 

■活動シート 

・活動１－電気・水道・ガスの申し込み方法を知ろう（p.85） 

イメージをつかむ 

体験・行動する 
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＜問いかけ例＞ 

  「あなたの家にこれ（メーターやブレーカー）がありますか。」 

「何のメーターですか。」 

「日本で新しい部屋に住む時，その部屋の電気・ガス・水道はどこに申し込 

みますか。いつ申し込みますか。」 

「あなたの国ではどうですか。」 

 

・ 活動１「電気・水道・ガスの申し込み方法を知ろう」の（２）では，引っ越しの際の，

電気・ガス・水道の申し込み方法について知る活動です。いつ，どこに，何を連

絡するのかを，一般的な多言語情報や学習者が居住する地域の多言語情報

を利用して確認し，メモをしましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 活動２「電気・ガス・水道の申し込み方法を知ろう」は，電話で電気・ガス・水道

の申し込みをする活動です。教材例では紙面の関係上，ガスのみを例にあげて

■活動シート 

・活動２－電気・ガス・水道を申し込もう（p.86） 

多言語情報例 

例１）多言語生活情報（（財）自治体国際化協会） 

・中国語，英語，韓国語，スペイン語，ポルトガル語，タガログ語，ドイツ語， 

フランス語，ベトナム語，ロシア語，タイ語，インドネシア語 

・http://www.clair.or.jp/tagengorev/ja/index.html 

・電気・ガス・水道の申し込みについて，一般的な手続きの流れが書かれて 

いる。 

例２）大阪市「エンジョイオオサカ」 

・英語，中国語，韓国語・朝鮮語，スペイン語，ポルトガル語 

・http://www.city.osaka.lg.jp/shimin/page/0000023766.html 

・申し込み方法のほか，請求書の見方（活動３で参考に関連）についても 

書かれている。 

例３）横浜市「生活ガイド」 

・http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/koho/lifeguide/ 

・横浜市の電気・ガス・水道の申し込みの方法が書かれている。 

体験・行動する 
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います。ガスは郵送での申し込みはできず，電話やネットで開栓を申し込みをした

上で，開栓時に立会いが必要な地域が多く，学習者にとっては，一番複雑な手

続きです。 

・ 電気や水道は，地域によっては，電話以外に，新居においてある「使用開始の

お知らせ」の紙に必要事項を記入し，郵送するだけでよい地域もあります。学習

者の日本語のレベルや希望に応じて，どちらで対応したいかを本人に聞いて教室

活動を組み立てることもできるでしょう。郵送の場合は，ロールプレイではなく，実際

に記入してみてください。 

 

 

 
 
 
 
・ 活動３「請求書を見てみよう」は，検針票や請求書の見方を理解する活動です。

水道を例にしましたが，電気やガスでも同じようにやってみましょう。地域によって，

検針票、請求書の様式は異なりますので，学習者の地域のものを見て話しまし

ょう。 

・ 電力会社，ガス会社，水道局の中には，検針票，請求書の見方に関する資

料を多言語で準備しているところがあります。ホームページからダウンロードできる

場合もあれば，窓口で配布している場合もあります。事前に問い合わせてみると

いいでしょう。 

・ 電気やガスや水道を 1 か月にどれくらい使っているか，主に何に使っているのか，

どのように節約をしているかなどについて話をふくらませてもおもしろいでしょう。 

 

 
 
 

■活動シート 

・活動３－請求書を見てみよう（p.87） 

体験・行動する 
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（0801060）「店内の表示を見たり店員に尋ねて欲しいものの場所を探す」 

（0801050）「デパート，スーパーマーケット，コンビニ，電器店，書店等で買物をする」  

（0801080）「売り場を尋ねる」 

   

 

・店内の表示を見たりして，店員に尋ねて欲しいものの場所を探す 

 

 

・買いたい物がどこにあるか聞くことができる 

・商品名を言うことができる 

 

●イラスト・写真シート

・買物をしよう（p.93）

■活動シート

・活動１－店員さんに聞いてみよう（p.94～95）

・活動２－売り場を探して，欲しいものを買おう
（p.96）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－商品の種類（食品）など（p.97）

★別表

・別表１－食品の細目リスト（例）（p.98～99）

・別表２－その他の細目リスト（例）（p.100～101）

・別表３－位置・方向を表す語および指示語
（p.102）

指導 

ノート 
（p.103～105） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動のねらい 

教室活動の目標 

発展的な

活動 

（08） 物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を 利
り

用
よう

する 
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※1 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           ※2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※3 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

● 買
かい

物
もの

を しよう 

イメージ（いめーじ）をつかむ                   （０８）物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を利
り

用
よう

する 

※1 Supermarket Sales | Flickr - Photo Sharing!   http://www.flickr.com/photos/bycolley/1786473070/ 

※2 Supermarket in Japan | Flickr - Photo Sharing! http://www.flickr.com/photos/tamaiyuya/5694616767/ 

※3 Nagano supermarket | Flickr - Photo Sharing!  http://www.flickr.com/photos/frozenjames/511976065/ 
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（１）会話例１  「牛
ぎゅう

乳
にゅう

は どこですか」 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： あのう，すみません。 

店
てん

  員
いん

 ： はい。 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： ○○（牛
ぎゅう

乳
にゅう

） どこですか。 

店
てん

  員
いん

 ： ○○（牛
ぎゅう

乳
にゅう

）は あちらです。 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： ああ，そうですか。どうも ありがとう。 

 
 
 
（２）会話例２ 「すみません，みかんは ありますか」 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： すみません，○○（りんご） ありますか。 

店
てん

  員
いん

 ： 申
もう

し訳
わけ

 ありません。今日
き ょ う

は 売
う

り切
き

れてしまったんです。 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： そうですか。じゃ，△△（みかん）は ありますか。 

店
てん

  員
いん

 ： こちらに ございます。 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： どうも。 

 

 

 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

１－店
てん

員
いん

さんに 聞
き

いてみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する               （０８）物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を利
り

用
よう

する 
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Ａさん 

・ 店
てん

員
いん

です。客
きゃく

の 質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。 

Ｂさん 

・ ○○を 買
か

いたいです。店
てん

員
いん

に ○○の 場
ば

所
しょ

を 尋
たず

ねて，

欲
ほ

しい ものを 探
さが

してください。 

Ａさん 

・ 店
てん

員
いん

です。○○は 売
う

り切
き

れました。△△は あります。 

客
きゃく

の 質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。 

Ｂさん 

・ ○○を 買
か

いたいです。お店
みせ

に ○○が あるかどうか， 

店
てん

員
いん

に 尋
たず

ねてください。ない場
ば

合
あい

は，△△を 買
か

いたいです。

店
てん

員
いん

に △△の 場
ば

所
しょ

を 尋
たず

ねてください。 

○ 話
はな

してみよう（ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

） 

（１）ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

 １ 

（２）ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

 ２ 
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○「すみません，野
や

菜
さい

は どこですか」 

 

【１】果物 【２】野菜類 【
３
】
牛
乳
・
乳
製
品 

              

  【２５】冷凍食品  【１０】飲料  

  【２４】アイスクリーム  【１１】日用雑貨  

レ
ジ 

             

【
４
】
肉
類 

 【２３】米・パン  【１２】洗剤  

 【２２】酒・お茶  【１３】菓子  

             

 【２１】コーヒー・紅茶  【１４】カレー・シチュー  

 【２０】カップ麺  【１５】缶詰類  

【
５
】
魚
類 

             

  【１９】麺類  【１６】乾物  

  【１８】ソース・醤油  【１７】調味料  

              

【９】弁当類 【８】惣菜 【７】卵 【６】豆・豆製品 

 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

２－売
う

り場
ば

を 探
さが

して，欲しい ものを 買
か

おう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する               （０８）物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を利
り

用
よう

する 
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果物 

（くだもの） 

野菜 

（やさい） 

肉 

（にく） 

魚 

（さかな） 

卵 

（たまご） 

 
豆腐 

（とうふ） 

 
米 

（こめ） 

パン 

（ぱん） 

麺 

（めん） 

牛乳 

（ぎゅうにゅう） 

 
ジュース 

（じゅーす） 

 

  

お茶 

（おちゃ） 

コーヒー 

（こーひー） 

酒 

（さけ） 

調味料 

（ちょうみりょう） 

 
缶詰 

（かんづめ） 

 

   

冷凍食品 
（れいとうしょくひん） 

惣菜 

（そうざい） 

弁当 

（べんとう） 
レジ 

（れじ） 

◆ ことば・表現－商
しょう

品
ひん

の 種
しゅ

類
るい

（食
しょく

品
ひん

）など 

※1 ※2 ※2 

※2 ※2 ※2 

※2 ※2 

※3 

※１ いろいろなフルーツ（果物）-著作権フリーの画像＆写真 http://royaltyfreeimages.sblo.jp/article/45193052.html 

※２ 無料 DTP 素材 【素材ページ 】食材・料理の著作権フリー写真 http://www.sozai-page.com/index.html 

※３ 有楽町の居酒屋#2 生ビール - 著作権フリー商用可！無料画像の写真素材♪ラブフリーフォト

http://lovefreephoto.blog110.fc2.com/blog-entry-1478.html 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）               （０８）物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を利
り

用
よう

する 
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果物
く だ も の

・加
か

工
こ う

品
ひん

 

いちご 

オ
お

レ
れ

ン
ん

ジ
じ

 

かき 

キ
き

ウ
う

イ
い

 

くり 

さくらんぼ 

すいか 

なし 

パ
ぱ

イ
い

ナ
な

ッ
っ

プ
ぷ

ル
る

 

バ
ば

ナ
な

ナ
な

 

びわ 

ぶどう 

みかん 

メ
め

ロ
ろ

ン
ん

 

もも 

ラ
ら

イ
い

チ
ち

 

りんご 

レ
れ

モ
も

ン
ん

 

ジ
じ

ャ
ゃ

ム
む

 

 

野
や

菜
さ い

 

えだまめ 

えんどう 

かぶ 

かぼちゃ 

カ
か

リ
り

フ
ふ

ラ
ら

ワ
わ

ー
ー

 

きくらげ 

きぬさや 

キ
き

ャ
ゃ

ベ
べ

ツ
つ

 

きゅうり 

こまつな 

さつまいも 

さといも 

しいたけ 

じゃがいも 

しょうが 

セ
せ

ロ
ろ

リ
り

 

だいこん 

たけのこ 

たまねぎ 

チ
ち

ン
ん

ゲ
げ

ン
ん

サ
さ

イ
い

 

とうがらし 

とうがん 

とうもろこし 

ト
と

マ
ま

ト
と

 

なす 

にんじん 

ニ
に

ン
ん

ニ
に

ク
く

 

ねぎ 

はくさい 

ピ
ぴ

ー
ー

マ
ま

ン
ん

 

ブ
ぶ

ロ
ろ

ッ
っ

コ
こ

リ
り

ー
ー

 

ほうれんそう 

もやし 

レ
れ

タ
た

ス
す

 

れんこん 

肉
に く

・加
か

工
こ う

品
ひん

 

牛
ぎゅう

肉
に く

 

鶏
と り

肉
に く

 

豚
ぶた

肉
に く

 

ラム
ら む

肉
に く

 

ソ
そ

ー
ー

セ
せ

ー
ー

ジ
じ

 

ハ
は

ム
む

 

ベ
べ

ー
ー

コ
こ

ン
ん

 

 

魚
ぎ ょ

介
かい

類
る い

・海
かい

産
さ ん

物
ぶつ

 

あじ 

いわし 

かつお 

かれい 

こい 

さけ／しゃけ 

さば 

さんま 

たい 

たら 

まぐろ 

いか 

えび 

かに 

たこ 

刺
さ し

身
み

 

あさり 

しじみ 

★ 別
べっ

表
ぴょう

１－食
しょく

品
ひん

の 細
さい

目
もく

 リ
り

ス
す

ト
と

（例
れい

） 

発展的（はってんてき）な活動（かつどう）            （０８）物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を利
り

用
よう

する 
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はまぐり 

昆
こ ん

布
ぶ

 

のり 

わかめ 

 

穀
こ く

物
も つ

・加
か

工
こ う

品
ひん

 

小豆
あ ず き

 

米
こ め

 

大豆
だ い ず

 

ピ
ぴ

ー
ー

ナ
な

ッ
っ

ツ
つ

 

落
ら っ

花
か

生
せい

 

片
かた

栗
く り

粉
こ

 

小
こ

麦
む ぎ

粉
こ

 

豆
と う

腐
ふ

 

パ
ぱ

ン
ん

 

うどん 

ス
す

パ
ぱ

ゲ
げ

ッ
っ

テ
て

ィ
ぃ

 

そば 

春
は る

雨
さ め

 

ビ
び

ー
ー

フ
ふ

ン
ん

 

ラ
ら

ー
ー

メ
め

ン
ん

 

 

飲
の

み物
も の

・酒
さ け

 

ウ
う

ー
ー

ロ
ろ

ン
ん

茶
ち ゃ

 

お茶
ち ゃ

 

紅
こ う

茶
ち ゃ

 

ジ
じ

ャ
ゃ

ス
す

ミ
み

ン
ん

茶
ち ゃ

 

緑
り ょ く

茶
ち ゃ

 

牛
ぎゅう

乳
にゅう

／ミ
み

ル
る

ク
く

 

コ
こ

ー
ー

ヒ
ひ

ー
ー

 

コ
こ

ー
ー

ラ
ら

 

ジ
じ

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

 

ウ
う

イ
い

ス
き

キ
き

ー
ー

 

紹
しょう

興
こ う

酒
し ゅ

 

焼
しょう

酎
ちゅう

 

日
に

本
ほん

酒
し ゅ

 

ビ
び

ー
ー

ル
る

 

ワ
わ

イ
い

ン
ん

 

 

調
ちょう

味
み

料
りょう

・香
こう

辛
しん

料
りょう

 

油
あぶら

 

ごま油
あぶら

 

サ
さ

ラ
ら

ダ
だ

油
あぶら

 

バ
ば

タ
た

ー
ー

 

マ
ま

ー
ー

ガ
が

リ
り

ン
ん

 

ラ
ら

ー
ー

ド
ど

 

味
あ じ

の素
も と

 

砂
さ

糖
と う

 

塩
し お

 

醤
しょう

油
ゆ

 

酢
す

 

味
み

噌
そ

 

からし 

胡
こ

椒
しょう

 

山
さ ん

椒
しょう

 

八
は っ

角
か く

 

オ
お

イ
い

ス
す

タ
た

ー
ー

ソ
そ

ー
ー

ス
す

 

ケ
け

チ
ち

ャ
ゃ

ッ
っ

プ
ぷ

 

ソ
そ

ー
ー

ス
す

 

チ
ち

リ
り

ソ
そ

ー
ー

ス
す

 

マ
ま

ヨ
よ

ネ
ね

ー
ー

ズ
ず

 

重
じゅう

曹
そ う

 

ド
ど

ラ
ら

イ
い

イ
い

ー
ー

ス
す

ト
と

 

 

菓
か

子
し

・乳
にゅう

製
せい

品
ひん

 

飴
あめ

・キ
き

ャ
ゃ

ン
ん

デ
で

ィ
ぃ

ー
ー

 

ガ
が

ム
む

 

ク
く

ッ
っ

キ
き

ー
ー

 

せんべい 

チ
ち

ョ
ょ

コ
こ

レ
れ

ー
ー

ト
と

 

ビ
び

ス
す

ケ
け

ッ
っ

ト
と

 

ポ
ぽ

テ
て

ト
と

チ
ち

ッ
っ

プ
ぷ

 

だんご 

まんじゅう 

ようかん 

ア
あ

イ
い

ス
す

ク
く

リ
り

ー
ー

ム
む

 

ケ
け

ー
ー

キ
き

 

ソ
そ

フ
ふ

ト
と

ク
く

リ
り

ー
ー

ム
む

 

チ
ち

ー
ー

ズ
ず

 

ヨ
よ

ー
ー

グ
ぐ

ル
る

ト
と
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電
でん

気
き

製
せい

品
ひん

 

冷
れい

蔵
ぞ う

庫
こ

 

洗
せん

濯
た く

機
き

 

乾
かん

燥
そ う

機
き

 

掃
そ う

除
じ

機
き

 

食
しょっ

器
き

洗
あ ら

い機
き

 

炊
すい

飯
は ん

ジ
じ

ャ
ゃ

ー
ー

 

電
でん

気
き

湯
ゆ

沸
わ

かしポ
ぽ

ッ
っ

ト
と

 

オ
お

ー
ー

ブ
ぶ

ン
ん

レ
れ

ン
ん

ジ
じ

 

電
でん

子
し

レ
れ

ン
ん

ジ
じ

 

ト
と

ー
ー

ス
す

タ
た

ー
ー

 

ホ
ほ

ッ
っ

ト
と

プ
ぷ

レ
れ

ー
ー

ト
と

 

ミ
み

キ
き

サ
さ

ー
ー

 

ジ
じ

ュ
ゅ

ー
ー

サ
さ

ー
ー

 

エ
え

ア
あ

コ
こ

ン
ん

 

ク
く

ー
ー

ラ
ら

ー
ー

 

扇
せん

風
ぷ う

機
き

 

加
か

湿
し つ

器
き

 

除
じ ょ

湿
し つ

機
き

 

ス
す

ト
と

ー
ー

ブ
ぶ

 

ヒ
ひ

ー
ー

タ
た

ー
ー

 

電
でん

気
き

こたつ 

電
でん

気
き

カ
か

ー
ー

ペ
ぺ

ッ
っ

ト
と

 

電
でん

気
き

毛
も う

布
ふ

 

布
ふ

団
と ん

乾
かん

燥
そ う

機
き

 

テ
て

レ
れ

ビ
び

 

ビ
び

デ
で

オ
お

デ
で

ッ
っ

キ
き

 

ビ
び

デ
で

オ
お

カ
か

メ
め

ラ
ら

 

デ
で

ジ
じ

タ
た

ル
る

カ
か

メ
め

ラ
ら

 

Ｄ
でぃー

Ｖ
ぶい

Ｄ
でぃー

プ
ぷ

レ
れ

ー
ー

ヤ
や

ー
ー

 

Ｃ
しー

Ｄ
でぃー

ラ
ら

ジ
じ

カ
か

セ
せ

 

ラ
ら

ジ
じ

オ
お

 

ラ
ら

ジ
じ

カ
か

セ
せ

 

Ｍ
えむ

Ｐ
ぴー

３
すりー

 

オ
お

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

オ
お

 

パ
ぱ

ソ
そ

コ
こ

ン
ん

 

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

 

フ
ふ

ァ
ぁ

ッ
っ

ク
く

ス
す

 

ド
ど

ラ
ら

イ
い

ヤ
や

ー
ー

 

ヘ
へ

ア
あ

ー
ー

ア
あ

イ
い

ロ
ろ

ン
ん

 

シ
し

ェ
ぇ

ー
ー

バ
ば

ー
ー

 

電
でん

動
ど う

歯
は

ブ
ぶ

ラ
ら

シ
し

 

浄
じょう

水
すい

器
き

 

空
く う

気
き

清
せい

浄
じょう

器
き

 

蛍
けい

光
こ う

灯
と う

 

コ
こ

ン
ん

セ
せ

ン
ん

ト
と

 

電
でん

池
ち

 

 

衣
い

類
る い

・装
そ う

飾
しょ く

品
ひん

・靴
く つ

 

ス
す

ー
ー

ツ
つ

 

ツ
つ

ー
ー

ピ
ぴ

ー
ー

ス
す

 

ワ
わ

ン
ん

ピ
ぴ

ー
ー

ス
す

 

ス
す

カ
か

ー
ー

ト
と

 

ズ
ず

ボ
ぼ

ン
ん

 

パ
ぱ

ン
ん

ツ
つ

 

ジ
じ

ー
ー

ン
ん

ズ
ず

 

ワ
わ

イ
い

シ
し

ャ
ゃ

ツ
つ

 

ブ
ぶ

ラ
ら

ウ
う

ス
す

 

コ
こ

ー
ー

ト
と

 

オ
お

ー
ー

バ
ば

ー
ー

 

ジ
じ

ャ
ゃ

ン
ん

パ
ぱ

ー
ー

 

カ
か

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ガ
が

ン
ん

 

チ
ち

ョ
ょ

ッ
っ

キ
き

／ベ
べ

ス
す

ト
と

 

ブ
ぶ

レ
れ

ザ
ざ

ー
ー

 

セ
せ

ー
ー

タ
た

ー
ー

 

ト
と

レ
れ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

 

Ｔ
てぃー

シ
し

ャ
ゃ

ツ
つ

 

着
き

物
も の

 

チ
ち

ャ
ゃ

イ
い

ナ
な

ド
ど

レ
れ

ス
す

 

寝
ね

間
ま

着
き

／パ
ぱ

ジ
じ

ャ
ゃ

マ
ま

 

ズ
ず

ボ
ぼ

ン
ん

下
し た

／股
も も

引
ひ き

 

ラ
ら

ン
ん

ニ
に

ン
ん

グ
ぐ

 

ブ
ぶ

リ
り

ー
ー

フ
ふ

 

ブ
ぶ

ラ
ら

ジ
じ

ャ
ゃ

ー
ー

 

ス
す

リ
り

ッ
っ

プ
ぷ

 

ペ
ぺ

チ
ち

コ
こ

ー
ー

ト
と

 

パ
ぱ

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ー
ー

 

ス
す

ト
と

ッ
っ

キ
き

ン
ん

グ
ぐ

 

★ 別
べっ

表
ぴょう

２－その他
た

の 細
さい

目
もく

 リ
り

ス
す

ト
と

（例
れい

） 

発展的（はってんてき）な活動（かつどう）            （０８）物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を利
り

用
よう

する 
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靴
く つ

下
し た

／ソ
そ

ッ
っ

ク
く

ス
す

 

麻
あ さ

 

木
も

綿
めん

 

コ
こ

ッ
っ

ト
と

ン
ん

 

ウ
う

ー
ー

ル
る

 

ポ
ぽ

リ
り

ウ
う

レ
れ

タ
た

ン
ん

 

ポ
ぽ

リ
り

エ
え

ス
す

テ
て

ル
る

 

レ
れ

ー
ー

ヨ
よ

ン
ん

 

ア
あ

ク
く

リ
り

ル
る

 

シ
し

ル
る

ク
く

／絹
き ぬ

 

ア
あ

ン
ん

ゴ
ご

ラ
ら

 

カ
か

シ
し

ミ
み

ヤ
や

 

ビ
び

ロ
ろ

ー
ー

ド
ど

 

レ
れ

ザ
ざ

ー
ー

 

ナ
な

イ
い

ロ
ろ

ン
ん

 

ニ
に

ッ
っ

ト
と

 

デ
で

ニ
に

ム
む

 

レ
れ

ー
ー

ス
す

 

ベ
べ

ル
る

ト
と

 

帽
ぼ う

子
し

 

ベ
べ

レ
れ

ー
ー

帽
ぼ う

 

サ
さ

ン
ん

グ
ぐ

ラ
ら

ス
す

 

ネ
ね

ク
く

タ
た

イ
い

 

ス
す

カ
か

ー
ー

フ
ふ

 

マ
ま

フ
ふ

ラ
ら

ー
ー

 

リ
り

ボ
ぼ

ン
ん

 

イ
い

ヤ
や

リ
り

ン
ん

グ
ぐ

 

ネ
ね

ッ
っ

ク
く

レ
れ

ス
す

 

ブ
ぶ

ロ
ろ

ー
ー

チ
ち

 

ペ
ぺ

ン
ん

ダ
だ

ン
ん

ト
と

 

ポ
ぽ

ケ
け

ッ
っ

ト
と

 

ボ
ぼ

タ
た

ン
ん

 

フ
ふ

ァ
ぁ

ス
す

ナ
な

ー
ー

／ジ
じ

ッ
っ

パ
ぱ

ー
ー

／

チ
ち

ャ
ゃ

ッ
っ

ク
く

 

運
う ん

動
ど う

靴
ぐ つ

 

ス
す

ニ
に

ー
ー

カ
か

ー
ー

 

長
なが

靴
ぐ つ

 

ブ
ぶ

ー
ー

ツ
つ

 

サ
さ

ン
ん

ダ
だ

ル
る

 

ス
す

リ
り

ッ
っ

パ
ぱ

 

ハ
は

イ
い

ヒ
ひ

ー
ー

ル
る

 

下
げ

駄
た

 

 

日
に ち

用
よ う

品
ひん

・雑
ざ っ

貨
か

 

包
ほ う

丁
ちょう

 

まな板
いた

 

ガ
が

ス
す

ボ
ぼ

ン
ん

ベ
べ

 

フ
ふ

ラ
ら

イ
い

パ
ぱ

ン
ん

 

ア
あ

ル
る

ミ
み

 

ラ
ら

ッ
っ

プ
ぷ

 

皿
さ ら

 

茶
ち ゃ

碗
わん

 

箸
は し

 

ス
す

プ
ぷ

ー
ー

ン
ん

 

フ
ふ

ォ
ぉ

ー
ー

ク
く

 

ナ
な

イ
い

フ
ふ

 

コ
こ

ッ
っ

プ
ぷ

 

おたま 

綿
めん

棒
ぼ う

 

つまようじ 

爪
つめ

切
き

り 

灰
はい

皿
ざ ら

 

ト
と

イ
い

レ
れ

ッ
っ

ト
と

ペ
ぺ

ー
ー

パ
ぱ

ー
ー

 

タ
た

オ
お

ル
る

 

手
て

ぬぐい 

鏡
かがみ

 

歯
は

ブ
ぶ

ラ
ら

シ
し

 

歯
は

磨
みが

き粉
こ

 

殺
さ っ

虫
ちゅう

剤
ざ い

 

封
ふ う

筒
と う

 

ボ
ぼ

ー
ー

ル
る

ペ
ぺ

ン
ん

 

のり 

はさみ 

メ
め

ガ
が

ネ
ね

 

ソ
そ

フ
ふ

ァ
ぁ

ー
ー

 

椅
い

子
す

 

傘
か さ

 

財
さ い

布
ふ

 

カ
か

バ
ば

ン
ん

 

たばこ 

ラ
ら

イ
い

タ
た

ー
ー

 

目
め

覚
ざ

まし時計
ど け い
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位
い

置
ち

・方
ほ う

向
こ う

 

上
う え

 

下
し た

 

左
ひだり

 

右
みぎ

 

前
ま え

 

後
う し

ろ 

向
む

かい 

向
む

こう 

内
う ち

側
がわ

 

外
そ と

側
がわ

 

中
なか

 

間
あいだ

 

裏
う ら

 

横
よ こ

 

隣
となり

 

そば 

真
ま

ん中
なか

 

奥
お く

 

まっすぐ 

突
つ

き当
あ

たり 

角
かど

 

～から～番
ばん

目
め

 

一
い ち

番
ばん

 

～階
かい

 

地
ち

下
か

 

屋
お く

上
じょう

 

東
ひがし

 

西
に し

 

南
みなみ

 

北
き た

 

 

指
し

示
じ

詞
し

 

これ 

それ 

あれ 

どれ 

この… 

その… 

あの… 

どの… 

ここ 

そこ 

あそこ 

どこ 

こちら／こっち 

そちら／そっち 

あちら／あっち 

どちら／どっち

 

★ 別
べっ

表
ぴょう

３－位
い

置
ち

・方
ほう

向
こう

を 表
あらわ

す語
ご

 および 指
し

示
じ

語
ご

 

発展的（はってんてき）な活動（かつどう）            （０８）物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を利
り

用
よう

する 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（0801060）「店内の表示を見たり店員に尋ねて欲しいものの場所を探す」 

（0801050）「デパート，スーパーマーケット，コンビニ，電器店，書店等で 

買物をする」  

（0801080）「売り場を尋ねる」 

 

教室活動の目標   

－店内の表示を見たりして，店員に尋ねて欲しいものの場所を探す。 

 

教室活動のねらい  

－買いたい物がどこにあるか聞くことができる。（活動１，２） 

－商品名を言うことができる。（活動１，２） 

 

・ 買物は，誰もが経験する行為の一つでしょう。学習者によってニーズや興味・関

心は様々かもしれませんが，食料品など日常生活に不可欠な物品の購入は誰

もが経験するはずです。あまり行き慣れていない商店に行ったり，買い慣れてい

ない商品を買ったりする場合には，欲しいものが店内のどこにあるか，すぐに分か

らないことも多いのではないでしょうか。ここでは，その探し方を練習してみましょう。 

 
 
 
 
 
 
・ 最初にイラスト・写真「買物をしよう」（p.93）を学習者と一緒に見ながら，日本語ま

たは学習者の母語などで，以下のようなやり取りをしてみましょう。 

 

 ＜例＞ 

「これは何ですか。ここで何をしますか。（地域の）どこにありますか。」 

指導ノート 

●イラスト・写真シート 

・買物をしよう （p.93） 

イメージをつかむ 
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「よく買物をしますか。家族の中では誰が買物しますか。いつもどこで買物しま 

すか。何を買いますか。高いですか，安いですか。」  

「買物のとき，日本語を使いますか。また，店員の日本語はわかりますか。」 

「買いたい物がお店の中のどこにあるか，すぐに分かりますか。売り場が分から 

ないときは，どうしますか。」 

「買いたい物がお店にないときは，どうしますか。」 

 

・ このようなやり取りを通じて，学習者が日常生活の中でどのような買物をしている

か，また，その実際の場面で日本語をどの程度理解または使用しているかにつ

いて把握できるでしょう。学習者自身の買い物の場面に関する知識が活性化さ

れるだけではなく，指導者が今後の活動展開を考えていく上で，きっと役に立つ

はずです。 
 
 
  
 
 
 
・ 「活動１」の会話例（１）「牛乳はどこですか」や会話例（２）「すみません，みかん

はありますか」を使ってキーフレーズを確認し，学習者の日本語レベルや地域の

状況などに応じて適宜調整・工夫を加えた上で，ロールプレイを行います。 

・ 会話ではキーフレーズに限らず，買物場面でよく使われる表現を取り上げてくださ

い。学習者の日本語レベルに合わせ，「これだけ言えれば，何とか必要なものを

探すことができる」，「これが言えれば，スムーズに必要なものを探すことができる」，

「これが言えれば，他の商品と比較等を行いながら必要なものを探す（選ぶ）こと

ができる」というように，取り上げる表現を工夫しましょう。 

・ 学習者がよく耳にするけれども十分に理解できない表現などを取り扱ってもよい

でしょう。必要に応じて，「別表３ 位置・方向を表す語および指示語」（p.102）な

ども参照してください。 

・ ロールプレイに際しては，ことば・表現「商品の種類（食品）など」（p.97）にある写

真・イラストをコピーして切り離し，それを学習者に提示して，ロールプレイを開始して

もらう方法もあります。そうすることで，語彙表現の確認・定着練習にもなります。 

 
 

 

 

■活動シート 

・活動１－店員さんに聞いてみよう（p.94～95） 

体験・行動する 
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・ 「活動２ー売り場を探して，欲しいものを買おう」（p.96）の店内見取り図「すみませ

ん，野菜はどこですか」は，様々なスキャニング（※特定の情報を得るために，情

報のある箇所を探して拾う読み方）に使うことができます。音声または文字で提示

された食品の分類や細目が何番の売り場にあるか答えたり，反対に売り場の番

号から食品の分類や細目を答えたりすることが可能です。あるいは「活動１」と組

み合わせて店員役がスキャニングを行い，ロールプレイの会話内容に反映させる

というやや高度な活動もできるはずです。 

・ 食品の分類が導入済みであれば，工夫次第で細目語彙の紹介（導入）や定

着（復習）にも使えるでしょう。 

 
 
 
 
 
 

 

・ 「ことば・表現－商品の種類（食品）など」（p.97）は，学習者が実際の買物場面

などでよく目にする基礎的な単語を並べてあります。「活動１」や「活動２」を行う

前に，ことばや表現の読みと意味を確認するとよいでしょう。 

・ ここでは学習者に最も身近と思われる「食品」の分類を中心とした単語を取り扱

っていますが，学習者の使える語彙量や関心の度合いによっては，「別表１－ 

食品の細目リスト（例）」（p.98～99），「別表２－その他の細目リスト（例）」（p.100

～101）にある単語などを確認しておくのも一つの方法です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

■活動シート 

・活動２－売り場を探して，欲しいものを買おう（p.96） 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－商品の種類（食品）など（p.97） 

体験・行動する 

ことば・表現を知る 
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（0901050）「申込みをする」  

 

 

・銀行口座を開設する 

 

 

・口座開設の意思を伝えることができる 

・係員の説明を聞いて理解することができる 

・口座の申込用紙に必要事項を記入することができる 

 

 

 

 

●イラスト・写真シート

・銀行口座を作ろう （p.107）

■活動シート

・活動１－銀行で（p.108）

・活動２－申込用紙を書こう （p.109）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－銀行口座に関することば・

表現（p.110）

・発展的な活動

（０９） 金
き ん

融
ゆ う

機
き

関
かん

を 利
り

用
よ う

する 

指導 

ノート 
（p.111～115） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

 
   
  

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 

発展的な 

活動 
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● 銀行
ぎ ん こ う

口座
こ う ざ

を 作
つ く

ろう 

イメージ（いめーじ）をつかむ                          （０９）金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

を利
り

用
よう

する 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

 （窓
ま ど

口
ぐ ち

で） 

 

Ａ さ ん ：口
こ う

座
ざ

を 作
つ く

りたいんですが。 

銀
ぎ ん

行
こ う

の人
ひ と

：これに 記
き

入
にゅう

してください。印鑑
いんかん

と 本
ほん

人
にん

を 確
か く

認
にん

できるものを  

持
も

っていますか。 

 

 

 

Ａ さ ん：はい，持
も

っています。       Ａ さ ん：印
いん

鑑
かん

は ありません。 

サ
さ

イ
い

ン
ん

でも いいですか。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

                  

        

 
 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

１－銀
ぎ ん

行
こ う

で  

銀
ぎ ん

行
こ う

の人
ひ と

：大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

です。 銀行
ぎ ん こ う

の人
ひ と

：すみません。 

印
いん

鑑
かん

が必
ひつ

要
よ う

 

です。 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （０９）金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

を利
り

用
よう

する 
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申
もうし

込
こ み

用
よ う

紙
し

を 書
か

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

２－申込
もうしこみ

用紙
よ う し

を 書
か

こう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （０９）金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

を利
り

用
よう

する 

普通 貯蓄 納税準備 ○○銀行

預金申込入金票

優 総 分 非

年 月 日 拾億 億 千万 百万 拾万 万 千 百 拾 円

金額

〒 - ℡

おところ

都道

府県

フリガナ

おなまえ

様

生年月日 性別

H.平成 S.昭和 T.大正 M.明治 年 月男 ・ 女

電話番号 （ ） 振替または一部振替

科目

金額

他 手
コード

振 替
コード

起算日

ご職業又は
お勤め先

マル優限度額
（千円）

顧客番号 受付印検証

通帳種類

普通・
納税

貯蓄

金利区分

先頭に\をお
書きくださ

商品コード 税区分

普・納
一般

総合
口座

法人
ｶｰﾄﾞ

貯蓄
預金

単通帳
複合
通帳

キャッシュカードをお申込の場合は、3枚目にお届け
印をご捺印のうえ4枚目に暗証番号をお書きくださ
い。

枚数

0 000

000

000

000

おつり

当 手

当行・他
行・広域

他
手

50

10

1

合計

2,000

1,000

500

100

金 額 内 訳

10,000

5,000
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  通帳（つうちょう）                 キャッシュカード（きゃっしゅかーど） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
          口座番号（こうざばんごう） 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

・銀行（ぎんこう） 

・口座（こうざ） 

・普通預金（ふつうよきん） 

・暗証番号（あんしょうばんごう） 

 
 

◆ ことば・表
ひょう

現
げ ん

－銀行
ぎ ん こ う

口座
こ う ざ

に 関
かん

する ことば・表
ひょう

現
げん

 

 

 

印鑑 

（いんかん） 

 

 サイン 

（さいん） ＡＴＭ（えーてぃーえむ） 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                    （０９）金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

を利
り

用
よう

する 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（0901050）「申込みをする」  

 

教室活動の目標 

－銀行口座を開設する。 

 

教室活動のねらい 

－口座開設の意思を伝えることができる。（活動１） 

－係員の説明を聞いて理解することができる。（活動１，２） 

－口座の申込用紙に必要事項を記入することができる。（活動２） 

 

・ 銀行口座を開設すると，預金や送金，勤務先からの給料受け取り，家賃や

公共料金やクレジットカードなどの支払いなどのサービスを受けることができます。

また，キャッシュカードがあれば，ＡＴＭで 24 時間現金を預けたり引き出したりする

ことができます。「銀行口座がなかったら…」，「ＡＴＭが使えなかったら…」，生

活がどれほど不便になるか想像してみてください。口座を作ることが学習者の生

活を一歩便利にします。金融機関によって口座開設の条件や方法が異なりま

すが，学習者のニーズに合い，実生活のサポートとなるような教室活動を考え

てみてください。 

 

活動前に確認しておくこと 

－学習者の居住地近くや勤務先近くの銀行（または学習者が開設を希望する 

銀行）の口座開設の条件と手続き，開設に必要なもの 

－印鑑がなくてもサインで口座が開設できる銀行の情報 

 

準備する素材 

－学習者の居住地近くや勤務先近くの銀行（または学習者が開設を希望する

指導ノート 
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銀行）の口座開設申込用紙，その他必要な書類 

－通帳，キャッシュカード，印鑑書留で届いた郵便物の封筒等の実物 

－銀行口座開設に関する多言語情報（各自治体が発行しているもの，銀行が

ホームページ上で公開しているものなど） 

 

教室活動の展開の説明 

 
 
 
 

 
・ 「イラスト・写真シート」（P.107）を見ながら，日本の銀行窓口の営業時間や銀行

口座でできることについて話をしましょう。その際，母国と比較しながら話を進める

といいでしょう。 

・ ここで，口座を開設するときに必要な物も確認しておくとよいでしょう。そのとき，母

国と比較しながら進めると話題が広がります。日本の多くの銀行では印鑑が必

要になりますが，日本以外の国ではサインで開設することの方が一般的です。

印鑑の文化について話が広がるかもしれません。 

・ 口座開設時の主な手続きや持ち物については，多言語情報を利用して確認し

てもいいでしょう。 

・ 銀行によっては口座開設まで６か月以上日本に滞在していないと口座開設が

できない銀行もあります。事前に確認をしておくといいでしょう。 

・ 学習者が印鑑を持っていない場合，サインで口座開設ができる銀行を探すか，

印鑑を作って口座を開設することになります。学習者が前者を選択した場合，サ

インで口座開設ができるか銀行に問い合わせることを活動として加えてもいいでし

ょう。後者を選択した場合，印鑑を注文することを教室活動として加えることもでき

ます。 

 

＜問いかけ例＞ 

「ここはどこでしょうか。」 

「日本の銀行は何曜日から何曜日まで，何時から何時まであいていると思い 

ますか。あなたの国ではどうですか。」 

「銀行の口座があると，どんなことができますか。」 

「（通帳と印鑑の写真を見て）これは何でしょうか。いつ使うものでしょうか。あな 

たの国にもありますか。」 

●イラスト・写真シート 

・銀行口座を 作ろう（p.107） 

イメージをつかむ 
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「（あなたが口座をつくりたい）銀行で口座を作るとき，何を持っていきますか。」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

・ 「活動１－銀行で」（p.108）では，銀行の人に口座を作りたいという意思を伝えま

す。また，印鑑がない場合，サインでもいいかを確認します。 

・ 学習者が印鑑を持っていない場合，事前に電話で銀行にサインで口座開設が

できるかを確認する活動も考えられます。ただし，初級の学習者の場合は，電話

で聞くより窓口で相手の顔を見ながら聞くほうが理解しやすいでしょう。 

   

＜会話例＞  

銀行の人：はい，××銀行××支店でございます。 

Ａ さ ん ：すみません。サインで口座を作ることができますか。 

銀行の人：はい，大丈夫です。／申し訳ありません。 

 

・ 電話の場合は，すべてが聞き取れなくても「大丈夫」「申し訳ありません」などの肯

定か否定かを示すキーワードを聞き取れるようにしておくと，安心して電話ができる

でしょう。 

・ 日本の銀行の窓口では，順番待ちの紙をもらって待つなど，銀行の習慣につい

ても，母国と比較しながら話ができるといいでしょう。 

 

■活動シート 

・活動１－銀行で （p.108） 

体験・行動する 

多言語情報例 

例１）文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』 

・日本語，中国語，韓国・朝鮮語，英語，スペイン語，ポルトガル語 

・p.67 お金と銀行 

・http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyouiku/handbook/index.html 

例２）（財）自治体国際化協会「多言語生活情報」 

・英語，中国語，韓国・朝鮮語，スペイン語，ポルトガル語，タガログ語，ベ 

トナム御，ドイツ語，タイ語，フランス語，インドネシア語，ロシア語 

・その他の届出 印鑑 

・http://www.clair.or.jp/tagengorev/ja/d/05-1.pdf 
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・ 実際の申込用紙を利用して，必要事項を記入してみましょう。申込用紙は，銀行

によって異なります。できるだけ，学習者が開設を希望する銀行の申込用紙を準

備しておくといいでしょう。 

・ 銀行の窓口で記入するときに，書く内容や書き方を銀行の人に尋ねる表現も言

えるようにしておくといいでしょう。 

 

 ＜例＞ 

「ここに何を書きますか。」 

「どう書きますか。」 

 

・ キャッシュカード用の暗証番号について，どんな番号が安全か，どんな番号が安

全ではないかを，みんなで話してみるのもおもしろいでしょう。 

・ キャッシュカードは，申込みをした場で通帳と一緒にもらえる銀行もありますが，申

込み後１～２週間後に簡易書留で郵送する銀行も多いです。簡易書留には受

け取りのサインが必要です。書留の実物を見せて，サインが必要なことが分かるよ

うにしておくといいでしょう。 

 

 
 

 
 

 

  

・ 銀行口座を開設するときに必要なことばです。実物を手にして話すと理解しやす

いでしょう。 

 
 

 
・ 銀行によって口座開設の条件や手続きが異なります。たとえば，口座開設時に

印鑑が必要な銀行もあればサインでもいい銀行もあります。またインターネットで口

座開設の申込みができる銀行も増えています（英語の口座開設申込用紙を準

■活動シート 

・活動２－申込用紙を 書こう（p.109） 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－銀行口座に関することば・表現（p.110） 

体験・行動する 

ことば・表現を知る 

発展的な活動 
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備している銀行もあります）。学習者のニーズに沿ってより個別的，発展的な活動

も考えられます。 

 

 ＜例＞ 

・印鑑を注文する活動 

・インターネットで口座開設の申込みをする活動 

…インターネット上で申込用紙に記入し，申込用紙をプリントアウトして銀行 

に郵送する活動 

…インターネット上で申込用紙を郵送してもらい，申込用紙に記入をして銀 

行に郵送する活動 

・クレジットカード機能付きキャッシュカードを申込む活動 

・ネットバンキングを同時に申込む活動 
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（1001020）「発車する時刻や掛かる時間を尋ねる」 

（1002060）「目的地への行き方を尋ねる」 

 

 

・公共の交通機関（電車，バス，飛行機，船等）を利用して，目的地に行くことがで

きるようになる 

 

 

・目的地へ行く交通機関の発車時刻や所要時間を聞くことができる 

・時間や発車時刻を理解することができる 

・駅名，行き先などの駅の表示が理解できる 

・目的地への行き方を質問することができる 

・目的地への行き方の説明を理解することができる 

・目的地への行き方を説明することができる 

・駅名，行き先などの駅の表示が理解できる 

●イラスト・写真シート

・さあ 出発！ （p.117）

■活動シート

•活動１－駅員さんに聞いてみよう1（p.118）

•活動２－時刻表を読もう （p.119）

•活動３－駅員さんに聞いてみよう２（p.120）

•活動４－友だちに聞いてみよう（p.121）

•活動５－行ってみよう（p.122）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－駅のことば（p.123）

・発展的な活動

（10） 電
でん

車
しゃ

，バ
ば

ス
す

，飛
ひ

行
こう

機
き

，船
ふね

等
とう

を 利
り

用
よう

する 

指導 

ノート 
（p.124～131） 

イ メ ー ジ を

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 

発展的な 

活動 
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（Ａ） 

  

                                   

                                   

 
 
 
 
 
                               
                                                                        

 
 
          
 
 
 
（Ｂ） 

   

 

 

         

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

● さあ 出
しゅっ

発
ぱつ

！ 

 

イメージ（いめーじ）をつかむ                 （１０） 電
でん

車
しゃ

，バ
ば

ス
す

，飛
ひ

行
こう

機
き

， 船
ふね

等
とう

を利
り

用
よう

する 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

１ 

 
 

（２）発
はつ

話
わ

練
れん

習
しゅう

 

 
 

Ａさん   

 
                    

 

 

 

Ａさん ： すみません。○○行
い 

きは，何
なん

時
じ

に 出
で

ますか。 

駅
えき

員
いん

 ： ３
さん

時
じ

２
に

０
じっ

分
ぷん

に 出
で

ます。 

Ａさん ： 何
なん

番
ばん

線
せん

 ですか。 

駅
えき

員
いん

 ： あ，5
ご

番
ばん

線
せん

 ですよ。 

Ａさん ： そうですか。○○まで，どれぐらい かかりますか。 

駅
えき

員
いん

 ： ４
よんじゅう

５
ご

分
ふん

くらい です。 

駅
えき

員
いん

さんに あなたの 乗
の

りたい電
でん

車
しゃ

に

ついて 聞
き

いてください。 

Ａさんの 質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。 

■ 活
かつ

動
どう

１－駅
えき

員
いん

さんに 聞
き

いてみよう １ 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する            （１０） 電
でん

車
しゃ

，バ
ば

ス
す

，飛
ひ

行
こう

機
き

， 船
ふね

等
とう

を利
り

用
よう

する 
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（１）バ
ば

ス
す

の 時
じ

刻
こく

表
ひょう

を 見
み

て，質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。 

 

平日 土曜・日祝 

中田町駅 中田町駅 

6 35 49         33 48       

7 00 10 20 27 34 41 48 54   03 11 19 27 35 43 51 59 

8 00 06 12 18 24 30 36 42 48 54 07 15 23 31 39 47 55  

9 00 06 12 19 26 33 40 47 54  03 11 19 28 36 44 52  

10 01 08 15 24 33 42 53    00 08 16 24 32 42 52  

11 04 14 26 37 47 57     02 12 22 32 42 52   

12 07 17 27 37 47 57     02 12 22 32 42 52   

13 07 18 29 40 51      02 12 22 32 42 52   

14 02 13 24 35 46 57     02 12 22 32 42 52   

15 08 20 30 41 52      02 12 22 32 42 52   

16 03 13 23 31 39 47 54    02 12 22 32 42 52   

17 01 08 16 23 31 38 45 52 59  02 12 20 28 36 44 52 59 

18 06 13 20 27 34 42 50 58   07 15 23 31 39 47 55  

19 05 14 24 34 44 54     03 11 23 35 48 59   

20 04 14 24 34 44 54     13 26 39 53     

21 04 14 25 37 49      06 21 36 56     

22 02 12 25 38 54      16 36 56      

23 07 20                 

①  土
ど

曜
よう

日
び

の 始
し

発
はつ

は 何
なん

時
じ

ですか。 

②  平
へい

日
じつ

の 最
さい

終
しゅう

バ
ば

ス
す

は 何
なん

時
じ

ですか。 

③  土
ど

曜
よう

の 昼
ひる

の バ
ば

ス
す

は 何
なん

分
ぷん

おきに 来
き

ますか。 

④  平
へい

日
じつ

に バ
ば

ス
す

が 一
いち

番
ばん

 たくさん 来
く

るのは 何
なん

時
じ

台
だい

ですか。 

⑤  日
にち

曜
よう

日
び

，あなたは バ
ば

ス
す

停
てい

に １０
じ ゅ う

時
じ

１０
じ っ

分
ぷん

に 着
つ

きました。何
なん

時
じ

の バ
ば

ス
す

 

に 乗
の

れますか。 

 

（２）実
じっ

際
さい

の 時
じ

刻
こく

表
ひょう

を 見
み

ながら，友
とも

だち，または 日
に

本
ほん

人
じん

と 質
しつ

問
もん

しあいましょ

う。 

■ 活
かつ

動
どう

２－時
じ

刻
こく

表
ひょう

を 読
よ

もう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する           （１０） 電
でん

車
しゃ

，バ
ば

ス
す

，飛
ひ

行
こう

機
き

， 船
ふね

等
とう

を利
り

用
よう

する 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

１ 

 

（２）発
はつ

話
わ

練
れん

習
しゅう

 

(ここは 駅
えき

の プラットホーム
ぷ ら っ と ほ ー む

です。 駅員
えきいん

さんに 声
こえ

を かけて，聞いて
き   

ください。) 

 

Ａさん  

 

Ａさんの 発
はつ

話
わ

を 十
じゅう

分
ぶん

に 練
れん

習
しゅう

したあと，体
からだ

を 動
うご

かして 練
れん

習
しゅう

してみましょう。

駅
えき

員
いん

さん役
やく

を 一人
ひ と り

 決
き

めて，あとの人
ひと

は A さん（聞
き

く人
ひと

）役
やく

に なってください。

駅
えき

員
いん

さんを 呼
よ

びとめて，順
じゅん

番
ばん

に 聞
き

いてください。 
 

 

■ 活
かつ

動
どう

３－駅
えき

員
いん

さんに 聞
き

いてみよう ２ 

行
い

きたい駅
えき

までの
 

 行
い

き方
かた

を，駅
えき

員
いん

 

さんを 呼
よ

びとめて，聞
き

いてください。 

Ａさんの 質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。 

Ａさん： すみません。 ○○へ 行
い

きたいんですけど，どうやって 行
い

ったら 

いいですか。 

駅
えき

員
いん

 ： ○○ですか。この電
でん

車
しゃ

に 乗
の

って，新
しん

宿
じゅく

で， 丸
まる

の内
うち

線
せん

に 

乗
の 

りかえてください。３
みっ

つ目
め

の 駅
えき

です。  

体験（たいけん）・行動（こうどう）する           （１０） 電
でん

車
しゃ

，バ
ば

ス
す

，飛
ひ

行
こう

機
き

， 船
ふね

等
とう

を利
り

用
よう

する 
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（１）友だち
と も    

に 行
い

き方
かた

を 聞
き

いてください。 

○Ａさん                     ○Ｂさん 

                              

 

 

 

 

 

 

 

（２）あなたは どこに 行
い

ってみたい ですか。行
い

き方
かた

を 聞
き

いて メ
め

モ
も

してください。 

行
い

きたいところ [                       ] 

 

 

 

 

 

 

 

行
い

きたいところ [                          ] 

                   

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

４－友
とも

だちに 聞
き

いてみよう 

友
とも

だちの 家
いえ

や 仕
し

事
ごと

場
ば

について 

行
い

き方
かた

を 聞
き

いてください。 

駅
えき

から 駅
えき

まで どうやって 行
い

くか 

説
せつ

明
めい

してください。 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する           （１０） 電
でん

車
しゃ

，バ
ば

ス
す

，飛
ひ

行
こう

機
き

， 船
ふね

等
とう

を利
り

用
よう

する 
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（１）路
ろ

線
せん

図
ず

を 見
み

て 話
はな

しましょう。 

① 大
おお

きな駅
えき

や 乗
の

り換
か

えの 駅
えき

名
めい

を 漢
かん

字
じ

で 読
よ

んでみましょう。 

② 乗
の

り換
か

えて 行く 駅
えき

までの 行
い

き方
かた

を 考
かんが

えてみましょう。 

  ・ どんな 行
い

き方
かた

が ありますか。いくつでも 考
かんが

えてください。 

  ・ どうやって いけば 一
いち

番
ばん

早
はや

い ですか。 

  ・ 一
いち

番
ばん

 安
やす

い 行
い

き方
かた

は どれですか。 

 

（２）あなたの おすすめの 場
ば

所
しょ

を 紹
しょう

介
かい

してください。 

  最
も

寄
よ

りの 駅
えき

は どこ ですか。どうやって 行
い

きますか。 

おすすめの 場
ば

所
しょ

 最
も

寄
よ

り駅
えき

 行
い

き方
かた

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

５－行
い

ってみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する           （１０） 電
でん

車
しゃ

，バ
ば

ス
す

，飛
ひ

行
こう

機
き

， 船
ふね

等
とう

を利
り

用
よう

する 
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運転手 

（うんてんしゅ） 

 

 

改札口 

（かいさつぐち） 
プラットホーム 

（ぷらっとほーむ） 

～番線 

（ばんせん） 

切符 

（きっぷ） 

   

路線図 

（ろせんず） 

始発 

（しはつ） 

終点 

（しゅうてん） 

新幹線 

（しんかんせん） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－駅
えき

のことば 

券売機 

（けんばいき） 

※１ ※１ 

  

※１ 著作権フリー商用可！無料画像の写真素材♪ラブフリーフォト http://lovefreephoto.blog110.fc2.com/    

※２ 東京写真素材 http://hk1.jp/t/eki/ 

※３ TOKYU SECURITY http://www.tokyu-security.co.jp/kids/anobject/ 

 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）            （１０） 電
でん

車
しゃ

，バ
ば

ス
す

，飛
ひ

行
こう

機
き

， 船
ふね

等
とう

を利
り

用
よう

する 

※2 

※2 ※3 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（1001020）「発車する時刻や掛かる時間を尋ねる」 

（1002060）「目的地への行き方を尋ねる」 

 

・ 外国で交通機関を使って初めての場所に行くときは，目的地に着くまで不安なも

のです。しかし，途中で分からなくなったときに，自分から誰かに尋ね，さらにその

先に進んでいけるような力が付けば行動範囲も広がることでしょう。できるだけ学

習者の生活圏に沿った交通機関を取り上げ，最寄りの交通機関の時刻表や路

線図なども用意して，学習者と一緒に出かけるつもりでスタートしてみませんか。 

・ ここでは（1001020）「発車する時刻や掛かる時間を尋ねる」と（1002060）「目的

地への行き方を尋ねる」の二つの生活上の行為の事例について，それぞれ教室

活動の展開例を示しました。それぞれの生活上の行為の事例は，活動１と２，活

動３～５というまとまりに対応していますが，活動１から５まで連続性があり，最後

の活動５は全体の仕上げとなっています。 

 

（1001020）「発車する時刻や掛かる時間を尋ねる」 

教室活動の目標 

－公共の交通機関（電車，バス，飛行機，船等）を利用して，目的地に行 

くことができるようになる。 

教室活動のねらい  

－目的地へ行く交通機関の発車時刻や所要時間を聞くことができる。（活動１） 

－時間や発車時刻を理解することができる。（活動１） 

－駅名，行き先などの駅の表示が理解できる。（活動２） 

活動前に確認しておくこと 

－学習者の生活圏における交通機関の状況 

－時刻表や路線図の入手方法に関する情報 

 

 

指導ノート 
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準備する素材 

－学習者の生活圏における交通機関の案内図・路線図 

－時刻表（駅やバス案内所に置いてあるもの，インターネットでダウンロードできる

もの等） 

－乗り物の写真・絵が掲載されている本 

 

教室活動の展開の説明 

 
 
 
 
 
・ 「イラスト・写真シート」（p.117）の（Ａ）を見せて，写真がどんな場所か，またどこに

行くときに，このような場所に行ったかなど話してもらいます。学習者にどこかに行

ったときの思い出を話してもらい，それを教室活動の参加者の間で共有すること

から始めると，楽しくスタートできるかもしれません。また写真にあるような電光掲示

板に書いてあることや，電車のホームは「～番線」で示されることなども，ここで確

認しておきましょう。ここでは電車とバスを取り上げています。 

 

＜問いかけ例＞ 

「ここ（Ａ）はどこでしょう。この（電光掲示板の）下には何があるでしょうか。」 

「これには何が書いてありますか。」 

「あなたがよく使う乗り物は何ですか。どこからどこまで乗りますか。」 

「時間はどのくらいかかりますか。」 

「電車やバスに乗るとき，分からないことがありましたか。そのときどうしました 

か。」 

 

・ 日本語が分からないゼロ初級の学習者には，ここで覚えてほしい「駅」「改札口」

「時刻」など基本的な単語を提示しながら質問の簡単な答えを引き出し，ここで

何を勉強するか理解してもらいましょう。「（場所）から（場所）まで」「（～時間／～

分）かかる」などの表現は，日常的に出てくるので，ここで使えるようにしておくとよ

いでしょう。 

・ 少し話せる学習者であれば，日本と自国との違い（発着時刻の正確さ，ホーム

での電車の待ち方）などを話してもらうとおもしろいかもしれません。最後に，乗りた

●イラスト・写真シート 

・さあ 出発！（p.117） 
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い電車が分からなかったときどうしたか，自分ならどうするか，など話し合ってみま

しょう。外国に行かれた支援者の方々の体験談なども交えて進めると発話が活

発になるかもしれません。 

 

 

 

・ 「会話例」では，発車時刻，何番線か，目的地までどのくらい時間がかかるかを

聞く基本パターンが示してあります。「何時に出ますか」「何番線ですか」「どのくら

いかかりますか」の表現が聞きたいときにすぐ出てくると便利です。ここでは上記三

つの情報が盛り込んでありますが，ゼロ初級の学習者には，一つずつ別々に聞

くやり取りで練習してみましょう。 

 

・ 発話練習では学習者に「A さん」の役を演じてもらい，はじめは指導者または支援

者が駅員になって，繰り返しやり取りを行ってください。その際，会話例から少し離

れた表現も盛り込みながら受け答えを行うと，実際の場面で戸惑うことが少なくな

るかもしれません。慣れてきたら，学習者同士ペアで練習してみるとよいでしょう。 

 
 
 

 
・ 国によっては，時刻表の見方に馴染みのない学習者もいることでしょう。ここに示

した時刻表を見ながら読みとり方を理解してもらいます。 

・ 「始発」「最終」「終点」「～分おき」「～時台」は交通機関を利用するときによく使

われることばです。ここではその意味が理解できるようにしておきましょう。活動シート

にある質問のほかにも，この時刻表を見ながら，自由に質問をしてみてください。 

・ 電車の駅やバスの案内所で，小型の時刻表がもらえます。地域の列車やバス

の時刻表を人数分用意しておき，それを使って上記のような質問をしてみてくださ

い。実際の情報を扱うことで，生活に役立ち，学習意欲も増すのではないでしょう

か。 

■活動シート 

・活動２－時刻表を読もう（p.119） 

■活動シート 

・活動１－駅員さんに聞いてみよう１（p.118） 

体験・行動する 

体験・行動する 
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多言語情報例 

例１）文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』 

p.73「交通機関～乗りこなして行動範囲を広げよう～」 

 

（1002060）「目的地への行き方を尋ねる」 

教室活動の目標 

－公共の交通機関（電車，バス，飛行機，船等）を利用して，目的地に行くこと

ができるようになる。 

教室活動のねらい  

－目的地への行き方を質問することができる。（活動３，活動４） 

－目的地への行き方の説明を理解することができる。（活動３，活動４） 

－目的地への行き方を説明することができる。（活動４，活動５） 

－駅名，行き先などの駅の表示が理解できる。（活動５） 

活動前に確認しておくこと 

－学習者の生活圏における交通機関の状況 

－時刻表や路線図の入手方法に関する情報 

準備する素材 

－学習者の生活圏における交通機関の案内図・路線図 

－時刻表（駅やバス案内所に置いてあるもの，インターネットでダウンロードできる 

もの等） 

－身近な交通機関で用いる IC カード（Suica，ICOCA 等），回数券等 

 

 
 

 

・ 「イラスト・写真シート」（p.117）の（B）を見せて，男性が駅員さんに何を聞いている

のか推測してもらいましょう。｢路線図｣が示してあるので行き方を聞いているのです

が，正解を当てることよりも，自由に発話してもらうことを意識するとよいでしょう。ここ

で「路線図」「乗車券」「券売機」などのことばも提示しておくとよいでしょう。身近な

●イラスト・写真 

・さあ 出発！（p.117） 
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交通機関の路線図を用意し，路線図の見方についても確認しておいてください。

同時に，切符の買い方やカード乗車券（Suica,ICOCA 等）の使い方を確認したり，

説明したりしておくとよいでしょう。また，「～で電車（バス）を降りる」「～で電車(バ

ス)に乗る」「～で乗りかえる」などの言い方にここで慣れてもらいます。 

・最寄りの駅から指導者や支援者の自宅までの経路，あるいは学習者に有用な

場所までの経路を例にとって示すとよいでしょう。「～で～線に乗る」「～で～線に

乗って～で乗りかえる」などの言い方もよく使われるので，レベルに応じて練習してく

ださい。初心者も聞いて理解できるようにしておくとよいでしょう。 

 

＜問いかけ例＞ 

「男の人は何を話していますか。考えてみましょう。」 

 →答えの例 「～はどうやっていきますか。」 「きっぷを落としました。」 

         「～までどのくらいかかりますか。」など。 

「あなたの職場や友だちの家はどこにありますか。電車やバスで行きますか。ど

こ（駅の名前）で電車（バス）に乗りますか。」 

「どこで電車を降りますか。」 

「乗り換えがありますか。どこで，何に乗り換えますか。」 

「駅やバス停で，駅員さんや運転手さんに何か聞いたことがありますか。」 

 

 

 

 

・＜会話例＞では基本的に，「目的地への行き方を質問することができる」「目的

地への行き方の説明を理解することができる」ことを目的としています。生活圏内

の交通機関に置き換えて，練習してみるとよいでしょう。学習者の日本語レベルに

応じて，表現は適宜変えてください。 

 

・＜発話練習＞では，始めにＡさん役を学習者，駅員役を指導者が担当し，路線

図を示して，学習者に視覚的に経路を確認してもらいながらやり取りしてはどうでし

ょうか。駅員の発話は必ずしもこのパターンだけではなく，少しずつ変えて聞かせる

のもいいでしょう。初心者ではない学習者の場合は，駅員役にチャレンジしてもらっ

てもいいかもしれません。「～で電車を降りる」「～で電車に乗る」「～で乗りかえる」

の表現がスムーズに出てくるようになれば，話題が広がります。 

■活動シート 

・活動３－駅員さんに聞いてみよう２（p.120） 

体験・行動する 
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・ 路線図は，実際の路線図を拡大したもののほかに，学習者によっては，ローマ

字表記も添えた路線図を作成しておくと理解しやすいでしょう。 

・ インターネットからダウンロードしたり，乗り物が描かれている絵本からプラットホー

ムの写真を拡大コピーして貼ったり，駅のホームのざわめきを録音しておいて流し

たりなど場面をできるだけ再現すると，楽しくできるのではないでしょうか。 

 

 

   

・目的地の行き方が自由に尋ねられると，それだけ行動範囲が広がります。ここで

は身近な話題として，友だちの家や友だちの仕事場までの行き方，行ってみたい

ところが聞けるようになることを目的としています。指導者，または支援者とやり取り

をして正しく発話できているか確認しておくといいでしょう。そのあとで，複数の友だ

ちとやり取りをしたり，ペアワークを行うなどして練習してください。 

・初心者の場合は聞く側のＡさん役をしてもらい，相手の言うことが理解できるように

なればいいでしょう。やはりここでも路線図があると理解の助けになります。 

・余力のある学習者には，たとえば「友だちにおすすめの場所を聞いて，行き方を尋

ねてください。」のようなタスクを課し，短い会話にチャレンジしてもらうのも一案で

す。 

・学習者に実際に行ってみたいところを質問してもらいます。例えば「自国の料理の

材料が売っている店はどこか，どうやって行ったらいいか」など本当に知りたい情

報が求められるかもしれません。初心者の場合，メモは必ずしも日本語で書く必

要はありません。生活に有用な情報はどんどん聞いてもらい，吸収していってほし

いものです。 

 

  

 

・ ここでは，生活圏内の交通機関の主な駅の名前を覚え，自信をもって乗り降りす

ることができるようになることを目的としています。指導者はあらかじめ，もよりの交通

機関（学習者が利用しそうな電車やバスなど）の簡単な路線図を用意しておいて

ください。学習者が一緒に見られる大きいサイズのものが便利でしょう。 

■活動シート 

・活動４－友だちに聞いてみよう（p.121） 

■活動シート 

・活動５－行ってみよう（p.122） 

体験・行動する 

体験・行動する 
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・ 学習者から知っている駅名を挙げてもらい，それが路線図のどこにあるか探しても

らうことからはじめてはどうでしょうか。大きな駅や乗換駅を中心に名前を確認して

いき，そのほか必要な駅名も漢字を見てわかるようにしておきましょう。また，行き方

が何通りかある乗換駅を取り上げ，学習者に，どうやってそこまで行くか，またどう

やって行くのが一番早いかなど経路を説明してもらいましょう。私鉄やＪＲ，あるい

はバスでそれぞれ値段も違ってくるので，どれが一番安く行けるかも皆で意見交

換するとよいでしょう。日本語初心者は，ここで主要な駅名の漢字が分かるように

しておくと，安心して乗り降りすることができます。 

   

・ それぞれの学習者に，公園やスポーツセンター，安くておいしいレストランなどお

勧めの場所を紹介してもらうことで，目的地までの経路を説明する練習になるほ

か，学習者同士，生活上の有用な情報を共有することができるでしょう。日本語

初心者は，ここでは聞いて分かることを目標にするとよいでしょう。 

 

【参考情報】 

○鉄道 

   地下鉄，JR，私鉄など様々な鉄道があります。切符は自動券売機で買ったり，

窓口で買ったりします。行き先までの料金は路線図で調べます。小学生は半額，

６歳未満の幼児は大人一人につき二人まで無料になります。一日乗車券や定

期券など割安な切符もあります。定期券とプリペイドカードの機能をもったICカードを

利用することもできます。 

 

○バス 

バスには，料金が均一のバスと，乗車距離によって料金が変わるバスがありま

す。均一料金のバスは，一般的に乗るときに運転席横の料金箱にお金を入れま

す。乗車距離によって料金が変わるバスでは，乗るときに整理券をとり，降りるとき

に運賃表で整理券の番号の料金を確認して，料金箱に入れます。バスにも一日

乗車券や定期券，プリペイドカードがあります。 

自分が降りるバス停がアナウンスされたら，座席近くのボタンを押し

て降りることを知らせます。 
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・ 「①イメージをつかむ」で出てきた単語，あるいはよく使われそうな単語については，

「ことば・表現シート」で確認しましょう。また場合に応じて必要な単語を導入してく

ださい。 

・ ｢改札口｣や｢特急｣｢急行｣「自由席」など，駅や列車では特に漢字を見て意味

が分からないと困ることが多いものです。初級者でも漢字を見てすぐ意味が分か

るようにしておくとよいでしょう。 

・ 図書館で乗り物の写真絵本など借りてきて，それを見せながら語彙を増やしてい

くのも楽しいものです。 

 
 
 

 

・ 車内放送や構内放送を聞き取るのは外国人にとって，なかなか難しいものです。

決まり文句も多いので，ポイントだけでも聞き取れればかなり助かることでしょう。学

習者の身近な交通機関に実際に指導者が乗って車内放送を録音し，教室で

それを聞かせてポイントを聞き取る練習をしたり，書き起こして穴あき問題を作成し，

その部分を聞き取る練習をしたりなど，学習者の日本語レベルによっていろいろ工

夫してみてはいかがでしょうか。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－駅のことば（p.123） 

ことば・表現を知る 

発展的な活動 
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(1101070)「道路でタクシーを止める」 

(1102040)「行き先を告げる」 

(1103060)「運賃を聞き取り，支払う」 

 

 

・タクシーを利用して目的地に行く 

 

 

・日本のタクシーについて知る 

・手を挙げてタクシーを止めたり，タクシー乗り場で乗ったりできる 

・目的地を伝えてそこに行ってもらうよう依頼できる 

・タクシーメーターの運賃を読み取ることができる 

・支払いに必要な運転手とのやり取りができる 

 

●イラスト・写真シート

・こんな時に…（p.133）

■活動シート

•活動１－日本のタクシーは？（p.134）

•活動２－行き先や道順を説明しましょう
（p.135）

•活動３－運賃を払いましょう（p.136）

•活動４－私が「客」，あなたが「運転手」
（p.137）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－タクシーのことば（p.138）

（１１） タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

を 利
り

用
よ う

する 

指導 

ノート 
（p.139～143） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 
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● こんな 時
とき

に… 

イメージ（いめーじ）をつかむ                          （１１）タ
た

ク
く
シ
し
ー
ー

を利
り

用
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する 
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（１）「日
に

本
ほん

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

は あなたの 国
くに

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

と 同
おな

じですか。 違
ちが

いま 

すか。」 みんなで 話
はな

し合
あ

って みましょう。 

    
 
 
 
        
                                        

 
 

 
 

   
 
                        
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

１－日
に

本
ほん

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

は？ 

あなたの 国
くに

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

運
う ん

賃
ち ん

は，最
さい

初
しょ

は いくら ですか。 

その金
きん

額
がく

で，例
たと

えば どんな 

品
しな

物
もの

が 買
か

えますか。 

タクシーの 運
う ん

賃
ち ん

は  

どのように 決
き

まりますか。 

どうやって 知
し

りますか。 

 

日
に

本
ほん

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

とは ちが

う 乗
の

り物
もの

が ありますか。 

どんな 乗
の

り物
もの

ですか。 

 

運
うん

転
てん

手
しゅ

は 男
だん

性
せい

ですか，

女
じょ

性
せい

ですか。 

制
せい

服
ふく

を 着
き

ていますか。 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                      （１１）タ
た

ク
く
シ
し
ー
ー

を利
り

用
よう

する 

※ 

※みんなの教材サイト http://minnanokyozai.jp/kyozai/home/ja/render.do;jsessionid=1B04D13F1CF223E2F57CF8A47712FD42 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

１  

 

（行
い

き先
さき

を 告
つ

げる） 

 

Ａ さ ん： ○○駅
えき

まで お願
ねが

いします。 

運
うん

転
てん

手
しゅ

： はい，分
わ

かりました。 
 

 

（２）会
かい

話
わ

例
れい

２  
 

（目
もく

的
てき

地
ち

まで 道
みち

順
じゅん

を 案
あん

内
ない

する） 

 

Ａ さ ん ： 山
やま

田
だ

町
ちょう

２
に

丁
ちょう

目
め

まで お願
ねが

いします。○○小
しょう

学
がっ

校
こう

の となりの 

ア
あ

パ
ぱ

ー
ー

ト
と

です。 

運
うん

転
てん

手
しゅ

 ： はい，分
わ

かりました。 

       

 （ ２０
にじっ

分
ぷん

後
ご

 ） 

 

Ａ さ ん ： つぎの 角
かど

を 右
みぎ

に 曲
ま

がってください。 

運
うん

転
てん

手
しゅ

 :  はい，あそこ ですね。わかりました。 

 

         （タクシーが 曲
ま

がる） 

 

Ａ さ ん： そのまま，まっすぐ 行
い

ってください。左
ひだり

の 小
しょう

学
がっ

校
こう

の 

となり です。 

運
うん

転
てん

手
しゅ

： このへんで いい ですか。 

Ａ さ ん： はい，どうも。 ここで おります。 

■ 活
かつ

動
どう

２－行
い

き先
さき

や 道
みち

順
じゅん

を 説
せつ

明
めい

しましょう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                     （１１）タ
た

ク
く
シ
し
ー
ー

を利
り

用
よう

する 



 
136 

 

 
 

 

（１）会
かい

話
わ

例
れい

１  
 

（運
うん

賃
ちん

を 聞
き

き取
と

って 払
はら

う） 

 

運
うん

転
てん

手
しゅ

： ９
きゅうひゃく

７
なな

０
じゅう

円
えん

 です。 

  Ａ さ ん： はい。 

         （はい。１，０００
せ ん

円
えん

で お願
ねが

いします。） 

  運
うん

転
てん

手
しゅ

： はい，ありがとうございました。 

         （はい，３
さん

０
じゅう

円
えん

の おつりです。ありがとうございました。） 

  Ａ さ ん： どうも（お世
せ

話
わ

さま でした）。 
 

 

（２）会
かい

話
わ

例
れい

２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
ど う

３－運
う ん

賃
ち ん

を 払
は ら

いましょう 

  （運
う ん

賃
ち ん

メ
め

ー
ー

タ
た

ー
ー

を 見
み

て 支
し

払
はら

う） 

 

Ａ さ ん： １，５００
せ ん ご ひ ゃ く

円
えん

ですね？  

じゃあ，２，０００
に せ ん

円
えん

で お願
ねが

いします。  

運
うん

転
てん

手
しゅ

： はい，そうすると，５００
ご ひ ゃ く

円
えん

の お返
かえ

しに なります。 

あり
 

がとうございます。 

お忘
わす

れ物
もの

の ないように どうぞ。 

Ａ さ ん： はい。お世
せ

話
わ

さまでした。 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                     （１１）タ
た

ク
く
シ
し
ー
ー

に利
り

用
よう

する 
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（１）道
どう

路
ろ

で タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

を 止
と

めて，タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

に 乗
の

ってください。 

① 道
どう

路
ろ

で 手
て

を 挙
あ

げると，タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

が 止
と

まりました。 

 

       [A さん]                  [運
うん

転
てん

手
しゅ

] 

   乗
の

るときに声
こえ

をかけてください。         返
へん

事
じ

をしてください。 

 

② タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

に 乗
の

ってください。 

    

         [A さん]                   [運
うん

転
てん

手
しゅ

] 

    行
い

き先
さき

を言
い

ってください。          返
へん

事
じ

をしてください。  

 

③ 目
もく

的
てき

地
ち

に 着
つ

きました。運
うん

賃
ちん

を 払
はら

ってください。 

 

         [A さん]                  [運
うん

転
てん

手
しゅ

] 

      運
うん

賃
ちん

を払
はら

ってください。         運
うん

賃
ちん

を言
い

ってください。  

 

 

④ お礼
れい

を 言
い

って，タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

を 降
お

りてください。 

  

■ 活
かつ

動
どう

４－私
わたし

が「客
きゃく

」，あなたが「運
うん

転
てん

手
しゅ

」 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                     （１１）タ
た

ク
く
シ
し
ー
ー

を利
り

用
よう

する 
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・運賃（うんちん）                ・料金（りょうきん） 

・おつり                     ・釣り銭（つりせん） 

・行き先（いきさき）               ・目的地（もくてきち） 

・一方通行（いっぽうつうこう）          ・進入禁止（しんにゅうきんし）  

・右折（うせつ）                 ・左折（させつ） 

・右/左に 曲がる（みぎ/ひだりに まがる）  

・角を 曲がる（かどを まがる）        ・まっすぐ いく 

 

 

 

 

 

 
※みんなの教材サイト https://minnanokyozai.jp/kyozai/illustration/list/ja/render.do 

 

 

タクシー乗り場 

（たくしーのりば） 

 
  

運転手 
（うんてんしゅ） 

空車 
（くうしゃ） 

運賃メーター 
（うんちんめーたー） 

助手席 
（じょしゅせき） 

 

ハンドル 

（はんどる） 

 
  

 

シートベルト 
（しーとべると） 

角 
（かど） 

  交差点 

（こうさてん） 

信号機 

（しんごうき） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

の ことば 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                     （１１）タ
た

ク
く
シ
し
ー
ー

を利
り

用
よう

する 

※ 

※ ※ 
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取り上げる生活上の行為の事例 

(1101070) 「道路でタクシーを止める」 

(1102040) 「行き先を告げる」 

(1103060) 「運賃を聞き取り，支払う」 

 

 

－タクシーを利用して目的地に行く。 

 

 

－日本のタクシーについて知る。（活動１） 

－手を挙げてタクシーを止めたり，タクシー乗り場で乗ったりできる。（活動２～４） 

－目的地を伝えてそこに行ってもらうよう依頼できる。（活動２～４） 

－タクシーメーターの運賃を読み取ることができる。（活動２～４） 

－支払いに必要な運転手とのやりとりができる。（活動２～４） 

 

・ 学習者が日本でタクシーを利用するのは少々勇気がいることかもしれません。目

的地まで電車やバスでは行きにくいとき，荷物が多いとき，急ぐとき，または緊急

のときに備えてタクシーを利用できる自信があれば心強いでしょう。 

・ ここでは，タクシーに代わる自国の乗り物をお互いに紹介し合うことで，タクシーの

イメージを学習者に引き寄せ，同時にお互いの文化の違いを尊重し認め合う活

動から入ることを提案しています。自国と比較しながら始めると，学習に入りやすく

なると考えるからです。 

 

教室活動の展開の説明 

 

 

 

 

 

・ イラスト・写真シート「こんな時に･･･」（p.133）を見せて，日本のタクシーに乗ったこ

指導ノート 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 

●イラスト・写真シート 

・こんな時に…（p.133） 

イメージをつかむ 
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とがあるか，どんなときにタクシーに乗りたいか，など質問（質問例参照）をしなが

ら，学習者が話し合うことから始めてみましょう。  

日本の車は左側通行であること，運転席は右ハンドル，ドアは自動で開閉，

乗るときは後ろの席に乗り，人数が多くなるときは助手席にも乗るなど，日本のタ

クシー事情も同時に伝えるといいでしょう。都会では道路を「空車」で走っているタ

クシーが手を挙げて呼べば利用できること，駅前などに「タクシー乗り場」があるこ

と，電話をかけてタクシーを呼ぶことなど，タクシーの利用法も説明が必要でしょ

う。 

そのほか，シートベルトをすること，運賃メーターのこと（初乗り運賃は決まってい

て，あとは一定の距離や経過時間ごとにプラスされることなど），深夜料金がある

こと，タクシーを呼んだときはその分の料金がかかること，一方，通常サイズのトラン

クやベビーカー程度の荷物なら別料金はかからないことなども話しておくとよいで

しょう。 

 

＜質問例＞ 

「日本で，タクシーに乗ったことがありますか。」   

「どんなときにタクシーに乗りたいですか。」  

「日本でタクシーに乗りたいとき，どうしますか。」 

（タクシー乗り場で乗る / 道路で車をひろう→手をあげる） 

「あなたの国ではタクシーに乗るときどうしますか。」 

「あなたの国のタクシー運賃はどのように決まっていますか。」 

「タクシーに乗るとき，何か困ったことがありましたか。」 

 

 

 

 

 

 

・ 国によって，タクシーに相当するいろいろな乗り物があるようです。ここでは日本の

タクシーの利用のしかたに入る前に，自国の（タクシーがわりの）乗り物について

紹介し合いましょう。イラストの質問例も参考にして話し合うことが，自国と日本の

違いをお互いの国の事情を理解する手がかりとなるでしょう。 

・ 日本に来て間もない学習者には，絵を描いてもらったり，その絵を使ってこちらか

ら「大きいですか，小さいですか」「男の人ですか，女の人ですか」など簡単な質

問をしたり，「運転手」「ハンドル」などの語彙を提示するなどして参加できるように

するとよいでしょう。 

■活動シート 

・活動１－日本のタクシーは？（p.134） 

体験・行動する 
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・会話例１「行き先を告げる」（p.135）では，行き先をはっきり言えるようになることが大

切です。ここでは学習者の行きたい場所を入れて，「～までお願いします」の言い

方を十分に練習してください。 

・行き先がどうしても通じないときは，あらかじめ紙に書いておいてそれを見せるという

ことも確実な手段です。公の場所ではないところは，住所を書いておくと安心で

す。 

 

・会話例２「目的地まで案内する」（p.135）では，自宅まで帰る場合など，近くの目

印になる場所（公共の建物や神社など）も一緒に告げたり，目的地に近くなった

ときには，「右に曲がってください」「まっすぐ行ってください」などの表現を使って説

明できるようになることを練習します。 

・ 応用練習として，道を示した大き目の地図を用意しておき，指導者が目的地に

向かって車を地図上で動かし，学習者がその車に乗っていると仮定して，道案内

をするのもよい練習になります。（但し，会話例２まで行うかどうかは，学習者の日

本語レベルに応じて判断してください。） 

 

 

 

 

 

 

・会話例１「運賃を聞き取って払う」（p.136）では，運転手が「○○円です」「○○円

になります」と言うのを聞き取って支払うことを扱います。おつりのあるときのやり取りも，

一つのつながりとして扱うといいでしょう。また，客のことば「ありがとう」「お世話さま」

「どうも」など簡単なお礼の表現まで扱うのが適切でしょう。 

 

・会話例２「運賃メーターを見て支払う」（p.136）では，運賃メーターを取り上げてい

ます。実際には，運賃メーターに運賃が表示されるのが普通ですから，運転手

のことばの聞き取りに頼らなくても大丈夫です。会話例２は，運転手のことばを待

たずに，客が自分で運賃を読み取って支払いを始める場合の例です。おつりの

やり取りや最後のお礼などは，会話例１と共通する内容です。 

■活動シート 

・活動２－行き先や道順を説明しましょう （p.135） 

■活動シート 

・活動３－運賃を払いましょう（p.136） 

体験・行動する 

体験・行動する 
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・ 活動３まででは，学習者は「客」の立場での表現を試しました。それを踏まえて，こ

こでは，学習者が運転手の立場や表現も経験できるようなロールプレイを取り入

れてみましょう。 

・ p.137 には，道路でタクシーを止めて乗る一連のロールプレイが示してあります。こ

こでは実際に動いてやってみてください。 

・ いすを縦に二つ並べてタクシーの運転手と乗客の座席にしてはどうでしょう。運

転手役は帽子をかぶって紙皿をハンドルに見立てて運転の動作を行うなどして，

できるだけ雰囲気作りをすると楽しくできるでしょう。乗るときの声がけは「お願いしま

す」が一番使いやすいでしょう。このロールプレイでは行き先を告げるだけになって

いますが，学習者の日本語レベルに応じて会話例２のような場面も入れるとよい

でしょう。運賃を払うのもおもちゃのお金を使用するなどして実際にやり取りをしてみ

てください。実際のタクシーに臆することなく乗れることを目標として意識していたい

ものです。 

 

 

 

 

   

 

・ 「タクシーに乗る」という生活上の行為で用いられることばや表現は，他に比べて

それほど多くもなく複雑でもないと言えるでしょう。導入で見た「こんな時に･･･」のイ

ラスト・写真（p.133）や，「活動１－日本のタクシーは？」から「活動４－私が「客」，

あなたが「運転手」」までで扱うことばや表現で，基本的な範囲はカバーできると

思われます。 

・ p.138 にイラスト・写真を添えて挙げた単語や表現を活動の中で具体的に使う練

習やロールプレイを心掛けましょう。 

・ そうした中で留意したいのは，タクシーを利用する際に頻繁に使いそうなことばで

す。たとえば「○○までお願いします」「まっすぐに行ってください」「○○（右／左）

に曲がってください」「そこで止まってください」などの言い回しや，「信号」「交差点」

「シートベルト」「空車」などの単語を取り立てて扱うことが必要になります。 

 

■活動シート  

・活動４－私が「客」，あなたが「運転手」 （p.137） 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－タクシーのことば（p.138） 

体験・行動する 

ことば・表現を知る 
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（1204040）「目的地までの道を尋ねる」  

 

 

・分からない場所を人に聞いて目的地に行く 

 

 

・人を呼び止めることができる 

・目的地までの道を尋ねることができる 

・説明内容を聞いて理解することができる 

 

 

●イラスト・写真シート

・駅へ 行きたいんですが（p.144）

■活動シート

・活動１－ちょっと すみません（p.145）

・活動２－どう行けば いいですか（p.146）

・活動３－聞いてみよう 行ってみよう（p.147）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－街で見かけるもの

移動のことば（p.148）

・発展的な活動

（１２） 徒歩
と ほ

で 移動
い ど う

する 

指導 

ノート 
（p.150～153） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 

発展的な 

活動 
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● 駅
え き

へ 行
い

きたいんですが 

イメージ（いめーじ）をつかむ                          （１２）徒
と

歩
ほ

で移
い

動
どう

する 



145 
 

 
 
 

（１）会話例
か い わ れ い

１ 

 

 A さ ん ： あ，すみません。 郵便局
ゆ う び ん き ょ く

は どう行
い

けば いいですか。 

 通行人
つ う こ う に ん

 ： ああ， 郵便局
ゆ う び ん き ょ く

は つぎの角
かど

を 右
み ぎ

に まがって，まっすぐ 

１００メートルくらい行
い

くと 左
ひだり

に ありますよ。 

 

 A さ ん ： そうですか。ありがとうございました。 

  

 
 

（２）会話例
か い わ れ い

２ 

 

 A さ ん ： ちょっと すみません。○○病院
びょういん

に 行
い

きたいんですが， 

どう行
い

けば いいですか。 

 通行人
つ う こ う に ん

 ： あ，○○病院
びょういん

ですか。 あの ふたつめの信号
し ん ご う

を 左
ひだり

に  

まがって， つぎの角
かど

を 右
み ぎ

に まがると すぐに ありますよ。 

 A さ ん ： ふたつめの信号
し ん ご う

ですね。 

 通行人
つ う こ う に ん

 ： そうです。 あの信号
し ん ご う

の つぎの信号
し ん ご う

です。 

 A さ ん ： 分
わ

かりました。 ありがとうございました。 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

１－ちょっと すみません 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                       （１２）徒
と

歩
ほ

で移
い

動
どう

する 
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（１）発話
は つ わ

練習
れんしゅう

 

A さん                      通行人
つ う こ う に ん

 

 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

２－どう行
い

けば いいですか 

目
も く

的
て き

地
ち

が どこに あるのか 分
わ

かり

ません。 

歩
あ る

いている人に，聞
き

いてください。 

（目
も く

的
て き

地
ち

は「○○小
しょう

学
が っ

校
こ う

」，「薬
くすり

屋
や

」

など自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えてください。） 

目
も く

的
て き

地
ち

まで どうやって 行
い

くか， 

A さんに 教
お し

えてあげてください。 

（目
も く

的
て き

地
ち

の位置
い ち

は，小文字
こ も じ

ア
あ

ル
る

フ
ふ

ァ
ぁ

ベ
べ

ッ
っ

ト
と

のどれかを 心
こころ

の中
なか

で 

決
き

めてください。  

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                       （１２）徒
と

歩
ほ

で移
い

動
どう

する 

〒 スーパー

びょういん

こうえん

こうばん

ぎんこう はなや
ほんや

a

b

c

d

f

e

h

g

参考：https://minnanokyozai.jp/kyozai/illustration/list/ja/render.do 
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（１） あなたは，つぎの 目
も く

的
て き

地
ち

の 場
ば

所
し ょ

が 分
わ

かりません。 

行
い

き方
かた

を 聞
き

いてください。 

 

①  
 

 

②  
 
 

  ③  

 
 

④  

 

 

⑤  

 

   

 

（２） 実際
じ っ さ い

に 目
も く

的
て き

地
ち

まで 行
い

ってみましょう。 

 

 
 

（３） 町
ま ち

を 歩
あ る

いている 人
ひ と

に，行
い

きたい 場
ば

所
し ょ

の 道
みち

順
じゅん

を 聞
き

いてみましょう。 

 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

３－聞
き

いてみよう  行
い

ってみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                       （１２）徒
と

歩
ほ

で移
い

動
どう

する 
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・図書館（としょかん） 

・銀行（ぎんこう） 

・警察署（けいさつしょ） 

・市役所／区役所 （しやくしょ／くやくしょ） 

・神社 （じんじゃ） 

・寺（てら） 

・角（かど）を 曲がる（まがる） 

・右／左（みぎ／ひだり）に 曲がる（まがる） 
・横断歩道／橋／交差点 （おうだんほどう／はし／こうさてん）を わたる 

 
※みんなの教材サイト https://minnanokyozai.jp/kyozai/illustration/list/ja/render.do 

 
 

   

道路 

（どうろ） 

 

横断歩道 

（おうだんほどう） 
信号機 

（しんごうき） 

歩道橋 

（ほどうきょう） 

橋 

（はし） 

 

交差点 

（こうさてん） 
角 

（かど） 

交番 

（こうばん） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げ ん

－街で見かけるもの 移動のことば 

 
 

   

 

郵便局 

（ゆうびんきょく） 

  

学校 

（がっこう） 
病院 

（びょういん） 

公園 

（こうえん） 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                       （１２）徒
と

歩
ほ

で移
い

動
どう

する 

※ 

※ ※ 

※ 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（1204040）「目的地までの道を尋ねる」 

 

教室活動の目標 

－分からない場所を人に聞いて目的地に行く。 

 

教室活動のねらい 

－人を呼び止めることができる。（活動１, 活動２, 活動３） 

－目的地までの道を尋ねることができる。（活動１, 活動２, 活動３ ） 

－説明内容を聞いて理解することができる。（活動１，活動２，活動３） 

 

・ 海外の知らない土地で，目的の場所が分からないのは，とても心細いものです。

不自由な日本語で道を聞くのは，少し勇気がいることかもしれません。しかし，失

敗は成功のもと，思い切ってやってみれば，案外うまくいくものです。分からなけれ

ば何度でもやってみればよいのです。そのこと自体で学習者の日本語は伸びてい

くもの。道を聞いて，生きた日本語学習を！そのように学習者の背中を押してみて

はいかがでしょうか。 

 

活動前に確認しておくこと 

－日本語教室のある地域あるいは学習者の生活圏内にある店や施設などの位 

  置を調べておく。 

 

準備する素材 

－会話練習で使用するための大きく簡単に書いた町の地図（仮想でよい） 

－授業の展開に応じて，学習場所周辺の簡単な地図の拡大コピーなど 

－学習場所のある地域の店や駅・停留所，施設などの写真 

 

指導ノート 
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教室活動の展開の説明 

 
 
 
 

 
・ 「イラスト・写真シート」（p.144）を見ながら，学習者から出てくることばに耳を傾けて

ください。「車，信号，ここは○○？」など，学習者から出てきたことばを拾いながら，

信号，横断歩道，交番などの語彙を確認するとともに，この道路を見ている場所

はどこだと思うか（※写真は歩道橋から撮りました），日本では車はどちら側通行

か，皆さんの国ではどうか，などと質問を広げていきます。学習者の日本語レベル

に応じて，「はい」，「いいえ」で答えられる形にするなど適宜変えてみてください。 

 

＜問いかけ例＞ 

「日本で道に迷ったことがありますか。」 

「もしあれば，そのとき，どうしましたか。」 

「知らない人に話しかけるとき，何と言いますか。」 

 

・ さらに指導者が，写真上で歩いていく動きを手で示し，「角を曲がる」，「横断歩

道を渡る」「まっすぐ行く」などの表現を，学習者からも引き出しながら，導入，ある

いは確認しておきましょう。 

・ 道案内の表現を聞いて理解できるようにするため，以下のように実際に学習者に

動いて体で覚えてもらう方法もあります。 

 

 ＜例＞ 

・ 広いスペースに，新聞紙を敷いて，角や交差点を含んだ道を作ります。 

・ 指導者または支援者が「次の角を左に曲がってください。」「まっすぐ行って二つ

目の角を右に曲がってください。」など指示を出し，学習者は新聞紙上をその通

りに動いて，体感します。 

 

 

 

 

 

 

●イラスト・写真シート 

駅へ行きたいんですが （p.144） 

イメージをつかむ 
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・ 会話例１（p.145）は，道を尋ねるときの基本的なやり取りを示しています。ここで，

切り出し方，尋ね方，お礼のことばが発話できるようにしておきましょう。尋ねる言い

方は，いろいろありますが，学習者が一番覚えやすく発話しやすい形でまず練習

してください。ここでは相手の説明を聞いて理解できることを目指します。大きく簡単

に書いた街の地図（病院，学校，郵便局など目印になるポイントもいくつか入れて）

を用意し，始めはそれを示して，学習者に目で確認してもらいながら，説明をいろ

いろと変えて，やり取りをするとよいでしょう。 

 

・ 会話例２（p.145）は，聞き返して確認する場面が入っています。分からなかったり，

よく聞こえなかったりした場合は，臆することなく聞き返せるようにしたいものです。学

習者が聞き取りに慣れてきたら，意図的に聞き取りにくい言葉を入れたり，スピード

を速くするなどして，聞き返しの練習ができるように工夫してみてください。 

 

 
 
 
 
 
・ Ａさん役の学習者に，自分で考えた目的地（学校，図書館，映画館など）を会

話に入れて，経路を尋ねてもらいます。相手役の指導者または地域の支援者が，

その目的地の位置を，頭の中でアルファベットのどれかに設定して，そこまでの経

路を説明します。学習者は目的地を目指して道をたどります。 

・ 指導者のほか協力者が複数いる場合は，学習者と１対１で，また指導者一人

の場合は，学習者の一人にＡさん役をしてもらい，学習者それぞれが指導者の説

明にそって，目的地にたどり着く，などやり方を工夫してみてください。道順説明が

ある程度できる学習者がいれば，学習者同士でやり取りしてもよいでしょう。その際

は指導者または協力者のフォローが必要かもしれません。但し，ここではあくまで，

聞いて分かることを目指します。 

 
 
 

■活動シート 

・活動１－ちょっとすみません （p.145） 

■活動シート 

・活動２－どう行けば いいですか （p.146） 

体験・行動する 

体験・行動する 
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・ あらかじめ，学習場所周辺の特定の店や施設など（学習者が知らない場所が

望ましい）を調べておき，シートの    にその場所名を入れておきます。学習者には，

その場所を目的地として尋ねてもらいましょう。指導者または地域の協力者が道順を

説明し，学習者はそれをメモしておきます。メモは自国語で構いません。 

（    ）には学習者が実際に行きたいところを入れてもらい，同様に尋ねても

らいます。学習者が行きたいところについて指導者，協力者が仮に知らなかった

としても，知っている学習者がいれば，指導者や協力者が学習者同士のやり取り

をフォローする形で関われば，学習者同士の情報交換の場になることでしょう。 

・ その後，実際に町に出て，ここで得た情報を頼りに目的地まで歩いてみます。 

・ 道順の説明は，人によって経路も表現もさまざまです。時間の余裕のありそうな日

本人に，思い切って声をかけて尋ねてみるのも，実地の練習になります。 

 
 

 
 

 

  

・ ここでは，家から一歩外に出て街を歩くと目につく交通関連の語彙や生活に欠

かせない施設の語彙，移動の表現を取り上げています。道順を説明するときには，

目印となる施設や建物の語彙が欠かせません。また道を尋ねる側もこれらの語

彙を知らなくては理解できません。ここにあるものはほんのわずかにすぎないので，

街中で目につくものはどんどん覚えて自分のものにしていってほしいところです。 

・ 道順説明でよく出てくる「ひとつめ，ふたつめ」「１本目，２本目」などの言い方も紹

介しておくとよいでしょう。 

・ 学習者と街に出て，移動の表現（「角を曲がる」「交差点をわたる」など）を発話し

ながら，ことば集めをするのも楽しいものです。 

 

 

 
・ ここでは基本的に，道順は聞いて分かるようになることを目標としていますが，余

裕があれば，その上の段階として，道順を説明することにもチャレンジしてみましょ

■活動シート 

・活動３－聞いてみよう 行ってみよう （p.147） 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－街で見かけるもの  移動のことば （p.148） 

体験・行動する 

ことば・表現を知る 

発展的な活動 
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う。 

  

例１） 学習場所周辺の学習者がよく知っていそうな店や施設の写真を提示し 

て，そこまでの経路を説明してもらう。 

   例２） 自宅の最寄り駅から自宅までの経路を説明してもらう。 
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(3102010)「自己紹介の仕方を理解する」 

(3102020)「相手や状況に応じた自己紹介の仕方を理解する」 

(3102050)「仕事上の公的な自己紹介をする」 

(3102070)「私的な場面で自己紹介をする」 

(3101130)「人間関係のきっかけを作る挨拶をする」 

 

 

・自己紹介をすることができる 

 

 

・自分の基本的な情報を伝え，初対面の人と人間関係を築く基礎を作る 

・挨拶の種類を選択できる 

・場面に応じた表現を選択することができる 

・相手の立場に合わせた表現ができる 

・敬語・丁寧体を適切に利用できる 

●イラスト・写真シート

・はじめまして （p.155）

■活動シート

•活動１－わたしは…（p.156）

•活動２－どうぞよろしく （p.157）

•活動３－いろいろな自己紹介（p.157）

•活動４－いろいろな場面での自己紹介
（p.158～159）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－家族をあらわすことば

（p.160）

（３１） 人
ひ と

と付
つ

き合
あ

う 

指導 

ノート 
（p.161～166） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 
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● はじめまして 

イメージ（いめーじ）をつかむ                              （３１）人
ひと

と付
つ

き合
あ

う 
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  ■ 活
かつ

動
どう

１－わたしは… 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                       （３１）人
ひと

と付
つ

き合
あ

う 

名札
な ふ だ

を 作
つ く

ろう 
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【1】名前（なまえ）： 

  Name/姓名/이름 :   

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

なまえの意味（いみ） 

翻訳（ほんやく）：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

【2】出身（しゅっしん）： 

  Home country/town / 出身地/ 출신지： 

     ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_____＿＿＿＿____  

 

【3】家族（かぞく）：  

Family/ 家族/ 가족： 

 

ひとり ふたり さんにん よにん ごにん ろくにん ななにん 

１人， ２人， ３人，  ４人， ５人， ６人，  ７人 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

【4】すんでいるところ： 

     Place of residence/居住地/거주지: 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

【5】趣味（しゅみ）： 

  Hobbies/ 爱好 / 취미：   

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

【6】仕事（しごと）： 

   Occupation / 工作/ 직업： 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿     

 

どうぞ よろしく！  

■ 活
かつ

動
どう

２－どうぞ よろしく 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                       （３１）人
ひと

と付
つ

き合
あ

う 
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１． いろいろな 自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

の 例
れい

を みてみましょう。 

どんな ところが ちがいますか。 

２．自
じ

分
ぶん

が 実
じっ

際
さい

に 使
つか

いそうな 場
ば

面
めん

は どれですか。 

自
じ

分
ぶん

の 自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

を 考
かんが

えて やってみましょう。  

 

（１）会
かい

話
わ

例
れい

１ 

（日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

で） 

 

ワ ン：はじめまして。ワ
わ

ン
ん

です。出
しゅっ

身
しん

は 中
ちゅう

国
ごく

です。 

どうぞ
 

 よろしくおねがいします。 

 

マリア：はじめまして。マ
ま

リ
り

ア
あ

です。 

フ
ふ

ィ
ぃ

リ
り

ピ
ぴ

ン
ん

の セ
せ

ブ
ぶ

から 来
き

ました。今
いま

，山
やま

下
した

に 住
す

んで 

います。 

家
か

族
ぞく

は ４
よ

人
にん

です。夫
おっと

と 子
こ

供
ども

が ２人
ふ た り

 います。 

趣
しゅ

味
み

は ハ
は

ン
ん

ド
ど

ク
く

ラ
ら

フ
ふ

ト
と

です。 

主
しゅ

婦
ふ

です。（仕
し

事
ごと

は，今
いま

，していません。） 

どうぞ
 

 よろしくおねがいします。 
 

（２）会
かい

話
わ

例
れい

２  

（仕
し

事
ご と

で） 

 

ワン：はじめまして。私，○○株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

の ワンと申
もう

します。       

（名
めい

刺
し

を 渡
わた

しながら）どうぞ よろしくおねがいします。 

■ 活
かつ

動
どう

３－いろいろな 自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                       （３１）人
ひと

と付
つ

き合
あ

う 
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（３）会
かい

話
わ

例
れい

３  

（子
こ

どもの 幼
よう

稚
ち

園
えん

で（ほかの保
ほ

護
ご

者
しゃ

に）） 

 

ヘ
へ

レ
れ

ン
ん

：はじめまして。ひまわり組
くみ

の 高
たか

橋
はし

ジ
じ

ャ
ゃ

ス
す

テ
て

ィ
ぃ

ン
ん

の 母
はは

 

です。 

高
たか

橋
はし

ヘ
へ

レ
れ

ン
ん

と 申
も う

します。 

どうぞ よろしくおねがいします。 
 

 

（４）会
かい

話
わ

例
れい

４  
 

（同
おな

じ マ
ま

ン
ん

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

の 住
じゅう

人
にん

に エ
え

レ
れ

ベ
べ

ー
ー

タ
た

ー
ー

などで 会
あ

って， 

初
しょ

対
たい

面
めん

の 挨
あい

拶
さつ

をする 場
ば

面
めん

で） 

 

チ
ち

ョ
ょ

ウ
う

：こんにちは。７０２号
ごう

室
しつ

の チ
ち

ョ
ょ

ウ
う

と申
もう

します。 

どうぞ
 

 よろしくおねがいします。 
 

 

（５）会
かい

話
わ

例
れい

５   

（引
ひ

っ越
こ

しをして，隣
となり

の 家
いえ

の 人
ひと

に 挨
あい

拶
さつ

を する 場
ば

面
めん

） 

 

Ａさん： ごめんください。隣
となり

に 引
ひ

っ越
こ

してきた 木
き

村
むら

です。 

     どうぞ
 

 よろしくおねがいします。 

Ｂさん： 鈴
すず

木
き

です。こちらこそ，どうぞよろしく。 

 

（ＡさんからＢさんに菓
か

子
し

折
お り

を渡
わた

す） 
 

Ｂさん： まあ，どうもすみません。 
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（１）わたしの 家
か

族
ぞく

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）山
やま

田
だ

さんの ご家
か

族
ぞく

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
こ

供
ども

 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－家族を あらわす ことば 

  

子
こ

供
ども

さん 

  

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                      （３１）人
ひと

と付
つ

き合
あ

う 

父
ちち

 

 

母
はは

 

 

兄
あに

 

 

姉
あね

 

 

わたし
 

 

 

弟
おとうと

 

 

妹
いもうと

 

 

夫
おっと

 

 

妻
つま

 

 

おじいさん
 

 

 
お
 

ばあさん 

 

お父
とう

さん 

 

お母
かあ

さん 

 

お兄
にい

さん 

 

お姉
ねえ

さん 

 

山
やま

田
だ

さん 

 
弟

おとうと

さん 

 

妹
いもうと

さん 

 

ご主
しゅ

人
じん

 

 

奥
おく

さん 

 

祖
そ

父
ふ

 

 

祖
そ

母
ぼ
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取り上げる生活上の行為の事例 

（3102010）「自己紹介の仕方を理解する」 

（3102020）「相手や状況に応じた自己紹介の仕方を理解する」 

（3102050）「仕事上の公的な自己紹介をする」 

（3102070）「私的な場面で自己紹介をする」 

（3101130）「人間関係のきっかけを作る挨拶をする」 

教室活動の目標 

－自己紹介をすることができる。 

教室活動のねらい 

－自分の基本的な情報を伝え，初対面の人と人間関係を築く基礎を作る。 

－挨拶の種類を選択できる。 

－場面に応じた表現を選択することができる。 

－相手の立場に合わせた表現ができる。 

－敬語・丁寧体を適切に利用できる。 

 

・ 自己紹介は，自分の基本的な情報を伝え，初対面の人との人間関係の基礎

を作るものです。自分自身のことを表現し，自身の社会参加の第一歩でもありま

す。場面や相手に応じた自己紹介の「型」を紹介するだけでなく，やり取りの中で，

その人らしい自己紹介ができるように，一緒に考え，新しい形を作っていくこともよ

いでしょう。 

活動前に確認しておくこと 

－学習者の名前（姓と名がある場合の順序，母語での表記，日本語での発音 

等）の把握 

－学習者の出身地，現在住んでいるところの地名の把握 

準備する素材 

－「イラスト･写真」の拡大コピー（あらかじめ黒板等に掲示） 

－世界地図，日本地図，地域の地図（あらかじめ黒板等に掲示か，必要に応 

じて掲示） 

指導ノート 
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－首からさげる名札（学習者の名前を書いておく）と机に置く名札にするＡ４用紙 

 

 

 

・ 初回のクラスであれば，自己紹介の文脈は自然に認識されるので必ずしも必要

ありませんが，「自己紹介」という概念を可視化するために，イラスト･写真シート

（p.155）の拡大コピーをあらかじめ黒板等に掲示しておくとよいでしょう。 

・ 初回のクラスで，学習者の多くが日本語のほとんどできない人の場合，「名乗り」

（わたしは，○○です。）の導入から行う必要があります。 

・ その場合は，名札（首からさげるものでも，机に置くものを手に持ってでもかまいま

せん）を掲げて行います。まず，指導者が，自分の名札を示し，自分の胸を手で

指して，「わたしは，○○○○です。」と言います。次に指導者は学習者一人一

人について，その名札を読むようにして，「この人は，○○○○さんです。」と言い，

「わたしは，○○○○です。」と言わせるように促します。その学習者に向かって手

で「どうぞ」と促しながら，必要なら「わたしは……？」と言葉を添えます。「わたしは，

○○○○です。」と言えたら，大きくうなずいて「いいですね」などと褒めてください。

自分の名前に「さん」を付けて，「わたしは，○○○○さんです。」という学習者も

いると思います。「さん」を取って，「わたしは，○○○○です。」と言い換えて，学

習者にまねをさせます。この活動を全員で行います。恐らく，かなり時間がかかる

と思います。その場合，以下の活動は，可能な範囲で行います。 

 

＜問いかけ例＞（※「イラスト･写真」の拡大コピーを指して） 

「ここは，どこですか。」 

「これは，誰ですか。」 

「あなたの国では，初めて会った人とどんな挨拶をしますか。」 

「日本で，初めてあった人とどんな挨拶をしましたか。」 

「自己紹介はできますか。」 

 

・ ここでは，以上が済んでいる学習者の場合として次の活動に進みます。 

 

 

 

● イラスト・写真シート 

・はじめまして（p.155） 

イメージをつかむ 
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・ 指導者は，学習者の名前を呼んで確認しながら，学習者一人ひとりの名前を

書いた名札を配布します。指導者から始めて，学習者が自分の名札を示しなが

ら「○○○○です。」と名前をはっきり発音します。仮名がある程度書ける学習者

が多ければ，自分の名前を発音しながら仮名で書く練習をします。必要に応じて

指導者や協力者がフォローしてください。仮名が書けない学習者が多ければ次

の活動に移ります。 

・ 次に，１５６ページの写真を参照しながら，Ａ４用紙を四つに折って，一つの面を

重ねて三角柱を寝かした形のネームプレートを作ります。学習者は，三角柱を一

度開いて，一つの面にカタカナ又はひらがなで自分の名前を書きます。５０音図

（ひらがな・カタカナ）も黒板等に掲示しておき，適宜，音と文字の参照ができるよ

うにしておきましょう。 

仮名が書けない場合は一面に母語で書いてもらって，指導者や協力者が，そ

の発音を聞いて，別の面に仮名で書きます。 

学習者が書き終わったら，指導者は自分の名札を指で指し示し，自分の名前

を言います。それに倣って，学習者が一人ずつ自分の名前を言っていくように促し

ます。 

次に，地図を指し示しながら，出身地についても言い方を確認します（正確な

文になっていなくても，まずは固有名詞のレベルで確認ができることを目指し，余

裕がある人には文の形でも確認できるように提示するとよいでしょう。）。 

 

＜やり取りの例＞ 

指導者：「出身は？」（※地図のいろいろなところを指しながら聞く） 

学習者：（※地図中にある自分の出身国や地域を指差す）「ちゅ・・・」 

指導者：「ちゅうごく」 

学習者：（リピート）「ちゅうごく」 

指導者：「ちゅうごく の… ペキン？ シャンハイ？」 

学習者：「あ… ダイレン」 

指導者：「ダイレンですね。ちゅうごく の ダイレン。出身は 中国の   

大連です」 

 

 

■活動シート 

活動１－わたしは…（p.156） 

体験・行動する 
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・ 指導者は活動２「どうぞよろしく」（p.157）を配布します。また，指導者自身がワー

クシートに記入したものもコピーして配布します。 

・ 指導者は学習者に「どうぞよろしく」の表現の確認をした後，ワークシートに「【1】

名前」と「【2】出身」「【3】家族」「【4】すんでいるところ」を，ひらがなとカタカナを用

いて記入してもらいます。 

・ ごく初期のクラスの場合は，仮名の読みの練習・確認をするステップを入れてもよ

いでしょう。学習者がひらがな・カタカナが書けない場合は，アルファベット等を用

いて書いてもらって指導者が仮名で併記する形で書き込んで示したり，学習者

が発した音を聞いたりしてワークシートに指導者が書き込んで示してもよいでしょう。 

・ワークシートのそのほかの項目（【5】，【6】）は「より熟達した行動へ」の活動４で

利用します。学習者に応じて利用してください。全ての項目について学習者の母

語訳は適宜増減してください。 

 

・ 指導者は「わたしは○○です」「出身は○○です」の表現形式を使って，自分の

ことを述べるモデルを示します。続いて学習者が一人ずつ言っていきます。 

・ 同様に「家族は○○人です」「○○に住んでいます」についても行います。 

 

・ 全員が終わったら，指導者は，「はじめまして，どうぞよろしくお願いします」の意味

の確認をし，動作と一緒に「はじめまして，どうぞよろしくお願いします」「こちらこそ，

よろしくお願いします」の表現練習をします。協力者がいる場合は，始めに指導者

と協力者がモデルを示すとよいでしょう。協力者がいない場合は，この挨拶表現

に慣れていそうな学習者を相手にモデルを示します。その後で，学習者と指導者，

学習者同士で動作をしながら初対面の挨拶の練習をします。 

 

・ 最後に，クラス（クラス人数が多い場合は，グループ）全体に向けて，自己紹介

の挨拶をします。一人ひとりが，「はじめまして，わたしは○○○○です。出身は○

○です。家族は○にんです。○○に住んでいます。よろしくお願いします」と言って

仕上げとします。 

 

 

 

■活動シート 

活動２―どうぞよろしく（p.157） 

体験・行動する 
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・ 日本語話者（日本人，または日本語でのコミュニケーション力のある外国人）に，

協力者として教室に参加してもらい，活動２で学習した表現を使って，実際に自

己紹介を行い，また協力者と学習者がペア，あるいは一人対二人か三人で，

写真を見せ合いながら対話を行います。協力者に，自分の写真（出身地，家

族，趣味があらわれているものなど）を持って来てもらうように，指導者は前もって

連絡しておきます。 

・ 活動２までを初回の授業で終え，活動３を次の回で行うことが考えられるので，そ

の場合は，初回の活動の最後に学習者にも「次回は写真を持って来てください」

ということを伝えておくと，より活動が進めやすくなるでしょう。 

・ 指導者は，学習者と協力者をペア，または小グループに分けます（協力者一人

に対して学習者１～３人程度が望ましいが，協力者の人数によって適宜調整し

てください）。それぞれのペア又はグループで，メンバー同士で自己紹介をしてもら

います。まずは，活動２で学習した表現を使用して，一通り自己紹介ができたら，

それぞれに持って来た写真を見せ合いながら，会話を進めるようにします。指導

者は学習者と協力者との対話が円滑に展開しているかどうかを見守りながら目

配りし，話が進まなくなっているペア／グループにおいては，対話を活性化させる

ための問いかけを指導者が投げかけるなどし，意思疎通がうまくいくように手助け

をします。ただし，学習者側の日本語力によって，表現可能なことを全部使い果

たしているようなグループが出たら，全ての協力者が一斉に別のグループへ移動

することをお願いします。 

 

 

 

 

・ 名前，出身，居住地，趣味，仕事，家族などの中から，学習者の日本語能力，

場面や相手に応じて必要な項目，好きな項目を選んで自己紹介ができるように

します。 

■活動シート 

活動３－活動シート「どうぞ よろしく」で協力者との交流活動（p.157） 

■活動シート 

活動４－いろいろな自己紹介（p.158～159） 

体験・行動する 

体験・行動する 
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・ 活動シート３「いろいろな自己紹介」に示されている 例１～例５の場面別の例

について，指導者は協力者と共に実演し，学習者にそれを観察してもらいます。

指導者は「ここはどこでしょうか」「これはだれですか」等，各場面のイラスト等を指し

ながら質問し，場面や状況の違いについて気付いたことを言ってもらいます。 

・ ビデオ機器が使える環境であれば，多様な自己紹介（初対面の挨拶）場面のビ

デオを見せて，さらに観察を促すのもいいでしょう。観察した場面の中で，自分が

実際に遭遇しそうな場面を学習者に選んでもらい，例を参考にしながら自分なり

の自己紹介をシミュレーションしてみます。 

 

＜参考となるビデオ＞ 

例１）スリーエーネットワーク『みんなの日本語Ｉ 会話ビデオ』「第 1 課」「第２課」 

例２）国際交流基金『WEB 版エリンが挑戦！日本語できます』 

・第１課「はじめてのあいさつ－教室」 

（※基本スキット，応用スキット，大切な表現，やってみよう（名刺交換）， 

 いろいろな使い方） 

・https://www.erin.ne.jp/jp/ 

例３）国際日本語普及協会『ようこそ！さくら小学校へ～みんななかまだ～』 

「１．はじめてのあいさつ ①校長室で ②教室で」 

「２．学校生活と仲間たち ⑧運動会」（保護者とのあいさつ） 

例４）国際日本語普及協会『Japanese for Busy People I: The video 』Lesson 1 

 

 

＜社会文化情報＞（指導者，協力者の参考資料として） 

・文化審議会国語分科会『「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準

的カリキュラム案について』 

・ p.96 「社会・文化的情報 3102010 自己紹介の仕方を理解する」 

・ p.97 「社会・文化的情報 3102020 相手や状況に応じた自己紹介の仕方 

を理解する」 
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（3301020）「各種手続の種類や内容について理解する」 

（3301080）「役所の受付で外国人登録窓口の場所を尋ねる」 

   

 

・自治体への届出・手続や受けられるサービスを知り，利用できる 

 

 

 

・市区町村の役所・役場でできること／できないことを知る 

・役所・役場にはどのような窓口があるかを理解する 

・自治体の広報紙から，必要または有益な情報を得る 

 
 
 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動のねらい 

教室活動の目標 

（33） 住
じゅう

民
みん

としての 手
て

続
つづき

を する 

●イラスト・写真シート

・地方自治体…都道府県と市区町村（p.168）

■活動シート

・活動１－(市／区)役所・(町／村)役場

でできますか（p.169）

・活動２－役所/役場を見学しよう（p.170）

・活動３－広報紙を読んでみよう（p.171）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－役所／役場のサービスに関

連することば（p.172～173）

指導 

ノート 
（p.174～177） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 
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※財団法人 地方自治情報センター（LASDEC） 「全国自治体マップ検索」，「東京都」 

https://www.lasdec.or.jp/cms/1,0,69.html    https://www.lasdec.or.jp/cms/1,634,69,150.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

…都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

 と 市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

 

イメージ（いめーじ）をつかむ                       （３３） 住
じゅう

民
みん

としての手
て

続
つづき

をする 
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○ みなさんが 住
す

んでいる 市
し

／区
く

／町
ちょう

／村
そん

の 役
やく

所
しょ

/役
やく

場
ば

で，次
つぎ

の こと

は できますか。みなさんの 国
くに

では，どうでしたか。 
 

（  ）①乳
にゅう

児
じ

・幼
よう

児
じ

の健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

 

（  ）②成
せい

人
じん

病
びょう

の検
けん

診
しん

 

（  ）③国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

への加
か

入
にゅう

 

（  ）④生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

の受
じゅ

給
きゅう

 

（  ）⑤公
こう

営
えい

住
じゅう

宅
たく

への入
にゅう

居
きょ

申
しん

請
せい

 

（  ）⑥家
か

屋
おく

の改
かい

築
ちく

 

（  ）⑦銀
ぎん

行
こう

口
こう

座
ざ

の開
かい

設
せつ

 

（  ）⑧国
こく

民
みん

年
ねん

金
きん

への加
か

入
にゅう

 

（  ）⑨税
ぜい

金
きん

の納
のう

入
にゅう

 

（  ）⑩自
じ

動
どう

車
しゃ

運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

の取
しゅ

得
とく

 

（  ）⑪幼
よう

稚
ち

園
えん

・保
ほ

育
いく

所
しょ

への入
にゅう

園
えん

・入
にゅう

所
しょ

 

（  ）⑫小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

への編
へん

入
にゅう

学
がく

 

（  ）⑬大
だい

学
がく

・専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

への入
にゅう

学
がく

 

（  ）⑭求
きゅう

職
しょく

，就
しゅう

職
しょく

，転
てん

職
しょく

，退
たい

職
しょく

 

（  ）⑮在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

，在
ざい

留
りゅう

期
き

限
げん

の更
こう

新
しん

，再
さい

入
にゅう

国
こく

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

 

（  ）⑯婚
こん

姻
いん

届
とどけ

，離
り

婚
こん

届
とどけ

 

（  ）⑰出
しゅっ

生
しょう

届
とどけ

，死
し

亡
ぼう

届
とどけ

 

（  ）⑱住
じゅう

民
みん

登
とう

録
ろく

 

（  ）⑲印
いん

鑑
かん

登
とう

録
ろく

 

（  ）⑳電
でん

話
わ

機
き

の設
せっ

置
ち
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し
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く
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所
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・(町
まち

／村
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)役
やく

場
ば

でできますか 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                  （３３） 住
じゅう

民
みん

としての手
て

続
つづき

をする 
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○ すみません，××は どこですか。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国立市公式ホームページ 市役所庁内案内図 （更新日 平成 22 年 8 月 19 日） 

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/shisetsu/s_city/001226.html 

 

■ 活
かつ

動
どう

２－役
やく

所
しょ

／役
やく

場
ば

を 見
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学
がく

しよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                  （３３） 住
じゅう

民
みん
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て

続
つづき
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○ 何
なに

が 書
か

いてありますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※市報くにたち 平成 23 年 11 月 5 日号（第 1001 号） １面・4 面より 

■ 活
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動
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３－広
こう

報
ほう

紙
し
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て
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つづき
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・窓口（まどぐち）       ・書類（しょるい）     ・手続（てつづき） 

・届出（とどけで）       ・申請（しんせい）    ・申込（もうしこみ） 

・受付（うけつけ）       ・交付（こうふ）      ・再交付（さいこうふ） 

・紛失（ふんしつ）        ・返納（へんのう）     ・加入（かにゅう） 

・未加入（みかにゅう）     ・免除（めんじょ）      ・支払（しはらい）  

・納付（のうふ）        ・分納（ぶんのう）      ・未納（みのう） 

・滞納（たいのう）       ・還付（かんぷ）       ・給付（きゅうふ）  

・期限（きげん）          ・住民登録（じゅうみん とうろく） 

・転入届（てんにゅう とどけ）       

・転出届（てんしゅつ とどけ）  

・住民基本台帳カード（じゅうみん きほん だいちょう かーど） 

・住民票（じゅうみんひょう）  ・写し（うつし） 

・印鑑登録（いんかん とうろく）    

・印鑑証明書（いんかん しょうめいしょ） 

・戸籍（こせき）           ・出生届（しゅっしょう とどけ）  

・死亡届（しぼう とどけ）    ・婚姻届（こんいん とどけ） 

・離婚届（りこん とどけ） 

・全部事項証明書（ぜんぶ じこう しょうめいしょ）／謄本（とうほん） 

・個人事項証明書（こじん じこう しょうめいしょ）／抄本（しょうほん） 
 
・税金（ぜいきん）           ・所得税（しょとく ぜい）  

・住民税（じゅうみん ぜい）      ・固定資産税（こてい しさん ぜい）  

・自動車税（じどうしゃ ぜい）      ・消費税（しょうひ ぜい） 

・年金（ねんきん）               ・国民年金（こくみん ねんきん）  

・厚生年金（こうせい ねんきん） 

 

・健康保険（けんこう ほけん） ・国民健康保険（こくみん けんこう ほけん） 

・介護保険（かいご ほけん） 
 
・医療費助成（いりょうひ じょせい） ・健康診断（けんこう しんだん） 

・予防接種（よぼう せっしゅ）      ・母子健康手帳（ぼし けんこう てちょう） 

・児童手当（じどう てあて）       ・児童扶養手当（じどう ふよう てあて） 

・ひとり親家庭（ひとり おや かてい）  

・母子家庭（ぼし かてい） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－役
や く

所
し ょ

／役
や く

場
ば

の サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

の ことば 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                  （３３） 住
じゅう

民
みん

としての手
て

続
つづき

をする 
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・父子家庭（ふし かてい）       ・障害者（しょうがいしゃ） 

・高齢者（こうれいしゃ） 

・民生委員（みんせい いいん）  ・児童委員（じどう いいん） 

・生活保護（せいかつ ほご）   ・公営住宅（こうえい じゅうたく） 

 

・幼稚園（ようちえん）  

・保育所（ほいくしょ）／保育園（ほいくえん） 

・入園（にゅうえん）／入所（にゅうしょ） 

・小学校（しょうがっこう）    ・中学校（ちゅうがっこう）   ・高校（こうこう） 

・入学（にゅうがく）／編入学（へんにゅうがく） 

・転校（てんこう）／転入学（てんにゅうがく） 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（3301020）「各種手続の種類や内容について理解する」 

（3301080）「役所の受付で外国人登録窓口の場所を尋ねる」 

 

教室活動の目標   

－自治体への届出・手続や受けられるサービスを知り，利用できる。 

 

教室活動のねらい  

－市区町村の役所・役場でできること／できないことを知る。 

－役所・役場にはどのような窓口があるかを理解する。 

－自治体の広報紙から，必要または有益な情報を得る。 

 

・ 「生活者としての外国人」がその地域の住民として暮らしていく場合，さまざまな

手続をしたり行政サービスを受けたりすることになり，都道府県や市区町村といっ

た地方自治体との接点が生まれるはずです。法令上必ず行わなければならな

い手続もありますし，（義務ではないにせよ）生活するうえで有益なサービスもあり

ます。それらは日本語以外の言語で対応できるものも少しずつ増えてきましたので，

そういった多言語でのサービスがあることを知っているだけでも生活行動の幅が変

わってくるのではないでしょうか。 

・ （1）役所・役場の窓口で日本語でのやり取りができるようになるのももちろん素晴

らしいことですが，それ以上に，まずは（2）役所・役場の窓口で何らかの目標行

動を達成できること，そしてそのために必要な（3）知識・情報を（母語または日本

語で）得ておくことを目指したいものです。ここでは，そうした教室活動を展開してみ

ましょう。 

 
 
 
 
 
 
 

指導ノート 
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・ 最初にイラスト・写真「地方自治体…都道府県と市区町村」（p.168）を学習者と

一緒に見ながら，日本語または学習者の母語などで，以下のようなやり取りをし

てみましょう。 

 

＜やり取りの例＞ 

「これは何ですか。日本の地図ですね。都道府県に分かれています。日本に

都道府県はいくつありますか。いくつ知っていますか。みなさんは，どの都道府

県に住んでいますか。」 

「みなさんが住んでいる都道府県には，市区町村がいくつありますか。いくつ知

っていますか。みなさんは，どの市区町村に住んでいますか。よく買い物をする

店や病院，職場なども，同じ市区町村にありますか。」  

「下の写真はどこですか。何をするところですか。行ったことはありますか。いつ

行きましたか。そこで何をしましたか。どうでしたか。」 

 

・ このようなやり取りを通じて，日本の地方自治体は都道府県と市区町村の２層

制（政令指定都市などの場合は３層制）であることを理解しつつ，より身近な自

治体としての市区町村の役所／役場と学習者との間で，どのような接点がある

かを考えることができるでしょう。学習者自身が持っている行政に関するイメージが

整理され，さらに活性化されるだけでなく，指導者が今後の活動展開を考えてい

く上で，きっと役に立つはずです。 
 
 
 
  
 
 
 
・ 「活動１」（p.169）は，市区町村の役所／役場で「できること」と「できないこと」の

判別を行う教室活動です。辞書を引くことがスムーズにできる学習者なら日本語

のシートのままでも可能ですが，ここでは辞書を使うことが目的ではないので，辞

書がうまく使えない学習者の場合にはあらかじめ母語に置き換えたシートでやって

●イラスト・写真シート 

・地方自治体…都道府県と市区町村（p.168） 

■活動シート 

・活動１－(市/区)役所・(町/村)役場でできますか（p.169） 

イメージをつかむ 

体験・行動する 
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みるといいでしょう。丸数字の左にある「（  ）」は，○×を（予想して）記入するの

に使えます。 

・ 学習者の出身が多様である場合，あるいは日本人の協力者が参加できる場

合には，それぞれの事項が出身ではどこでできるかを話し合い，相互理解につな

げることもできるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

・ 「活動２」（p.170）は，実際に地元の役所／役場を見学し，役所/役場で何がで

きるかを知る教室活動です。このシートには例として国立市役所（東京都）の庁

内案内図を掲載していますが，こうした案内図が入手できる場合には事前または

事後に目を通して，どこの課で何ができるかやり取りをする展開も可能です。 

 

・ 実際の見学に際しては，次のような課題を与えることもできるでしょう。 

 

＜課題の例＞ 

１） 役所/役場は何時から何時まで開いていますか。休みはいつですか。 

２） 住民登録はどこでできますか。 

３） 地域の日本語教室についての情報はどこで教えてもらえますか。 

４） ゴミの出し方についてのパンフレットはありますか。 

５） 広報紙はもらえますか。 

 

・ また，後述の「活動３」を先に行い，そこで学習者から出た疑問点を所管の窓口

で質問してみるという方法もあります。学習者の生活上のニーズを勘案して，課

題をいろいろとアレンジしてみましょう。 

 

・ 安全管理などの観点から，役所／役場の見学には事前に申請が必要な場合

もあります。特に，役所／役場の職員に活動の協力者となってもらう場合には，

活動の趣旨を含めて事前にきちんと連絡しておきたいところです。 

 

 

 

 

■活動シート 

・活動２－役所/役場を見学しよう（p. 170） 

体験・行動する 
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・ 「活動３」（p.171）は，地元自治体の広報紙を読み取る練習です。このシートには

例として一つの記事を取り上げていますが，一つの記事をじっくり読み込むことより

は，むしろ最初に広報紙全体の構成にざっと目を通し，必要または有益な情報

がどの辺りにあるか把握することから始める方が，実際の生活場面で行う行動に

即していて，より自然でしょう。 

 

・ 日本人の協力者がいる場合には，必ずしも学習者自身が全てを読み込む必要

はありません。学習者が分からない点を協力者に尋ねる形や，協力者が学習

者の家族構成や日常生活でのニーズ・困難な面を知る仲であれば，やり取りを

する中で協力者の側から広報紙の内容を紹介する形なども可能です。 

 
 
 
 
 
 

 

・ 「ことば・表現－役所／役場のサービスに関連することば」（p.172～173）は，役

所/役場におけるサービスの種類や手続に際して見かける単語を並べてあります。

学習者のニーズに応じて適宜確認してください。 

 
 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－役所／役場のサービスに関連することば（p. 172～173） 

ことば・表現を知る 

■活動シート 

・活動３－広報紙を読んでみよう（p. 171） 

体験・行動する 
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（3401040）「居住地域のゴミ出しについて地域の公共機関で発行している生活情 

報パンフレット等で確認し理解する」 

（340180）「居住地域のゴミの出しの方法について隣人に質問する」 

 

 

・ゴミ出しの仕方等，住民として地域のルールについての情報を入手・理解する方

法を身につける 

 

 

・生活情報パンフレット，広報，町内の掲示などを読んで，ゴミ出しの仕方を理解す

ることができる 

・分からないことを隣人等に質問して確認することができる 

 

●イラスト・写真シート

・ゴミの出し方…（p.179）

■活動シート
・活動１－ゴミのパンフレットを見てみましょう

（p.180）

・活動２－ゴミ分けゲーム（p.181）

・活動３－何曜日に持って行きますか（p.182）

・活動４－近所の人に聞いてみましょう（p.183）

（３４） 住
じゅう

民
みん

としてのマ
ま

ナ
な

ー
ー

を守
ま も

る 

指導 

ノート 
（p.184～187） 

イ メ ー ジ を

つかむ 

体 験 ・ 行 動

する 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 
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  ゴ
ご

ミ
み

の 出
だ

し方
かた

 

イメージ（いめーじ）をつかむ                       （３４） 住
じゅう

民
みん

としてのマ
ま

ナ
な

ー
ー

を守
まも

る 

※横浜市資源循環局『ゴミと資源の分け方・出し方：リーフレット』平成 23 年４月発行，pp.2-3 

http://www.city.yokohama.lg.jp/shigen/sub-data/pamph/wakedashi/pdf/leaflet.pdf 
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あなたの まちの ゴ
ご

ミ
み

の 出
だ

し方
かた

の パ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

を 見
み

てみましょう。 

【○○語
ご

】（あなたの ことば）のパ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

 がありますか。あったら，

【日
に

本
ほん

語
ご

】のパ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

と いっしょに見
み

てみましょう。 

ことばの 意
い

味
み

を 確
か く

認
にん

しましょう。 

＊ゴ
ご

ミ
み

の出
だ

し方
かた

のル
る

ー
ー

ル
る

や ことばは 自
じ

治
ち

体
たい

（市
し

区
く

町
ちょう

村
そ ん

）によってちがいます。 

 

日
に

本
ほん

語
ご

 意
い

味
み

（あなたの ことばで） 例
れい

 

燃
も

やすごみ 

（可
か

燃
ねん

ごみ） 

  

燃
も

えないごみ 

（不
ふ

燃
ねん

ごみ） 

    

プ
ぷ

ラ
ら

ス
す

チ
ち

ッ
っ

ク
く

包
ほ う

装
そ う

容
よ う

器
き

 

    

缶
かん

     

びん     

ペ
ぺ

ッ
っ

ト
と

ボ
ぼ

ト
と

ル
る

     

古
こ

紙
し

     

粗
そ

大
だい

ゴ
ご

ミ
み

   

   

    

 

  活
かつ

動
どう

１－ゴ
ご

ミ
み

の パ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

を 見
み

てみましょう 
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※http://free-illustrator.com/sozai/37trash/03l.jpg 

 

 

 

 

 

 

 

 

  活
かつ

動
どう

２－ゴ
ご

ミ
み

分
わ

け ゲ
げ

ー
ー

ム
む

 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                  （３４） 住
じゅう

民
みん

としてのマ
ま

ナ
な

ー
ー
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る 



 

 
182 

 

 

 

①～⑦のゴ
ご

ミ
み

は，いつ  出
だ

しますか。 

下
し た

のカ
か

レ
れ

ン
ん

ダ
だ

ー
ー

のＡ～Ｄの中
なか

から 選
え ら

びましょう。 

  

 ①  

 

 

 ②  

 

 

 

 

 ③  

 

 

 

 
 日 月 火 水 木 金 土 

            1 

2 3 

Ａ 

4 

Ｂ Ｃ 

5 6 

Ｄ 

7 

Ａ 

8 

 9 10 

Ａ 

11 

Ｂ 

12 13 

Ｄ 

14 

Ａ 

15 

16 17 

Ａ 

18 

Ｂ Ｃ 

19 20 

Ｄ 

21 

Ａ 

22 

23 24 

Ａ 

25 

Ｂ 

26 27 

Ｄ 

28 

Ａ 

29 

30 31 

Ａ 

32 33 34 35   

あなたの 住
す

んでいる 所
ところ

の 掲
けい

示
じ

板
ば ん

（ゴ
ご

ミ
み

出
だ

しの ス
す

ケ
け

ジ
じ

ュ
ゅ

ー
ー

ル
る

）の 写
し ゃ

真
し ん

を 

撮
と

って 持
も

ってきましょう。ほかの人
ひ と

の 写
し ゃ

真
し ん

と くらべてみましょう。 

  活
かつ

動
どう

３－何
なん

曜
よ う

日
び

に 持
も

って行
い

きますか 

（ Ｃ ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

（   ） 

④ 

（   ） 

（   ） 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

１ 
 

Ａ さ ん ： すみません，ゴ
ご

ミ
み

は どこに  

出
だ

せば いいですか。 

 

Ｂ さ ん ： あの 角
かど

の ゴ
ご

ミ
み

ス
す

テ
て

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

に， 

 朝
あ さ

 8時
じ

ごろ までに 置
お

いて 

おけば いいですよ。 

ええっと，燃
も

えるゴ
ご

ミ
み

と 燃
も

えない 

ゴ
ご

ミ
み

に 分
わ

けてからね。出
だ

す日
ひ

が 

 違
ち が

うから， 気
き

を付
つ

けて。 

 

Ａ さ ん ：はい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  活
かつ

動
どう

４－近
き ん

所
じ ょ

の人
ひ と

に 聞いてみましょう 
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・   

   

   

取り上げる生活上の行為の事例 

（3401040）「居住地域のゴミ出しについて地域の公共機関で発行している生 

活情報パンフレット等で確認し理解する」 

（340180）「居住地域のゴミの出しの方法について隣人に質問する」 

 

教室活動の目標 

－ ゴミ出しの仕方等，住民として地域のルールについての情報を入手・理解 

  する方法を身につける。 

 

教室活動のねらい 

－ 生活情報パンフレット，広報，町内の掲示などを読んで，ゴミ出しの仕方を 

 理解することができる。 

－ 分からないことを隣人等に質問して確認することができる。 

 

活動前に確認しておくこと 

－ 学習者の居住地域のゴミの分別方法，出し方のルール 

－ 学習者の居住地域のゴミ収集日 

－ ゴミの分別や回収方法，リサイクル等について，行政の職員と協働での 

  ワークショップが可能かどうか 

 

準備する素材 

－ 学習者の居住地域のゴミの分別方法，出し方のルールについてのパンフ 

 レット等。日本語と共に，できるだけ学習者の使える言語のものを準備し，日 

 本語と対照させることができるようにする。 

－ 学習者の居住地域のゴミ収集所の掲示板の写真 

－ ゴミのサンプル または イラスト （分別の実体験用） 

指導ノート 
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教室活動の展開の説明 

 

 

 

 

 

・ 「イラスト・写真シート」（p.179）のゴミの出し方のパンフレットの例，又は，できれば

自分たちの地域でのパンフレットの実物を提示しながら，このパンフレットにはどのよ

うなことが書いてあるか，問いかけ，推測してもらいます。学習者に，普段，どのよ

うにゴミを出しているか（何曜日にゴミを出すか，どこに持っていくか，どのように分

別するかなど）を尋ね，話してもらうようにします。 

 

＜問いかけ例＞ 

「これは何ですか。」 

「どんなことが 書いてあると思いますか。」 

「○○さんの ところでは 何曜日に ゴミを 出しますか。」 

「どこに ゴミを 持って行きますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

① 学習者の住む地域のゴミ出しに関する日本語版のパンフレットと学習者の言語

の翻訳版でのパンフレットがあれば，それぞれ学習者に配布します。 

② 日本語版と翻訳版を照らし合わせながら，ゴミの分別に関する主要なことばの

意味を確認します。学習者の言語の翻訳版が無い場合は，イラストや実物等

を活用しながら，指導者とのやり取りの中で，意味が理解できるように促します。

p.180 の表に，学習者の言語で，ことばの意味を記入させます。 

 

 

 

 

●イラスト・写真シート   

・ゴミの出し方…（p.179） 

■活動シート 

・活動１－ゴミのパンフレットを見てみましょう（p.180） 

イメージをつかむ 

体験・行動する 
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・ 自分たちの住む地域のルールに従って（パンフレット等から入手した情報に基づ

いて），ゴミ分けの練習をします。 

① 分別用の箱や袋を準備します。当該地域のルールに基づいて，「燃やすゴ 

ミ」「燃えないゴミ」「びん・かん」「プラスチック」などとラベルを付けておきます。 

② クラスを２つのチームに分けます（人数によってチームの数は調整） 

③ パンフレットで確認した内容に従って，イラスト（記号をつける，又はカード状に 

切り分ける）や実物をそれぞれの箱や袋に分別して入れます。 

④ それぞれのチームの分別の結果を確認します。 

 

・ 自治体の行政職員でゴミの捨て方などを担当している人にもあらかじめ連絡を取

って参加してもらい，審判をしてもらったり，分別に迷うものについて解説してもらうの

もいいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

・ ゴミ集積所（ゴミステーション）の掲示を見て，何曜日にどの種類のゴミを出すの

かを読み取れるようにします。 

 

① 学習者に活動シートを配布します。 

② まずは，シートに掲載した写真を見て，右のイラストのごみの回収日はいつか 

（何曜日か）を，学習者に考えて記入してもらいます。 

③ 学習者に，自分の住まいの近くの集積所の写真を，次回までに撮ってくる 

（携帯メールなどで）か，または，書き写してくるように伝えます。 

④ 次の回で，学習者が持参した写真（またはイラスト）を，互いに見せ合い，そ 

れぞれの地区での，回収日の違い，掲示の仕方等についての違いを話し合 

いながら比べ，発表すると面白いでしょう。 

■活動シート 

・活動２－ゴミ分けゲーム（p.181） 

■活動シート 

・活動３－何曜日に持って行きますか（p.182） 

体験・行動する 

体験・行動する 
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・ ゴミを持っていく場所が分からない時に，近所の人に尋ねる会話を，確認します。

また，自分が他の人に尋ねられたときに，答えられるようになることも目指します。 

 

① 活動４の会話を指導者と学習者で実演をします。協力者がいる場合は，協 

力者にも参加してもらうとよいでしょう。 

② 学習者は２人１組でペアになり，会話の練習をします。「Ｂさん」の役になった 

人は，自分の地区でのごみの捨て方を，相手に説明してみます。 

 

 

【参考情報】 

１）経済産業省 ３Ｒ政策ホーム（経済産業省が提供するゴミのイラスト素材集） 

・http://www.meti.go.jp/policy/recycle/main/data/illust/index.html 

 

２）ゴミ収集日お知らせサービス 53cal(ゴミカレ) ： 

・全国主要都市のゴミ収集日をカレンダーで確認できます（学習者の居住地区での 

収集日を確認するのに役立ちます） 

・www.53cal.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動シート 

・活動４－近所の人に 聞いてみましょう（p.183） 

体験・行動する 
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取り上げる生活上の行為の事例 

 
 
 
 

 
 
 
（3501050）「自治会の会員になる」 

（3501100）「行事に参加する」 

 

 

・地域社会に参加して住民とつながりをもつ 

 

 

・自治会参加の意思を伝えることができる 

・参加の方法について質問することができる 

・行事について情報を得ることができる 

・行事を通じてほかの会員と交流できる 

 

●イラスト・写真シート

・私も いっしょに (p.189)

■活動シート

・活動１－大切なことは？（p.190）

・活動２－近所の人と話してみよう （p.191～192）

・活動３－分からないことを聞こう（p.193）

・活動４－行事に参加しよう（p.194）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－地域に関することば・表現

（p.195）

・発展的な活動

（３５） 地
ち

域
い き

社
し ゃ

会
かい

に参
さ ん

加
か

する 

指導 

ノート 
（p.196～202） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 

発展的な 

活動 
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● 私
わたし

も いっしょに 

イメージ（いめーじ）をつかむ                       （３５）地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

する 

※1 門前自治会 http://genki365.net/gnkh03/mypage/mypage_sheet.php?id=74720 

※2 北馬込１町目町会 http://www.geocities.jp/kitamagome1/ 

※1 
※2 

※2 

※2 

※2 ※2 
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１． 近所
き ん じ ょ

の人
ひ と

と つながりを もつことは，どんな点
て ん

で いいと 思
お も

いますか。 

話
は な

し合
あ

って みましょう。 

 

 

 

 

 

２．人と 人が つながるには，まず コミュニケーションが 大切
たいせつ

です。 

では，コミュニケーションには，どんなことが 大切
たいせつ

だと 思
お も

いますか。 

（１）一人
ひ と り

，６つずつ 考
かんが

えて，右
み ぎ

の 形
かたち

の  

６枚
ま い

のカ
か

ー
ー

ド
ど

に 書
か

いてください。 

  （絵
え

を 描
か

いても いいです。） 

 

 

 

（２）一番
い ち ばん

  大切
たいせつ

だと 思
お も

うことを 上
う え

にして， 

大
たい

切
せつ

な 順
じゅん

に，右
み ぎ

のような ピ
ぴ

ラ
ら

ミ
み

ッ
っ

ド
ど

型
がた

に 

ならべて ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）自
じ

分
ぶん

で 作
つ く

ったものと，友
と も

だちの ものを くらべて みましょう。 

なぜ，それが 一番
い ち ばん

 大切
たいせつ

なのか，なぜ その順番
じゅんばん

なのか，話
は な

し合
あ

って 

みましょう。 

■ 活
かつ

動
どう

１－大切
たいせつ

な ことは？ 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                    （３５）地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

する 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

１   

（戸
こ

外
がい

で話
は な

す（自
じ

治
ち

会
かい

に入
はい

りたいことを伝
つた

える） 

 

Ａ さ ん ：おはようございます。                  

日
に

本
ほん

人
じ ん

 ：おはようございます。                       

Ａ さ ん ：今日
き ょ う

は さむいですね。                      

日
に

本
ほん

人
じ ん

 ：そうですねぇ，ほんとに。 もう １１月
がつ

ですものね。                       

Ａ さ ん ：あのう・・・ちょっと 聞
き

いてもいいですか。         

日
に

本
ほん

人
じ ん

 ：ええ，どうぞ。                            

Ａ さ ん ：あのう 自
じ

治
ち

会
かい

に 入
はい

りたいんですが・・・。               

日
に

本
ほん

人
じ ん

 ：ああ，自
じ

治
ち

会
かい

ね。 いろいろな 行
ぎょう

事
じ

も あるし，ぜひ入
はい

ると  

いいですよ。 じゃあ， どうしたらいいか 自
じ

治
ち

会
かい

の  

役
や く

員
いん

さんに ちょっときいてみますね。 

Ａ さ ん ：はい，お願
ねが

いします。  

        じゃあ，失
し つ

礼
れい

します。          

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

２－近所
き ん じ ょ

の 人
ひ と

と 話
は な

してみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                   （３５）地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

する 
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（２）会話例２   

（料
りょう

理
り

を作
つ く

ってもっていく） 

 

 （ピ
ぴ

ン
ん

ポ
ぽ

ー
ー

ン
ん

） 

Ａ さ ん ：ごめんください。   

                                    

日
に

本
ほん

人
じ ん

 ：あら，Ａさん，こんにちは。   

 

Ａ さ ん ：こんにちは。                      

あのう，これ，国
く に

の 料
りょう

理
り

です。たくさん 作
つ く

りましたから どうぞ。 

          

日
に

本
ほん

人
じ ん

 ：わぁー，いいんですか。 おいしそう。 ありがとうございます。 

いただきます。 

  

  Ａ さ ん ：ちょっと からい かもしれませんが，食
た

べてみてください。                

         それじゃ，失
し つ

礼
れい

します。          

 

 

１．近所
き ん じ ょ

の人
ひ と

と どんなことを 話
は な

したいですか。 

また，どんなことを 聞
き

きたいですか。 

 

 

２．会話例
か い わ れ い

１，２を 練習
れんしゅう

した あと，あなたが 話
は な

したいことを 話
は な

してみましょ 

う。 
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（１）どんなことが 書
か

いてありますか。 

                                    

        盆踊りのお知らせ  

              ○○町会長 山田一郎 
                      

暑中お見舞い申し上げます。 
盆踊りを下記のとおり，盛大に開催いたします。 
皆様お誘いあわせの上，ご参加ください。 

                       
     ■ 日時  8 月 23 日（土）  8 月 24 日（日） 
           午後 7 時～9 時 
 
     ■ 場所  大森八幡神社   
                      ＊小雨決行 
 

＊ 盆踊りの講習会を，8 月 21 日(木)午後 7 時より， 
 大森八幡神社にて行ないます。 
 
 

 

（２）会
かい

話
わ

例
れい

 

 
A さ ん  ：すみません。 

（「小
しょう

雨
う

決
け っ

行
こ う

」を指
さ

して） これは何
なん

という意味
い み

ですか。 

近所
き ん じ ょ

の人
ひ と

 ：ああ，それは「しょううけっこう」と読
よ

んで，「少
す こ

しの雨
あ め

でもやります」

という意味
い み

ですよ。 

A さ ん ：あ，そうですか。 ありがとうございました。 

■ 活
かつ

動
どう

３－分
わ

からないことを 聞
き

こう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                   （３５）地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

する 
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（１） あなたの町
ま ち

で，いつ，どんな 行
ぎょう

事
じ

が ありますか。 

① 町
ま ち

に 出
で

て，掲示板
け い じ ば ん

を 見
み

てみましょう。 

市
し

役所
や く し ょ

などで，多
た

言
げ ん

語
ご

情
じょう

報
ほ う

誌
し

や 地
ち

域
い き

の お知
し

らせを もらって 

きましょう。 

 

② 行
ぎょう

事
じ

について 書
か

いて あれば，協
きょう

力
り ょ く

者
し ゃ

と いっしょに 読
よ

んでみましょ 

う。 

 

③ 自
じ

治
ち

会
かい

では，１年
ねん

間
かん

に どんな行
ぎょう

事
じ

があるか 日
に

本
ほん

人
じ ん

に 聞
き

いて 

みましょう。  

 

④ 協
きょう

力
り ょ く

者
し ゃ

と いっしょに  イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

で 調
し ら

べてみましょう。 

 

 
 
 

（２） 行
ぎょう

事
じ

に 参
さ ん

加
か

して，日
に

本
ほん

人
じ ん

と 話
は な

してみましょう。 

 

 
 

（３） 参
さ ん

加
か

して，どうだったか，みんなで 話
は な

しあいましょう。 

 

   
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

４－行
ぎょう

事
じ

に 参
さ ん

加
か

しよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                   （３５）地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

する 
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・自治会（じちかい）          ・町会（ちょうかい） 

・自治会長（じちかいちょう）      ・町会長（ちょうかいちょう） 

・役員（やくいん）            ・会員（かいいん） 

・会費（かいひ）             ・会報（かいほう） 

・行事（ぎょうじ）             ・親睦（しんぼく） 

・お知らせ（おしらせ）          ・申込書（もうしこみしょ） 

・世帯（せたい）             ・世帯主（せたいぬし） 

 

・入会（にゅうかい）する         ・参加（さんか）する 

・活動（かつどう）する          ・協力（きょうりょく）する 

・準備（じゅんび）する           ・交流（こうりゅう）する 

・開催（かいさい）する          ・延期（えんき）する 

・中止（ちゅうし）する 

 

・小雨決行（しょううけっこう）       ・雨天順延（うてんじゅんえん） 

 

 
 

  

防災訓練 

（ぼうさいくんれん） 

バザー 

（ばざー） 

清掃 

（せいそう） 

 

掲示板 

（けいじばん） 

  

回覧板 

（かいらんばん） 
商店街 

（しょうてんがい） 

集会所 

（しゅうかいじょ） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－地
ち

域
い き

に 関
かん

する ことば・表
ひょう

現
げ ん

 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                   （３５）地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

する 

盆踊り 

（ぼんおどり） 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（3501050）「自治会の会員になる」 

（3501100）「行事に参加する」 

 

教室活動の目標 

－地域社会に参加して住民とつながりをもつ。 

 

教室活動のねらい 

－自治会参加の意思を伝えることができる。（活動２） 

－参加の方法について質問することができる。（活動２）） 

－行事について情報を得ることができる。（活動３ 活動４） 

   －行事を通じてほかの会員と交流できる。（活動４） 

 

・ 日本に来て間もない外国人にとって，日本社会に溶け込むきっかけは見つけにく

いものです。長年日本に住んでいる外国人でも，人によっては同じかもしれません。

自治会に入って，災害に備えて防災訓練に参加したり，夏祭りや町会のバザー

などに協力したりすることで，多くの住民とつながることができるでしょう。ここでは，そ

のための足掛かりを提示しています。また自治会主催のほかにも，商店街や地

域の学校主催の催し，区や市が主催するフェスティバルなど，様々な地域の取

り組みをここで紹介しておくと，よいでしょう。 

 

・ 地域によって，多言語での生活情報の冊子や災害対策の冊子を発行している

ところが増えています。そのようなものがあれば，地域の出張所などに置いてある

ので，学習者に配布し，何がどこに書いてあるかを皆で確認しながら一度目を通

しておくと，役に立つでしょう。 

 

 

 

指導ノート 
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活動前に確認しておくこと 

－地域の自治会の活動内容 

－地域の防災訓練などの日程 

 （外国人向け防災訓練や防災教室がある自治体もあります） 

－自治会主催以外の地域の催し 

準備する素材 

－学習者の居住地域の自治体が発行している地域の多言語情報誌など 

－（もしあれば）地域の自治会入会申込書 

－地域のお知らせ情報（街の掲示板のお知らせや回覧板のお知らせなど） 

－活動１で使用する台形のカード（画用紙または厚紙で，学習者一人につき 

６枚ずつ） 

 

教室活動の展開の説明 

 
 
 
 

 
 

・ 「イラスト・写真シート」（p.189）を見せて，それぞれ，何をしているのか，見たことがあ

るか，どんな人たちが参加していると思うかなど聞いてみましょう。服装や周りの様

子などから，季節を想像してもらってもいいかもしれません。ほんの一部ではありま

すが，年間を通していろいろな活動があることが見えてきます。しばらく，「イラスト・

写真シート」（p.189）について，やり取りした後で，これが自治会または町会(町内

会)の活動であることを伝えてください。そして，学習者が地域の人たちと現在どの

ような関係にあるか，話してもらいましょう。さらに可能であれば，自国の町で自治

会のような組織があるか，または住民同士のつながりはどのようになっているかな

どについて聞いてみてはいかがでしょうか。 

 

＜問いかけ例＞   

「近所の人に挨拶しますか」 

「近所の人と話しますか。どんなときに話しますか。何を話しますか。」 

「あなたの町で盆踊りやバザーなど見たことがありますか」 

●イラスト・写真シート 

私も いっしょに （p.189） 

イメージをつかむ 
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   「町の盆踊りやお祭り，防災訓練に参加したことがありますか」 

「あなたの国では町会がありますか。」 

「あなたの国では町でどんなことをしますか。」 

 

 

 

 

 

 
・ ここではまず，地域住民とつながることによって，どんないい点があるかを考えるこ

とで地域社会への参加の動機付けを行います。近所の人と知り合いになっておく

と，日常生活でのちょっとしたやり取りで，住みやすい環境作りができるとともに，

防犯や，いざというときにも心強いものです。また地域住民との絆は，地震など災

害が起こった時の物心両面での支えにもつながります。 

 

・ 地域住民とよりよい関係を築くためのイメージトレーニングとして，個々に何が大切

かを考えてもらいます。完成したら，ほかの学習者のものと比べ，簡単な意見交

換をすることで，コミュニケーションで大切なことを意識してもらうことを目的としてい

ます。もちろん，日本語初級者にとって，カードに思っていることを書くことは難しい

でしょう。「笑顔（smile）」，「ゆっくり（slow）」，「はっきり（clear）」，「目を見る」など簡単

な言葉，あるいは絵でも構いません。意見交換と言っても，自分が大切だと考え

ていることが身振り手振りでも伝えられればそれでよいでしょう。指導者や協力者も

いっしょに参加するつもりで進めてください。 

 
・ 学習者一人につき６枚ずつ，画用紙または 

厚紙で作成した台形のカード（右図参考）を 

配布してください。並べ方など示すために， 

一組余分に作成しておくとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動シート 

・活動１－大切なことは？ （p.190） 

体験・行動する 
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・ ここでは，近所の人とのちょっとした会話の場面を提示しています。ゴミ出しのとき

と相手の家に自国の料理を持って行ったときの会話が示してありますが，このほか

にも，店や駅で会ったとき，回覧板を回す時など，会話の場面はいくつもあるので，

様々な場面を設定して，会話を練習してみてください。 

 

・ 会話例１では，自治会参加の意思を伝えています。この後の流れとして，自治

会役員の人が訪ねてきて，簡単に自治会の説明（会費など）をし，学習者は申

込書の記入を求められて記入する，その際，分からない部分を聞く，そのほかに

聞きたいことを質問する，などのタスクが考えられます。必要に応じて，会話練習

を行ってください。自治会の入会方法は地域によって様々で，自治会の役員や

町会長に直接連絡すればそれでよいというところもあるようです。申込書を記入す

る場合も，フォームは一定ではありません。ただ，基本的な住所，氏名，電話番

号，日付はいつでも書けるように，しておきたいものです。一例として以下のフォー

ムをあげておきますので，ここで練習しておくとよいでしょう。 

 

 

自治会加入申込書  

                            平成  年  月  日  

自治区長 殿 

世帯主氏名   

住所   

電話番号   世帯の 

人 数  

人 

  
   自治会に加入したいので，申し込みます。 

  

 

■活動シート 

・活動２－近所の人と話してみよう（p.191～192） 

体験・行動する 
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 この申込書では，日付は元号で書くようになっています。西暦のほか，元号でも

書けるようにしておくとよいでしょう。自治会は世帯単位で入るところが多く，その

場合は世帯主，世帯人数を書くようになっています。「世帯」という語彙も，押さ

えておいてください。地域の自治会の加入申込書がもし手に入れば（インターネ

ットからダウンロードできるようになっているものもあります。），実際にそれに記入し

てみるとよいでしょう。 

 

・ 自治会は，地域住民の自主的な意思に基づき，地域を快適で住みよくするた

めに結成された任意の団体で，コミュニティ作りの中心的な存在です。加入は強

制ではないとはいえ，ゴミの収集や防犯パトロールなどその地域に住む限り，多く

の恩恵にあずかっています。 

・ 学習者がその地域住民とつながりを持つことが日本社会で生活していく第一

歩であり，自治会加入はその足掛かりとなります。 

 

・ 会話例２では相手の家を訪問する場面を提示しています。自国の料理を持っ

て行くほかに，果物や食材など，自国からたくさん送られてきたり，友だちからもらっ

たりしたものをお裾分けする場面なども考えられます。また，分からないことを聞くた

めに隣の家を訪ねることもあるかもしれません。訪問時の挨拶，話題，終わりの挨

拶の流れがスムーズにいくように，必要と思われる場面をいくつか設定して，練習

してみてください。 

 

 多言語情報例 

  文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』 

p.61  自治会 

 

 

 
 
 
 

・ 

・ 町の情報は，チラシやポスター，回覧板など，書かれたものが中心です。ここで

は，それらを見て分からないことを臆することなく聞けるようにすることを目指していま

す。 

・ 「盆踊りのお知らせ」を見て，学習者にまず何が書いてあるか推測してもらいましょ

う。学習者が分かるのは恐らく，日付と時間の部分くらいではないでしょうか。漢字

■活動シート 

・活動３－分からないことを聞こう （p.193） 

体験・行動する 
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が分からなくても，例えば，これは開催場所だということが分かれば，それも有用な

情報収集です。 

 

・ 会話例では，「これは，何という意味ですか」というフレーズがポイントです。ただ，

この発話が難しい，あるいは覚えられないという学習者には，指差して「これは何

ですか」と質問できれば，十分です。聞かれた日本人は，読み方や意味を話して

くれるでしょう。分からないことを聞いて，とにかくそれが分かるようになることが大切

です。この「盆踊りのお知らせ」を使って，指導者または協力者が相手になって，

学習者に分からないところを質問してもらってください。 

・ 日本語が分からないゼロ初級に近い学習者には辞書で内容を示してあげるとよ 

いでしょう。 

 

・ 実際の地域の「お知らせ」を持参して，皆で，どんなことが書かれているか推測し

た上で，分からないことばを質問してもらうのも有用でしょう。推測することも一つのト

レーニングとなります。 

 

 

 

 

 

 

・ （１）は，町でどのような行事があるのか，指導者または協力者と一緒に調べるこ

とで，地域の行事に興味を持ってもらい，身近に感じてもらうことがねらいです。町

に出る時も指導者または協力者が同行してください。掲示板にはこのような情報

があるなど実地で説明できるよい機会となるでしょう。（前もって下見をしておくとい

いかもしれません。）市役所や出張所などにどのような情報誌が置いてあるか，

多言語情報誌はあるかなども前もって調べておくとよいでしょう。 

 

・ 指導者や協力者が所属している自治会についての行事を年間で把握しておき，

自分の体験や行事の様子など伝えてあげるとよいでしょう。年間を通して大体ど

のような行事があるか，学習者が知っておくのも大切です。 

 

・ 町や区，市の行事はインターネットでも調べられることが多くなっています。自治会

についても載せているところがあるようです。学習者にとって，日本語でネット検索

をしてみるよい機会となりますので，ぜひともここで一緒にやってみてください。 

 

■活動シート 

・活動４－行事に参加しよう （p.194） 

体験・行動する 
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 ・ （２）で実際いん行事に参加する際，どのような行事でも構いませんが，できれ

ば防災訓練や清掃ボランティアなど，日本人とコミュニケーションする場面が多く

ある行事の方が地域住民とつながりを持ちやすいでしょう。学習者が一人で参加

するのが心細いようであれば，友だちといっしょに参加することを勧めてみましょう。

外国人の方の参加は地域住民に大いに歓迎されるに違いありません。そこで日

本人とコミュニケーションして，お互いに知り合いになれれば，学習者も大いに自

信が持てるのではないでしょうか。とにかく参加したことで，大きな第一歩を踏み出

したと言えるでしょう。 

 

・  （３）は全ての学習者が一通り行事の参加を体験してから行います。いつ，どこ

で，どんな行事に参加したか，そこで何をしたか，日本人とどんなことを話したか，

参加してどう思ったかなど，話し合うとよいでしょう。学習者の日本語レベルに応じ

て（初心者レベルの学習者であれば，絵を描いたり，身振り手振りを取り入れるな

ど），適宜対応してください。同じ外国人として，地域とつながりを持つヒントがお互

いに得られるのではないでしょうか。 

 

 
 

 

 

  

・ ここでは自治会（町会）の行事に関することば，お知らせなど印刷物によく出てくる

ことばや表現を中心に取り上げています。ほかにも授業中の学習者との会話や

印刷物などで出てきたことばなどもよく使われるものはここで学習しておきましょう。

「～する」といように最後が「する」で終わる動詞が多く出てくるのも特徴です。 

 
 

 
・ 活動４では，地域の行事に参加して，地域住民とつながりを持つことを目指しまし

た。地域住民とつながりが持てたら，今度はさらに一歩進んで，行事に積極的に

関わってみることを勧めてみてはいかがでしょうか。（例えば，バザーのときに国の

料理を作って売ったり，盆踊りの会場作りをしたりなど。） 

・ 地域住民との様々な交流は，学習者の日本での生活を豊かにしてくれることでし

ょう。 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－地域に関することば・表現（p.195） 

ことば・表現を知る 

発展的な活動 
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取り上げる生活上の行為の事例 

 
 
 
 

 
 
 
（4401010）「余暇を過ごす場所や利用方法を知る」 

（4401070）「適当な人からアドバイスをもらう」 

(4402080)「同僚や周囲の人からの口コミ情報を得る」 

(4403030)「公共施設の利用方法を尋ねる」 

 

 

・情報を得て，余暇を楽しむ 

 

 

・外出や余暇の計画について人に相談できる 

・知人の話から必要な情報を取ることができる 

・地域の公共施設で，自分の希望を伝え，説明の内容を理解することができる 

●イラスト・写真シート

・私の楽しみ(p.204)

■活動シート

・活動１－どこかいいところはありますか（p.205）

・活動２－私の好きなこと（p.206）

・活動３－行ってみよう 調べてみよう
やってみよう（p.207～208）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－余暇に関することば・表

現（p.209）

・発展的な活動

（４４） 余暇
よ か

を楽
た の

しむ 

指導 

ノート 
（p.210～215） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

教室活動の目標 

教室活動のねらい 

発展的な 

活動 
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● 私
わたし

の 楽
た の

しみ 

イメージ（いめーじ）をつかむ                             （４４）余
よ

暇
か

を 楽
たの

しむ 

※つづき交流ステーション地域活動・サークル紹介 http://www.city-yokohama-tsuzuki.net/station/marblestar/chiiki/topindex.html 
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（１） 休
やす

みの日
ひ

に どんなところに 行
い

ったか，どこが よかったか，友
と も

だちと  

話
は な

し合
あ

いましょう。 

 

 

 

 

（２） 日
に

本
ほん

人
じ ん

に あなたの希
き

望
ぼ う

を 言
い

って，いいところを 教
お し

えてもらって 

ください。 

 

（３）会
かい

話
わ

例
れい

 

 

  

Ａ さ ん ： こんどの休
やす

みに 友
と も

だちと 出
で

かけたいです。 

静
し ず

かなところで，どこか いいところは ありますか。 

 日
に

本
ほん

人
じ ん

  ： ○○庭園
て い え ん

は どうですか。 緑
みどり

も たくさんあるし，大
おお

きな池
いけ

も 

ありますよ。人
ひ と

も 少
す く

ないですから のんびり できますよ。 

 

  Ａ さ ん ： いいですね。どこに ありますか。 
                                    

 日
に

本
ほん

人
じ ん

  ： △△駅
え き

の すぐそばにあります。 

 

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
ど う

１－どこか いいところは ありますか 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                        （４４）余
よ

暇
か

を 楽
たの

しむ 
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（１） 好
す

きなこと，趣味
し ゅ み

を，友
と も

だちと 聞
き

きあいましょう。 

 

 

 

 

 

 

（２） 自分
じ ぶ ん

の 好
す

きなことを 紹介
しょうかい

しましょう。 

前
ま え

に やっていたこと でも ＯＫです。 写真
し ゃ し ん

や，品物
し な も の

を もってきて， 

みんなに 見せながら，話
は な

してみましょう。 絵
え

を 描
か

いて  

話
は な

してもいいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

                    

 

 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

２－私
わたし

の好
す

きなこと 

 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                        （４４）余
よ

暇
か

を 楽
たの

しむ 
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（１） 

① 市
し

民
みん

会
かい

館
かん

，公
こ う

民
みん

館
かん

，スポーツセンター，図
と

書
し ょ

館
かん

など，あなたが 行
い

って 

みたいところに 行
い

って，そこで どんなことが できるか 聞
き

いたり，資
し

料
りょう

を 

集
あつ

めたり してみましょう。開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

や，休
やす

みの日
ひ

 なども 調
し ら

べましょう。 

 

 

 

 

② それぞれ 調
し ら

べてきた ことを，発
は っ

表
ぴょう

しあいましょう。 

 

 発表例
はっぴょうれい

 

  

 

私
わたし

は，○○スポーツセンターに 行
い

きました。 

 利
り

用
よ う

時
じ

間
かん

は 午
ご

前
ぜん

9時
じ

から 午後
ご ご

10時
じ

まで です。 

 休
やす

みの日
ひ

は 年
ねん

末
ま つ

年
ねん

始
し

 です。 

      トレーニングルームで トレーニングマシンを 使
つか

うことが できます。 

      １回
かい

 330円
え ん

 です。 

  〇○スポーツセンターは 駅
え き

の 近
ち か

く ですから，とても 便利
べ ん り

 

です。 

 
                   

■ 活
かつ

動
どう

３－行
い

ってみよう  調
し ら

べてみよう  やってみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                        （４４）余
よ

暇
か

を 楽
たの

しむ 
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③ もらってきた 資
し

料
りょう

や チ
ち

ラ
ら

シ
し

を 見
み

せ合
あ

って，日
に

本
ほん

人
じ ん

協
きょう

力
り ょ く

者
し ゃ

と  

いっしょに，さらに どんなことが あるか，どんなことが できるか， 

調
し ら

べてみましょう。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

（２） 行
い

ってみたい ところ，参
さ ん

加
か

してみたい ところ，やってみたい ことを， 

ぜひ 実
じ っ

行
こ う

してみましょう。友
と も

だちと いっしょに 計
けい

画
か く

を 立
た

てるのも 

いいでしょう。 
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・卓球（たっきゅう）             ・バレーボール（ばれーぼーる）   

・サッカー（さっかー）           ・テニス（てにす）  

・バドミントン（ばどみんとん）       ・エアロビクス（えあろびくす）  

・ダンス（だんす）             ・カラオケ（からおけ）      

・ハイキング（はいきんぐ）         ・ピクニック（ぴくにっく）  

・料理（りょうり）               ・生け花（いけばな） 

・釣り（つり）                 ・映画（えいが）       

・読書（どくしょ）              ・音楽（おんがく）     

・園芸（えんげい）             ・買い物（かいもの） 

・動物園（どうぶつえん）         ・水族館（すいぞくかん）  

・美術館（びじゅつかん）         ・博物館（はくぶつかん）  

・遊園地（ゆうえんち）           ・庭園（ていえん） 

・開館（かいかん）             ・閉館（へいかん）    

・休館（きゅうかん）            ・利用時間（りようじかん）  

・休日（きゅうじつ）             ・祝日（しゅくじつ） 

・年末年始（ねんまつねんし）      ・会員（かいいん）    

・入会（にゅうかい）            ・退会（たいかい）         

・申し込み（もうしこみ）          ・入場料（にゅうじょうりょう）    

・入館料（にゅうかんりょう） 

 
 

   

 
図書館 

（としょかん） 

 
  

公民館 

（こうみんかん） 
体育館 

（たいいくかん） 
運動場 

（うんどうじょう） 

 
プール 

（ぷーる） 

 

 
公園 

（こうえん） 

   神社・寺 

（じんじゃ・てら） 

温泉 

（おんせん） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－余
よ

暇
か

に 関
かん

する ことば・表
ひょう

現
げ ん

 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                        （４４）余
よ

暇
か

を 楽
たの

しむ 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（4401010）「余暇を過ごす場所や利用方法を知る」 

（4401070）「適当な人からアドバイスをもらう」 

（4402080）「同僚や周囲の人からの口コミ情報を得る」 

（4403030）「公共施設の利用方法を尋ねる」 

 

教室活動の目標 

－情報を得て，余暇を楽しむ 

教室活動のねらい 

－外出や余暇の計画について人に相談できる。（活動１） 

－知人の話から必要な情報を取ることができる。（活動１，活動２，活動３） 

－地域の公共施設で，自分の希望を伝え，説明の内容を理解することが 

できる。（活動３） 

 

・ 学習者たちは余暇をどのように過ごしているでしょうか。仕事で疲れて一日中寝た

り，掃除やたまった洗濯をしたりして，自分の楽しみを持つ余裕などないかもしれま

せん。ここでは余暇をテーマとして取り上げ，世界を広げることを提案します。 

 

活動前に確認しておくこと 

－休みの日などに気軽に行ける場所，観光地 
－公民館や市民会館などで行われている講座や活動 

－公共の施設（図書館，公民館，スポーツセンターなど）の利用方法 

 

準備する素材 

－地域の催しやサークル，講座などが掲載されている情報誌や広報紙など 

   －指導者や協力者の趣味を紹介する写真や実物など 

－公共の施設の案内や場所が分かる簡単な地図及び図書館カードの実物 

など 

指導ノート 
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教室活動の展開の説明 

 
 
 
 

 
・ イラスト・写真シートを見せる前に，学習者に休みの日はどのように過ごしているか

聞いてみましょう。また，指導者や協力者も自分の休日の過ごし方を話してみるの

もいいでしょう。指導者や協力者の話に合わせ，学習者からも自然に話が出てく

ることでしょう。 

・ 次に「イラスト・写真シート」（p.204）を見せて，これは何か，何をしているところか，こ

のような経験があるかなど聞いてみましょう。また，ほかにどんなことをしたことがある

か，どんなことが好きか，どんなことをしてみたいかなど，話してもらいましょう。 

   

＜問いかけ例＞ 

「休みの日は何をしますか」 

「休みの日にどこに行きましたか」 

「何をするのが好きですか」 

「時間があったら，何をしたいですか」 

 

 
 
 
 
 

（１） まず，始めに学習者それぞれに，休みの日にどこへ行ったことがあるか，どこが 

良かったか，思い出してもらいます。学習者同士ペアになり，お互いに行ったとこ

ろ，良かったところを聞き合います。公園でも外国食材の店でも何でも構いません。

できるだけたくさん出してもらい，学習者同士共有するといいでしょう。 

 

（２） ここでは，自分の希望を伝えて，身近な日本人にお勧めのところを聞くという会

話を提示しています。近くのちょっとした憩いの場所や穴場などはやはり地域の人

がよく知っています。このような問いかけは，挨拶などで顔見知りになった日本人と

話すきっかけにもなることでしょう。会話例を練習したあとは，指導者または協力者

が近所の人役になって，学習者の希望に沿った場所を答えてあげてください。会

●イラスト・写真シート 

・私の楽しみ （p.204） 

■活動シート 

・活動１－どこかいいところはありますか （p.205） 

イメージをつかむ 

体験・行動する 
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話例では，Ａさんが「静かなところで」と希望を出していますが，学習者の希望によ

って，「空気のいいところ」「自然があるところ」「買い物ができるところ」など表現を

変えて練習するといいでしょう。 

 

・ 少し話せる学習者同士であれば，会話例でペアワークしたあと，さらに自由に会

話を続けてみるのもいいでしょう。おもしろい展開になるかもしれません。 

 

・ この会話例では，近場を取り上げていますが，このほかにも遊園地や動物園，水

族館，博物館など，また少し足を延ばして日帰り温泉旅行なども写真を見せなが

ら紹介しておいてはいかがでしょうか。学習者から多くの発話が期待でき，また「入

場料」や「入館料」「休館日」「交通費」などのことばを覚えるいい機会ともなるで

しょう。 

 

・ 人を介して情報を得るほかに，地域によっては，出張所や市役所などに多言語

の情報誌や，国際交流イベントなどのチラシが置いてあるところもあります。それら

を実際に教室で見せても大いに役立つでしょう。また観光案内所によっては，外

国人向けの多言語のパンフレットを用意しているところもあります。出張所や市役

所，観光案内所などに行って，多言語の冊子やパンフレット，チラシなどをもらっ

てくるというタスクを課し，教室で持ち寄ったものをみんなで読んでみるのも楽しいで

しょう。 

 

 
 
 
 
 
 
（１） 学習者同士あるいは協力者も含めて，お互いに趣味，または好きなことを聞き

合います。できれば，好きな理由も聞くとよいでしょう。趣味や好きなことについて

話し合うことで，互いに親近感を持ち，理解が深まることでしょう。ここでは「趣味は

何ですか。」「どうして○○が好きですか。」など質問できるようにしておきましょう。 

 

（２） このタスクでは，学習者が前もって品物や写真を準備しておきます。したがって

数日前の予告が必要となります。 

 

 

■活動シート 

・活動２－私の好きなこと（p.206） 

体験・行動する 
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・ ここでは，品物あるいは写真などを見せながら，自分の好きなこと，趣味を皆に紹

介します。紹介すると言っても，品物あるいは写真があるので，そんなに難しいこと

ではありません。例えば，楽器であれば，「これは～です」「音がきれいです」など発

話して，楽器を鳴らせばそれだけで聞いている方は楽しいものです。学習者の日

本語レベルが高ければ，それだけ詳しい説明ができることでしょう。今，特に趣味な

どないというのであれば，昔好きだったこと，やっていたことでも構いません。皆に向

けて発表する前に，個別に少し練習時間を取ってください。それぞれの学習者に，

これがあればもっと分かりやすい，覚えておくと便利な語彙・表現を，ここで個々に

覚えてもらいましょう。そして，発表時に皆で共有するとよいでしょう。実物や写真を

見ることで，自分もやってみたくなるかもしれません。共感や質問など活発な発話

が期待されますので，そこでも大いに日本語の語彙や表現を広げてください。 

 

・ 学習者が発表する前に，まず指導者や協力者が，自分の趣味などを，写真や

実物（楽器や作品など）を見せながら，紹介してみるとよいでしょう。学習者が大

いに興味を持つとともに，発表の実際が分かり，スムーズに進めることができるの

ではないでしょうか。また発話も大いに広がることでしょう。 

 

 

 
 
 
 
 
・ 地域には市民(区民)会館，公民館，スポーツセンター，体育館，運動場，図書

館など，さまざまな公共施設があります。ここでは，それぞれの学習者が，自分が

行ってみたいところに実際に足をのばし，そこでどんなことができるのかを，開館時

間や閉館時刻，休館日なども含めて調べてくるタスクを提示しています。これは基

本的に学習者だけで行うことを想定しています。指導者はあらかじめ，各場所の

情報を調べておいてください。 

・ 出発前に，学習者は自分の調べたいこと，聞きたいことをあらかじめメモ（自国語

でも構いません）しておくとよいでしょう。職員の人に話を切り出す，質問をする，お

礼を言う，などの流れも簡単に練習しておきましょう。（開館/閉館時刻など，その

場に明記してあるものは聞く必要はありません。）  

 

 

 

■活動シート 

・活動３－行ってみよう 調べてみよう やってみよう （p.207～208） 

体験・行動する 
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以下に例を示します。 

 

＜「話の切り出し方」の表現の例＞ 

「ちょっとすみません。」 

 

＜質問の例＞ 

「ここにはどんなサークルがありますか。」 

「ここで，どんなスポーツができますか。」 

「初めてでも大丈夫ですか。」 

「本は何冊借りられますか。」 

 

＜お礼の表現の例＞ 

「ありがとうございました」 

 

・ 時間があれば，図書館の利用については，指導者または協力者が地域の図

書館に同行して一緒に見て回るとよいでしょう。公共施設を利用する手始めとし

て，図書館カードを発行してもらい，本やＣＤを借りてみるということをタスクにしては

いかがでしょうか。図書館カードの発行には申込書の記入も必要です。それも含

めて，そこで本が何冊借りられるか，どのくらいの期間借りられるかなど，自分で

やり取りして聞いてくるというのも，自信につながるでしょう。 

    

・ 調べてきたことを発表し合い，学習者同士，情報を共有します。発表例に示した

基本的な情報のほか，感想なども入れて発表してもらうといいでしょう。 

 

・ 学習者がもらってきた資料を皆で読んでみましょう。日本語で書かれた情報を読

み取るのは難しいと思いますが，まず，学習者にできるだけ推測してもらい，その

後で，大切な部分をピックアップして内容を取っていく作業に入ってみてください。

始めはなかなか推測することも大変かもしれませんが，よく出てくる語彙や表現

（漢字が読めなくても，目にするだけでも）に慣れていけば，少しずつ見当がつくよう

になってくるのではないでしょうか。 

・ あらかじめ指導者または協力者が手に入れておいた資料（学習者に有用だと思

われるもの，例えば国際交流会のチラシ，日本語教室の案内など）もここでいっし

ょに読み，情報提供の機会にするとよいでしょう。 
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・ ここでは，公共施設を実際に見て情報を取って来るということに重点を置いてい

ますが，パソコンが準備できれば，その後で，指導者または協力者が学習者と

一緒にインターネットで検索して，調べてみるのもよいでしょう。 

 

・ 学習者が行ってみたい，してみたい，始めてみたいことがあったら，背中を押して

あげましょう。 そして，学習者が体験してきたら，どうだったか，ぜひ聞いてみましょ

う。皆で聞き合えば，互いにいい刺激になり，世界が広がることでしょう。 

 

 多言語情報例 

例）文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』 

     P.63～65 「２．カレンダーと年中行事」 

     P.75～77 「５．国際交流協会～知る・出会う・学ぶチャンスがそこにある」 

     P.79～81 「６ 公共施設・公共サービス～上手に利用して，楽しく過ごそう」 

 
 
 

 
 

 

 

  

・ 余暇に関することばは幅広く際限がないので，ここでは施設の名前，趣味の内

容，余暇を利用して行ける場所，施設利用に関することばを中心に取り上げてい

ます。これ以外にも，チラシやパンフレットなどからよく使われるものは取り上げて，

覚えるようにするとよいでしょう。 

  

 

 
 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－余暇に関することば・表現（p.209） 

 
 
 
 

 
P.95～113「２ 日本語学習の場所」「インターネットサイトの案内」 

ことば・表現を知る 
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（4501020）「郵便局のシステムを理解する」 

（4501100）「手紙や葉書を書いて送る」  

（4501120）「不在配達通知に対応する」 

   

 

・郵便局のサービスを知り，必要に応じて利用することができる 

 

 

 

・切手やはがきなどを買うことができる 

・手紙や小包などを送ることができる 

・不在配達通知に対応することができる 

 

●イラスト・写真シート

・郵便局では何ができますか？（p.217）

■活動シート

・活動１－局員さんと話してみよう

（p.218～219）

・活動２－再配達を依頼しよう（p.220～221）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－郵便局の商品・サービ

スなど（p.222～223）

指導 

ノート 
（p.224～226） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動のねらい 

教室活動の目標 

（45） 郵
ゆう

便
びん

・宅
たく

配
はい

便
びん

を利
り

用
よう

する 
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● 郵
ゆう

便
びん

局
きょく

では 何
なに

が できますか 

イメージ（いめーじ）をつかむ                       （４５）郵
ゆう

便
びん

・宅
たく

配
はい

便
びん

を利
り

用
よう

する 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

１  

( 「これ，お願
ねが

いします。」) 

 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： すみません。これ，お願
ねが

いします。 

局
きょく

  員
いん

 ： 航
こう

空
くう

便
びん

ですね。（重
お も

さを量
はか

る） 90円
えん

です。 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： 90円
えん

ですね。はい。（払
は ら

う） 

 
 

（２）会
かい

話
わ

例
れい

２   

(「～ ください。」) 

 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： すみません，80円
えん

切
きっ

手
て

 10枚
まい

 ください。 

局
きょく

  員
いん

 ： 80円
えん

切
きっ

手
て

 10枚
まい

ですね。 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： はい。 

局
きょく

  員
いん

 ： 800円
えん

に なります。 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

 ： はい。（1000円
え ん

札
さ つ

を出
だ

す） 

局
きょく

  員
いん

 ： 1000円
えん

 お預
あず

かりします。 

        200円
えん

の お返
かえ

しです。（渡
わた

す） ありがとう ございました。 

 

 

■ 活
かつ

動
どう

１－局
きょく

員
いん

さんと 話
はな

してみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                  （４５）郵
ゆう

便
びん

・宅
たく

配
はい

便
びん

を利
り

用
よう

する 
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（３）話
はな

してみよう（ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

Ａさん 

・ 局
きょく

員
いん

です。窓
まど

口
ぐち

で 客
きゃく

の 注
ちゅう

文
もん

を 受
う

けてください。 

Ｂさん 

・ ○○を （安
やす

く／速
はや

く） 送
おく

りたいです。窓
まど

口
ぐち

で 局
きょく

員
いん

に 

注
ちゅう

文
もん

してください。 

Ａさん 

・ 局
きょく

員
いん

です。窓
まど

口
ぐち

で 客
きゃく

の 注
ちゅう

文
もん

を 受
う

けてください。 

Ｂさん 

・ ○○を △枚
まい

 買
か

いたいです。窓
まど

口
ぐち

で 局
きょく

員
いん

に 注
ちゅう

文
もん

し

てください。 

① ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

 １ 

②ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

 ２ 
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■ 活
かつ

動
どう

２－再
さい

配
はい

達
たつ

を 依
い

頼
らい

しよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                  （４５）郵
ゆう

便
びん

・宅
たく

配
はい

便
びん

を利
り

用
よう

する 
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「すみません，ご不
ふ

在
ざい

連
れん

絡
らく

票
ひょう

って 何
なん

ですか。」 
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・郵便（ゆうびん） ・宅配便（たくはいびん） 
・貯金（ちょきん） ・宅急便（たっきゅうびん） 
・保険（ほけん） ・配達（はいたつ） 
・記念切手（きねんきって） ・再配達（さいはいたつ） 
・往復はがき（おうふくはがき） ・不在（ふざい） 
・エコーはがき（えこーはがき） ・通知（つうち） 
・絵入りはがき（えいりはがき） ・連絡票（れんらくひょう） 
・年賀はがき（ねんがはがき） ・ポスト（ぽすと） 
・かもめ～る  

 

切手 

（きって） 

   

 

 

手紙／封書 
（てがみ／ふうしょ） 

葉書 

（はがき） 

書留 

（かきとめ） 

速達 

（そくたつ） 

 
郵便書簡 

（ゆうびんしょかん） 

 

 

  

レターパック 

（れたーぱっく） 

ゆうパック 

（ゆうぱっく） 

ゆうメール 

（ゆうめーる） 

小包 

（こづつみ） 

 

ＥＭＳ 

（いーえむえす） 

 

※1 

  

 
航空便 

（こうくうびん） 

ＳＡＬ便 

（さるびん） 

船便 

（ふなびん） 

航空書簡 

（こうくうしょかん） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－郵
ゆ う

便
びん

局
きょく

の 商
しょう

品
ひん

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

 など 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                  （４５）郵
ゆう

便
びん

・宅
たく

配
はい

便
びん

を利
り

用
よう

する 

※1 

 ※1 ＋ 
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・暑中・残暑見舞はがき（しょちゅう・ざんしょみまいはがき） 

・（記
き

念
ねん

切
きっ

手
て

）ありますか。 

・（往
おう

復
ふく

はがき）ください。 

・これ，お願
ねが

いします。 

・速
はや

く 送
おく

りたいです。 

・どのくらい かかりますか。 

・（船
ふな

便
びん

）では どのくらい かかりますか。 

・何
なん

日
にち

ぐらい かかりますか。 

・遅
おそ

くても いいです。 

・安
やす

く 送
おく

りたいです。 

・いくらですか。 

・（ＳＡＬ
さ る

便
びん

）では いくらですか。 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（4501020）「郵便局のシステムを理解する」 

（4501100）「手紙や葉書を書いて送る」  

（4501120）「不在配達通知に対応する」 

 

教室活動の目標   

－郵便局のサービスを知り，必要に応じて利用することができる。 

 

教室活動のねらい  

－切手やはがきなどを買うことができる。 

－手紙や小包などを送ることができる。 

－不在配達通知に対応することができる。 

 

・ 近年は電子メールやインターネット回線を利用した無料電話の普及など情報通

信手段が大きく変わりつつあり，郵便を利用する機会は少なくなっているかもしれ

ません。しかし，例えば求職の際に履歴書や職務経歴書を郵送したり，お世話に

なった人や出身の知り合いなどに手紙や小包を送ったりする場合もあるでしょう。

また，自分自身では送らなくても，誰かがを送ってきたものを受け取る可能性もあり

ます。そのようなときに，どう対応すればいいでしょうか。ここでは，そうした場面での

行動を練習してみましょう。 

 
 
 
 
 
 
・ 最初にイラスト・写真「郵便局では何ができますか」（p.217）を学習者と一緒に見

ながら，日本語または学習者の母語などで，以下のようなやり取りをしてみましょ

う。 

指導ノート 

●イラスト・写真シート 

・郵便局では何ができますか（p.217） 

イメージをつかむ 
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 ＜やり取りの例＞ 

「これは何ですか。ここで何ができますか。（地域の）どこにありますか。」 

「よく利用しますか。家族の中では誰が利用しますか。どんなときに利用します 

か。出身ではどうでしたか。」  

「利用するとき，日本語を使いますか。また，局員の日本語は分かりますか。」 

 

・ このようなやり取りを通じて，学習者が日常生活の中で郵便局をどの程度利用し

ているか，またその実際場面で日本語をどの程度理解または使用しているかに

ついて把握できるでしょう。学習者自身が持つ郵便等に関するイメージが構造化

され，活性化されるだけでなく，指導者が今後の活動展開を考えていく上で，きっ

と役に立つはずです。 
 
 
  
 
 
 
・ 「活動１」の会話例（１）や会話例（２）を使ってキーフレーズを確認し，学習者の

日本語レベルや地域の状況などに応じて適宜アレンジした上で，ロールプレイを行

います。 

・ 会話例（１）は手紙や小包などを送るときの表現ですが，切手やはがきなどを買

うときにも広く応用することができます。買いたいものを日本語でうまく言えない段

階の学習者に用件のメモを渡し，窓口でたった一言「これ，お願いします。」と言

ってメモを提示すれば，意図は局員にも通じますから，必要なものを買ってくるとい

う行動を達成することができるはずです。生活者としての学習者にとって，より重要

なのは，日本語を正確に発話することではなく，目標行動を達成することです。

現段階での日本語レベルに応じて，実生活に役立つ練習を工夫してください。 

・ 会話例（２）は切手やはがきなどを買うときの表現です。学習者のニーズなども勘

案して，よく使う語彙を取り上げましょう。 

・ ロールプレイに際しては，ことば・表現「郵便局の商品・サービスなど」（p.222）にあ

る写真・イラストをコピーして切り離し，それらを示すことでロールプレイを始める方法

もあります。そうすることで，語彙表現の確認・定着練習にもなります。 

 
 

 

 

■活動シート 

・活動１－局員さんと話してみよう（p.218～219） 

体験・行動する 
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・ 「活動２」（p.220～221）の不在配達通知／ご不在連絡票は，まず写真を見て，

いろいろとやり取りをしましょう。 

 

＜やり取りの例＞ 

「これは何ですか。どこに入っていましたか。どうして入っていましたか。これをもら

ったとき，どうすればいいですか。」 

 

・ これを受け取ったときにどうすればいいかは，写真の中にある URL や電話・FAX 番

号，時間などを読み取ることで，ある程度類推できるかもしれません。さまざまな

選択肢があることを一つ一つ確認しつつ，自分ならどの方法を選ぶか，学習者

自身に考えてもらった上で，必要な行動を練習していきましょう。 

 
 
 
 
 
 

 

・ 「ことば・表現－郵便局の商品・サービスなど」（p.222～223）は，郵便局で取り

扱っている商品やサービスに関連する単語，さらにはそれらを利用する際によく使

う表現などを並べてあります。「活動１」を行う前に，読みと意味を確認するとよい

でしょう。 

・ 国際郵便に関する説明（http://www.post.japanpost.jp/int/index.html）は，日本語だ

けでなく英語・中国語・韓国語・ポルトガル語に切り替えることもできます（2011 年

10月現在）。学習者は，母語または理解可能な言語で詳しい情報を入手するこ

とができれば，郵便サービスをより上手に活用するようになるかもしれません。 

 

■活動シート 

・活動２－再配達を依頼しよう（p.220～221） 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－郵便局の商品・サービスなど（p.222～223） 

体験・行動する 

ことば・表現を知る 
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（4602040）「インターネット検索の方法を人に尋ねて理解する」 

   

 

・インターネットを通じて，必要な情報を得る 

 

 

 

・インターネットの操作に慣れる 

・インターネットを利用する際に注意すべきことを知る 

・検索エンジンを使って，必要な情報を探す 

 
 
 
 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動のねらい 

教室活動の目標 

（46） イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

を 利
り

用
よう

する 

●イラスト・写真シート

・ウェブブラウザと検索エンジン（p.228）

■活動シート

・活動１－多言語のウェブサイトを見て

みよう（p.229～230）

・活動２－行き方を調べてみよう
（p.231～232）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－パソコンとインターネットに

関連することば（p.233～234）

指導 

ノート 
（p.235～237） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 
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※1 

 

 

 

 

※2 

 
 

 

※1 http://www.google.co.jp/  ※2 http://www.yahoo.co.jp/ 

● ウ
う

ェ
ぇ

ブ
ぶ

 ブ
ぶ

ラ
ら

ウ
う

ザ
ざ

 と 検
けん

索
さく

エ
え

ン
ん

ジ
じ

ン
ん

 

イメージ（いめーじ）をつかむ                        （４６）イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ
ト
と
を利

り
用
よう

する 
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（１）例
れい

１： ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

 

 
 
※NHK WORLD English  http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/ 

 
Select language 

Arabic Hindi Russian 

Bengali Indonesian Spanish 

Burmese Japanese Swahili 

Chinese Korean Thai 

English Persian Urdu 

French Portuguese Vietnamese 

 
 
 
 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

１－多
た

言
げん

語
ご

の ウ
う

ェ
ぇ

ブ
ぶ

サ
さ

イ
い

ト
と

を 見
み

てみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                   （４６）イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ
ト
と
を利

り
用
よう

する 
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（２）例
れい

２： 自
じ

治
ち

体
たい

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※小田原市公式ホームページ～市民の力で未来を拓く希望のまち～ 

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/ 

 
›言語を選択 エストニア語 スワヒリ語 フィンランド語 マレー語 

アイスランド語 オランダ語 セルビア語 フランス語 ラトビア語 

アイルランド語 カタロニア語 タイ語 ブルガリア語 リトアニア語 

アフリカーンス語 ガリシア語 タガログ語 ベトナム語 ルーマニア語 

アラビア語 ギリシャ語 チェコ語 ヘブライ語 ロシア語 

アルバニア語 クレオール語(ハイチ) デンマーク語 ベラルーシ語 英語 

イタリア語 クロアチア語 ドイツ語 ペルシア語 韓国語 

イディッシュ語 スウェーデン語 トルコ語 ポーランド語 中国語(簡体) 

インドネシア語 スペイン語 ノルウェー語 ポルトガル語 中国語(繁体)  

ウェールズ語 スロバキア語 ハンガリー語 マケドニア語  

ウクライナ語  スロベニア語 ヒンディー語 マルタ語  
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（１）小
お

田
だ

原
わら

から N
えぬ

H
えっち

K
けー

ス
す

タ
た

ジ
じ

オ
お

パ
ぱ

ー
ー

ク
く

への 行
い

き方
かた

を 調
し ら

べてみよう 
 
 

○N
えぬ

H
えっち

K
けー

ス
す

タ
た

ジ
じ

オ
お

パ
ぱ

ー
ー

ク
く

 

① 何
なん

時
じ

から 何
なん

時
じ

まで 開
あ

いていますか。 

 
 

② 休
やす

みは いつですか。 

 
 

③ 入
にゅう

場
じょう

料
りょう

は いくらですか。 

 
 

④ 最
も

寄
よ

り駅
えき

は どこですか。最
も

寄
よ

り駅
えき

から どうやって 行
い

きますか。 

最
も

寄
よ

り駅
えき

から どのくらい かかりますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

２－行
い

き方
かた

を 調
しら

べてみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                   （４６）イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ
ト
と
を利

り
用
よう

する 
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（２）小
お

田
だ

原
わら

駅
えき

から 最
も

寄
よ

り駅
えき

までの 交
こう

通
つう

機
き

関
かん

（電
でん

車
しゃ

）： 路
ろ

線
せん

検
けん

索
さく

 

・ 所
しょ

要
よう

時
じ

間
かん

は 何
なん

時
じ

間
かん

 何
なん

分
ぷん

ですか。料
りょう

金
きん

は いくらですか。 

どこで 何
なに

に 乗
の

り換
か

えますか。 

 

A）時
じ

間
かん

が 一
いち

番
ばん

 早
はや

い B）料
りょう

金
きん

が 一
いち

番
ばん

 安
やす

い C）乗
の

り換
か

えが 一
いち

番
ばん

 楽
らく

 

時
じ

間
かん

    分
ぷん

 時
じ

間
かん

    分
ぷん

 時
じ

間
かん

    分
ぷん

 

円
えん

 円
えん

 円
えん

 

小
お

田
だ

原
わら

（   ：   ）発
はつ

 小
お

田
だ

原
わら

（   ：   ）発
はつ

 小
お

田
だ

原
わら

（   ：   ）発
はつ

 

（   ：   ）着
ちゃく

 （   ：   ）着
ちゃく

 （   ：   ）着
ちゃく
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・マウス（まうす） ・カーソル（かーそる） 

・クリック（くりっく） ・アイコン（あいこん） 

・ダブルクリック（だぶる くりっく） ・ウィンドウ（うぃんどう） 

・右クリック（みぎ くりっく） ・開く（ひらく） 

・ドラッグ（どらっぐ） ・閉じる（とじる） 
 
・キーボード（きーぼーど） ・IME（あいえむいー） 

・Esc キー（えすけーぷ きー） ・言語バー（げんご ばー） 

・半角/全角キー 

（はんかく／ぜんかく きー） 

・入力モード（にゅうりょく もーど） 

・ローマ字入力 

（ろーまじ にゅうりょく） ・英数キー（えいすう きー） 

・矢印キー（やじるし きー） ・かな入力（かな にゅうりょく） 

・スペースキー（すぺーす きー） ・文字エンコーディング 

（もじ えんこーでぃんぐ） ・Enter キー（えんたー きー） 

・BackSpace キー 

（ばっく すぺーす きー） 

・文字コード（もじ こーど） 

・文字セット（もじ せっと） 

・Delete キー（でりーと きー） ・文字化け（もじばけ） 

・Shift キー（しふと きー）  
 
・インターネット（いんたーねっと） 

・サイト（さいと）／ウェブサイト（うぇぶ さいと） 

・ウェブページ（うぇぶ ぺーじ）／ホームページ（ほーむ ぺーじ） 

・トップページ（とっぷ ぺーじ） 

・ポータルサイト（ぽーたる さいと） 

・検索エンジン（けんさく えんじん）／サーチエンジン（さーち えんじん） 
 
・ウェブブラウザ（うぇぶ ぶらうざ） 

・URL（ゆーあーるえる）／ホームページアドレス（ほーむぺーじ あどれす） 

・アドレスバー（あどれす ばー） 

・メニューバー（めにゅー ばー） 

・お気に入り（おきにいり）／ブックマーク（ぶっく まーく） 

・タブ（たぶ） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げん

－パ
ぱ

ソ
そ

コ
こ

ン
ん

と イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                   （４６）イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ
ト
と
を利

り
用
よう

する 
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・ウェブメール（うぇぶ めーる） ・アクセス（あくせす） 

・オンラインゲーム 

（おんらいん げーむ） 

・リンク（りんく） 

・ログアウト（ろぐ あうと） 

・オンラインショッピング 

（おんらいん しょっぴんぐ） 

・ログイン（ろぐ いん） 

 

・チャット（ちゃっと） ・GIF（じふ） 

・ブログ（ぶろぐ） ・JPEG（じぇいぺぐ） 

・画像（がぞう） ・MP3（えむぴーすりー） 

・動画（どうが） ・PDF（ぴーでぃーえふ） 
 
・ウイルス（ういるす） ・キャンセル（きゃんせる） 

・ソフトウェア（そふとうぇあ） 

／ソフト（そふと） 

・コピー（こぴー） 

・コピー＆ペースト 

（こぴー あんど ぺーすと） ・セキュリティーソフト 

（せきゅりてぃー そふと） ・印刷（いんさつ） 

・フリーソフト（ふりー そふと） ・決定（けってい） 

・メールソフト（めーる そふと） ・検索（けんさく） 

・ワープロソフト（わーぷろ そふと） ・更新（こうしん） 

・修正プログラム 

（しゅうせい ぷろぐらむ） 

・削除（さくじょ） 

・作成（さくせい） 

・アップデート（あっぷでーと） ・実行（じっこう） 

・インストール（いんすとーる） ・終了（しゅうりょう） 

・ダウンロード（だうんろーど） ・接続（せつぞく） 

・サイズ（さいず） ・選択（せんたく） 

・バージョン（ばーじょん） ・挿入（そうにゅう） 

・ファイル（ふぁいる） ・登録（とうろく） 

・フォルダ（ふぉるだ） ・入力（にゅうりょく） 

 ・変換（へんかん） 

 ・保存（ほぞん） 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（4602040）「インターネット検索の方法を人に尋ねて理解する」 

 

教室活動の目標   

－インターネットを通じて，必要な情報を得る 

 

教室活動のねらい  

－インターネットの操作に慣れる 

－インターネットを利用する際に注意すべきことを知る 

－検索エンジンを使って，必要な情報を探す 

 

・  インターネットは，現代では欠かせない情報媒体になりつつありますが，使いこ

なしている人とそうでない人の格差は開く一方かもしれません。学習者の中にも，

母語なら使えるけど日本語ではまだという人もいるでしょうし，母語でも日本語でも

難しいという人もいるでしょう。インターネットはおろか，パソコンにすら触ったことがな

い学習者もいるのではないでしょうか。パソコンに触ったことのない学習者なら，ま

ずはパソコンの電源の投入／切断（ON／OFF）やマウスの操作から始まり，日本

語（あるいは母語）でのキーボード入力方法を知る必要があります。その上で，イ

ンターネットの使い方を学ぶことになるはずです。 

 このように学習者の状況は千差万別です。この教材例では基本的なパソコン

操作ができる段階の学習者を想定していますが，利用経験や生活上のニーズ

などに応じて，ステップを考えながら教室活動を進めていきたいところです。 

 
 
 
 
 
 
・ 最初にイラスト・写真シート「ウェブブラウザと検索エンジン」（p.228）を学習者と一

指導ノート 

●イラスト・写真シート 

・ウェブブラウザと検索エンジン（p.228） 

イメージをつかむ 
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緒に見ながら，日本語または学習者の母語などで，以下のようなやり取りをして

みましょう。 

 

 ＜やり取りの例＞ 

「これは何ですか。ウェブブラウザのアイコンと，検索エンジンのトップページで 

すね。みなさんは，インターネットをよく使いますか（使ったことがありますか）。ど 

んなときに，どんな目的で使いますか。日本語のウェブサイトも利用しますか。」 

 

・ このようなやり取りを通じて，学習者のインターネット習熟度（あるいはパソコンスキ

ル）が見えてくるでしょう。指導者が今後の活動展開を考えていく上で，きっと役に

立つはずです。 
 
 
 
 
 
 
 
・ 「活動１」（p.229～230）は，母語などでの利用を含めてインターネットそのものにあ

まりなじみのない学習者を対象とした教室活動です。例１ではニュースを，例２で

は自治体ホームページを，それぞれ多言語ウェブサイトの例として取り上げていま

す。インターネットではどんなことができるかというイメージをつかんで今後の学習の

動機づけを図るとともに，ウェブブラウザの基本的な使い方を身に付けることが主

なねらいです。 

 

・ ただし，例２のように機械翻訳にリンクしているサイトの場合，自動的に生成される

訳文は必ずしも完璧でないことに留意する必要があります。インターネット上の情

報を鵜呑みにしないなど，メディアリテラシーの涵養にも配慮しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「活動２ 行き方を調べてみよう」（p.231～232）は，実際の生活場面にも応用可

■活動シート 

・活動１－多言語のウェブサイトを見てみよう（p.229～230） 

体験・行動する 

■活動シート 

・活動２－行き方を調べてみよう（p. 231～232） 

体験・行動する 
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能な，より実践的な利用練習です。ここでは小田原から NHK スタジオパークまで

の行き方を調べるということを例題として掲げていますが，交通機関を利用してど

こかに出かける教室活動がある場合など，そうした事前準備の一環としてインター

ネット検索を利用すれば，学習者の意欲向上にもつながるものと思われます。検

索課題として，より現実味のある事例で試してみることをお勧めします。 

 

・ 目的地があらかじめ決まっている場合の課題設定はさほど難しくないはずですが，

目的地が決まっていない場合は課題の自由度が高くなり，その分情報量も増大

してプロセスが複雑になるでしょう。インターネットにも日本語にもかなり習熟してい

ないと，学習者は何を調べていいか分からなくなってしまう恐れもあります。学習

者のスキルに応じた課題の設定に際しては，何を調べる課題なのかという目標を

明確化することが重要です。 

 

・ 路線検索／乗換案内にはさまざまなサイトがあります。一概にどれがいいというこ

ともありませんので，前もって指導者の側でいろいろと比べてみてください。なお，イ

ンターネットに慣れ親しんでいる学習者なら，さまざまな路線検索サイトで試した結

果を見比べて，それらの良し悪しを判断することも可能かもしれません。 

 

 
 
 
 
 

 

・ 「ことば・表現－パソコンとインターネットに関連することば」（p.233～234）は，インタ

ーネット検索やその前提となるパソコンの基本操作に関わる単語を並べてありま

す。学習者のパソコンスキルに応じて適宜確認してください。 

 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－パソコンとインターネットに関連することば（p. 233～234） 

ことば・表現を知る 
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（4701100）「電話を掛ける」 

（4702070）「応答する」  

   

 

・日本語の電話表現に慣れる 

 

 

 

・相手を呼び出してもらうことができる 

・適切な電話の受け答えができる 

・電話の取次ぎ，伝言の受け方に関する表現を知っている 

●イラスト・写真シート

・もしもし，○○さんのお宅ですか（p.239）

■活動シート

・活動１－電話での話し方を考えてみよう

（p.240～243）

・活動２－留守録を使ってみよう（p.244）

◆ことば・表現シート

・ことば・表現－電話に関連することば

（p.245）

★別表

・別表－会社の電話などでよく使う表現

（p.246）

指導 

ノート 
（p.247～250） 

イメージを

つかむ 

体験・行動

する 

ことば・表現

を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動のねらい 

教室活動の目標 

発展的な

活動 

（47） 電
でん

話
わ

・フ
ふ

ァ
ぁ

ク
く

シ
し

ミ
み

リ
り

を 利
り

用
よう

する 
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● もしもし，○○さんの お宅
たく

ですか 

イメージ（いめーじ）をつかむ                   （４７）電
で ん

話
わ

・フ
ふ

ァ
ぁ

ク
く

シ
し

ミ
み

リ
り

を利
り

用
よう

する 
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

１  

（間
ま

違
ちが

い 電
でん

話
わ

の 場
ば

合
あい

） 

Ａさん ： もしもし，○○さんの お宅
たく

ですか。 

Ｂさん ： いいえ，違
ちが

います。 

Ａさん ：                                  。 

 

（２）会
かい

話
わ

例
れい

２  

（本
ほん

人
にん

の 場
ば

合
あい

） 

Ａさん ： もしもし，○○さんの お宅
たく

ですか。 

Ｂさん ： はい，そうです。 

Ａさん ： △△と 申
もう

しますが，○○さん お願
ねが

いします。 

Ｂさん ： はい，私
わたし

です。 

 

（３）会
かい

話
わ

例
れい

３ 

（在
ざい

宅
たく

の 場
ば

合
あい

） 

Ａさん ： もしもし，○○さんの お宅
たく

ですか。 

Ｂさん ： はい，そうです。 

Ａさん ： △△と 申
もう

しますが，○○さん お願
ねが

いします。 

Ｂさん ： はい，ちょっと お待
ま

ちください。 《○○さんを 呼
よ

びます。》 

Ｃさん ： お待
ま

たせしました。○○です。 

■ 活
かつ

動
どう

１－電
でん

話
わ

での 話
はな

し方
かた

を 考
かんが

えてみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                 （４７）電
で ん

話
わ

・フ
ふ

ァ
ぁ

ク
く

シ
し

ミ
み

リ
り

を利
り

用
よう

する 
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（４）会
かい

話
わ

例
れい

４  

（留
る

守
す

の 場
ば

合
あい

） 

Ａさん ： もしもし，○○さんの お宅
たく

ですか。 

Ｂさん ： はい，そうです。 

Ａさん ： △△と 申
もう

しますが，○○さん お願
ねが

いします。 

Ｂさん ： すみません，今
いま

 いません。 

Ａさん ：                                   。 
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（５）話
はな

してみよう（ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａさん① 

・ ○○さんに 用
よう

事
じ

が あります。電
でん

話
わ

を 掛
か

けて 

く
 

ださい。 

・ ○○さんが 家
いえ

に いない ときは，帰
かえ

る 時
じ

間
かん

を  

聞
き

いた 後
あと

で，また 掛
か

け直
なお

すと 伝
つた

えてください。 

Ａさん② 

・ ○○さんに 用
よう

事
じ

が あります。電
でん

話
わ

を 掛
か

けて 

く
 

ださい。 

・ ○○さんが 家
いえ

に いない ときは，帰
かえ

る 時
じ

間
かん

を  

聞
き

いた 後
あと

で 帰
かえ

ったら 電
でん

話
わ

を くださいと 伝
つた

えて 

ください。 
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Ｂさん① 

・ 電
でん

話
わ

が 掛
か

かってきました。電
でん

話
わ

に 出
で

てください。 

私
わたし

の 家
いえ

に ○○という人
ひと

は 住
す

んでいません。 

Ｂさん② 

・ 電
でん

話
わ

が 掛
か

かってきました。電
でん

話
わ

に 出
で

てください。 

私
わたし

は ○○です。 

Ｂさん③ 

・ 電
でん

話
わ

が 掛
か

かってきました。電
でん

話
わ

に 出
で

てください。 

家
か

族
ぞく

の ○○は 今
いま

 いません。△時
じ

ごろ 帰
かえ

ります。 

・ 帰
かえ

ったら 電
でん

話
わ

を くださいと 依
い

頼
らい

されたら，相
あい

手
て

の  

名
な

前
まえ

と 電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

を 聞
き

いて，メ
め

モ
も

してください。 

Ｂさん④ 

・ 電
でん

話
わ

が 掛
か

かってきました。電
でん

話
わ

に 出
で

てください。 

家
か

族
ぞく

の ○○は 今
いま

 いません。いつ 帰
かえ

るか  

分
わ

かりません。 

・ 帰
かえ

ったら 電
でん

話
わ

を くださいと 依
い

頼
らい

されたら，相
あい

手
て

の 

名
な

前
まえ

と 電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

を 聞
き

いて，メ
め

モ
も

してください。 
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（１）留
る

守
す

番
ばん

 電
でん

話
わ

に メ
め

ッ
っ

セ
せ

ー
ー

ジ
じ

を 残
のこ

す（録
ろく

音
おん

する）／聞
き

く（再
さい

生
せい

する） 
 

ただ今
いま

，留
る

守
す

に しております。 

電
でん

話
わ

の 方
かた

は，ピ
ぴ

ー
ー

という音
おと

の 後
あと

に，お名
な

前
まえ

と ご用
よう

件
けん

を お話
はな

しください。 

フ
ふ

ァ
ぁ

ク
く

シ
し

ミ
み

リ
り

を ご利
り

用
よう

の 方
かた

は，送
そう

信
しん

してください。 

《ピ
ぴ

ー
ー

》 

 

＜メ
め

ッ
っ

セ
せ

ー
ー

ジ
じ

＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 活
かつ

動
どう

２－留
る

守
す

録
ろく

を 使
つか

ってみよう 

体験（たいけん）・行動（こうどう）する                 （４７）電
で ん

話
わ

・フ
ふ

ァ
ぁ

ク
く

シ
し

ミ
み

リ
り

を利
り

用
よう

する 
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・電話を 掛けます（でんわを かけます） 

・電話に 出ます（でんわに でます） 

・電話を 切ります（でんわを きります） 
 
・電源（でんげん） 

・マナーモード（まなーもーど） 

・呼び出し音（よびだしおん） 

・話し中（はなしちゅう） 

・保留（ほりゅう） 

・受話器（じゅわき） 

・外線（がいせん） 

・内線（ないせん） 

・留守番電話（るすばんでんわ） 

・留守録（るすろく） 

・メッセージ（めっせーじ） 

・伝言（でんごん） 

・間違い電話（まちがいでんわ） 
 
 
 
 
 
 
 

 
電話 

（でんわ） 

    
公衆電話 

（こうしゅうでんわ） 

携帯電話（けい

たいでんわ） 

ＰＨＳ 

（ぴーえいちえす） 

ファクシミリ 

（ふぁくしみり） 

◆ ことば・表
ひょう

現
げ ん

－電
でん

話
わ

に 関
かん

連
れん

する ことば 

ことば・表現（ひょうげん）を知る（しる）                 （４７）電
で ん

話
わ

・フ
ふ

ァ
ぁ

ク
く

シ
し

ミ
み

リ
り

を利
り

用
よう

する 
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・もしもし 

・はい，～です 

・私
わたし

は ～と 申
もう

します 

・いつも お世
せ

話
わ

に なっております 

・～さんを お願
ねが

いします 

・失
しつ

礼
れい

ですが，どちら様
さま

でしょうか 

・少
しょう

々
しょう

 お待
ま

ちください 

・お電
でん

話
わ

 かわりました，～です 

・申
もう

し訳
わけ

 ありません 

・ただ今
いま

 外
がい

出
しゅつ

中
ちゅう

です 

・席
せき

を 外
はず

しております 

・他
ほか

の 電
でん

話
わ

に 出
で

ております 

・来
らい

客
きゃく

中
ちゅう

です 

・会
かい

議
ぎ

中
ちゅう

です 

・お休
やす

みを いただいております 

・～時
じ

ごろ 戻
もど

る 予
よ

定
てい

です 

・～時
じ

ごろ 終
お

わる 予
よ

定
てい

です 

・こちらから 掛
か

け直
なお

します 

・また お電
でん

話
わ

 いたします 

・伝
でん

言
ごん

を お願
ねが

いできますか 

・それでは 失
しつ

礼
れい

いたします 

★ 別
べっ

表
ぴょう

  会
かい

社
しゃ

の 電
でん

話
わ

などで よく 使
つか

う 表
ひょう

現
げん

 

発展的（はってんてき）な活動（かつどう）               （４７）電
で ん

話
わ

・フ
ふ

ァ
ぁ

ク
く

シ
し

ミ
み

リ
り

を利
り

用
よう

する 
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取り上げる生活上の行為の事例 

（4701100）「電話を掛ける」 

（4702070）「応答する」 

 

教室活動の目標   

－日本語の電話表現に慣れる。 

 

教室活動のねらい  

－相手を呼び出してもらうことができる。 

－適切な電話の受け答えができる。 

－電話の取次ぎ，伝言の受け方に関する表現を知っている。 

 

・ 外国語で電話するのは，なかなか容易なことではありません。文字や（非言語

的な）ジェスチャー・しぐさ・表情などの視覚的な情報が全く伝わらず，音声だけで

やり取りしなければならないからです。したがって，学習者が電話しようとする相手

は，母語が通じる人ばかりになってしまうかもしれません。しかし，そういう人に電話

する場合でも，間違い電話を掛けてしまうこともあるでしょうし，相手の家族の中に

は母語が異なる人もいて，その人が電話に出ることもあるでしょう。そのような場面

に遭遇しても困らないよう，適切に対応するための最低限の日本語表現を理解

し，実際に聞いたり話したりできるように練習しておく必要があるはずです。ここでは，

そうした表現を学びましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
・ 最初にイラスト・写真シート「もしもし，○○さんのお宅ですか」（p.239）を学習者と

指導ノート 

●イラスト・写真シート 

・もしもし，○○さんのお宅ですか（p.239） 

イメージをつかむ 



 
248 

 

一緒に見ながら，日本語または学習者の母語などで，以下のようなやり取りをし

てみましょう。 

 

＜やり取りの例＞ 

「これは何ですか。」 

「よく電話をしますか。誰と話しますか。どんなことを話しますか。週に何回電話 

しますか。一回何分ぐらい話しますか。」  

「電話するとき，日本語で話しますか。母語で話しますか。」 

「電話で何か困った経験はありますか。」 

 

・ このようなやり取りを通じて，学習者が日常生活の中で電話をどのように使ってい

るか，また，実際の場面で日本語をどの程度理解または使用しているかについ

て把握できるでしょう。 

・ 学習者自身が持つ電話でのやり取りに関するイメージが整理され，さらに活性

化されるだけでなく，指導者が今後の活動展開を考えていく上で，きっと役に立

つはずです。 
 
 
  
 
 
 
・ 「活動１」の会話例（１）「間違い電話の場合」，会話例（２）「本人の場合」，会

話例（３）「在宅の場合」，会話例（４）「留守の場合」を使ってキーフレーズを確

認し，学習者の日本語レベルや地域の状況などに応じて適宜工夫を加えた上

で，ロールプレイを行います。 

・ なお，これらの会話例のうち，（１）「間違い電話の場合」と（４）「留守の場合」に

ついては，続きの展開部分が空白になっています。この場面で何を言ったらいい

かを学習者と一緒に考えることで，それぞれの個人の背景にある異文化の発見

につながるかもしれません。 

 

＜（１）の続きの例＞ 

Ａさん：「あのう，そちらは××－××××－××××ですか。」 

Ｂさん：「いいえ，××－××××－△×××です。」 

Ａさん：「ああっ，すみません，間違えました。」 

 

■活動シート 

・活動１－電話での話し方を考えてみよう（p.240～243） 

体験・行動する 
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＜（４）の続きの例①＞ 

Ａさん：「何時ごろお帰りですか。」 

Ｂさん：「～ごろ帰ります。」 

Ａさん：「じゃ，また（その頃）電話します。」 

Ｂさん：「よろしくお願いします。失礼します。」 

 

＜（４）の続きの例②＞ 

Ａさん：「何時ごろお帰りですか。」 

Ｂさん：「すみません，ちょっと分かりません。」 

Ａさん：「じゃ，お帰りになったら，お電話いただけますか。」 

Ｂさん：「すみません，お名前もう一度お願いします。」 

Ａさん：「△△です。」 

Ｂさん：「△△さんですね。お電話番号お願いします。」 

Ａさん：「××－××××－××××です。」 

Ｂさん：「××－××××－××××ですね。」 

Ａさん：「じゃ，よろしくお願いします。」 

Ｂさん：「わかりました。失礼します。」 

 

・ ロールプレイに際しては，（おもちゃまたは本物の）受話器を渡し，それを持ちながら

練習すると，実際に電話で話している気分を醸し出すことができます。また，コード

レス電話の親機と子機（あるいは携帯電話など）を用意し，壁を隔てた隣の教室

から電話を掛けるなど，お互いの顔が見えない状況を作り出して練習すれば，より

現実の場面に近いロールプレイになるはずです。 

・ 教室で何度か練習した後，可能であれば実際の電話回線を利用して練習する

ことを検討してください。特に公衆電話は，プッシュボタンが意外に硬くて押し間違

いが少なくないことや，受話器の音量を調節できること，市外の場合は遠距離に

なるにつれて同じ料金で掛けられる時間が短くなること，さらに１０円硬貨を複数

枚入れたときはおつりが出るのに１００円硬貨ではおつりが出ないことなど，実際

に利用してみないと実感できないことがいくつかあります。屋外に出かける活動の

機会があれば，公衆電話から教室のスタッフに現在地を報告するタスクを組み

込んでみるのも一つの方法です。 
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・  活動２「留守録を使ってみよう」（p.244）の「留守番電話にメッセージを残す（録

音する）／聞く（再生する）」は，三つの意味で練習になります。 

第一には，相手に伝えるべき情報を制限時間の中で要領よく話さなければなら

ないため，話す内容を事前に整理しておくことです。内容は，学習者自身が考え

出すとより深い練習になりますが，学習者の状況によっては（ロールプレイカードの

ような形で）母語または日本語である程度の方向性を示してもいいでしょう。 

第二には，短い制限時間の中で実際に発話することです。相手が聞き取れる

ような声量・速度・明瞭さで話すことが必要になります。 

そして第三には，（自分または他人が）残したメッセージを再生し，聞いて内容を

理解できるか試すことです。学習者自身がメッセージを残した場合はフィードバック

（振り返り）に使うことができますし，あるいは日本語母語話者が残したメッセージを

聞き取る練習としても応用できるでしょう。 

 

 
 
 
 
 

 

・  「ことば・表現－電話に関することば」（p.245）は，電話を掛ける／受けるという

行為の中でよく目にする基礎的な単語を並べてあります。必要に応じて適宜確

認してください。 

・  すでに会社の中で働いていたり，近い将来に働く予定があったりして，電話利

用場面が家庭内に限らない学習者もいるかもしれません。そうした場合を想定し

て，別表「会社の電話などでよく使う表現」（p.246）を用意しました。初級程度の

学習者にはハードルの高い表現ばかりですから，学習者にとって今すぐ必要性

がないときは無理に導入しない方がよいですが，①耳で聞いたときに意味が分

かる，②電話会話の中で実際に言える，の二段階で練習を進めるとよいです。 

 
 

■活動シート 

・活動２－留守録を使ってみよう（p.244） 

◆ことば・表現シート 

・ことば・表現－電話に関連することば（p.245） 

体験・行動する 

ことば・表現を知る 



該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

9～10ページ

多言語医療問診票（NPO
法人国際交流ハーティ港
南台／（財）かながわ国
際交流財団）

http://www.mmjp.or.jp/konan-international-
lounge/jmonshin/top.htm

http://www.k-i-a.or.jp/medical

多言語医療問診票を掲載。

21ページ
『日本語学習・生活ハンド
ブック』（文化庁）

http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyouik
u/handbook/index.html

医療機関，受診の流れ，医療
保険に関する情報を掲載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

23ページ
みんなの教材サイト（独立
行政法人国際交流基金）

http://minnanokyozai.jp/kyozai/home/ja/render
.do;jsessionid=1B04D13F1CF223E2F57CF8A47
712FD42

イラスト掲載

29ページ 保健センター（府中市）
http://www.city.fuchu.tokyo.jp/shisetu/fukushi
/iryo/kyushiminiryo/index.html

保健センターの概観を掲載。

33ページ
『外国籍県民向け支援
ツール』（（社）神奈川県
薬剤師会）

http://member.kpa.or.jp/download/gaikokuseki/
症状，希望の薬に関する図を
掲載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

42ページ 農林水産省ホームページ http://www.maff.go.jp/j/jas/hyoji/kigen.html 画像（図）を転載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

50ページ 横浜市南区
http://www.city.yokohama.lg.jp/minami/00seika
tsu/11tiiki-bouhan/110006.html

画像（写真）を転載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

56ページ
水戸第一高校同窓会
知道会

http://www.chidokai.jp/index.html 画像（写真）を転載。

56ページ
看板屋さんのブログ■ヤ
マシタ巧房■

http://blogs.yahoo.co.jp/fpbsm476/24332293.
html

画像（写真）を転載。

56ページ
財団法人消防科学総合
センター

http://www.saigaichousa-db-
isad.jp/drsdb_photo/photoSearchResult.do

画像（写真）を転載。

58～60ページ
栃木県産業労働観光部
国際課

http://www.pref.tochigi.lg.jp/f04/life/kokusai/t
abunka/documents/1235973842433.pdf
http://www.pref.tochigi.lg.jp/f04/life/kokusai/t
abunka/1235977471478.html

図を掲載。

63ページ 高知県労連青年部 http://fun.ap.teacup.com/seinenbu/ 画像（写真）を転載。

３．１ 教材例集を作成する際に活用及び参考にした資料・ホームページ等

Ⅰ 健康・安全に暮らす（7～71ページ）

０１ 健康を保つ（7～44ページ）

（01）医療機関で治療を受ける（7～21ページ）

（02）薬を利用する（22～39ページ）

（03）健康に気を付ける（40～44ページ）

０２ 安全を守る（45～82ページ）

（05）災害に備え，対応する（地震）（55～71ページ）

（04）事故に備え，対応する（45～54ページ）
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63ページ 南足柄市
http://www.city.minamiashigara.kanagawa.jp/kur
ashi/bouan/boutai/bousai_kunren.html

画像（写真）を転載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

73ページ 佐野いくお市議のブログ http://snipesano.exblog.jp/9610688/ 画像（写真）を転載。

76ページ くまぶろ
http://blog.kumapapa.jp/2005/09/post_7613.
html

画像（写真）を転載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

84ページ
パソコン大好きママの子育
て奮闘記

http://tyakityaki.seesaa.net/article/114035447
.html

画像（写真）を転載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

93ページ
Supermarket Sales | Flickr -
Photo Sharing!

http://www.flickr.com/photos/bycolley/17864
73070/

画像（写真）を転載。

93ページ
Supermarket in Japan | Flickr
- Photo Sharing!

http://www.flickr.com/photos/tamaiyuya/5694
616767/

画像（写真）を転載。

93ページ
Nagano supermarket | Flickr -
Photo Sharing!

http://www.flickr.com/photos/frozenjames/51
1976065/

画像（写真）を転載。

97ページ
いろいろなフルーツ（果
物） - 著作権フリーの画
像＆写真集

http://royaltyfreeimages.sblo.jp/article/451930
52.html

画像（写真）を転載。

97ページ
無料DTP素材 【素材ペー
ジ 】食材・料理の著作権
フリー写真

http://www.sozai-page.com/index.html 画像（写真）を転載。

97ページ

有楽町の居酒屋#2 生
ビール - 著作権フリー商
用可！無料画像の写真
素材♪ラブフリーフォト

http://lovefreephoto.blog110.fc2.com/blog-
entry-1478.html

画像（写真）を転載。

全般
『新・日本の生活とことば
－１「消費生活」上・下』

公益財団法人中国残留孤児援護基金
＜出版教材＞

教室活動の方法や生活場面
での語彙・表現などを参照。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

‐ ‐ ‐ ‐

０５ 物品購入・サービスを利用する（92～105ページ）

（08）物品購入・サービスを利用する（92～105ページ）

０６ お金を管理する（106～115ページ）

（09）金融機関を利用する（106～115ページ）

Ⅲ 消費活動を行う（92～115ページ）

（05）災害に備え，対応する（火事）（72～82ページ）

Ⅱ 住居を確保・維持する（83～91ページ）

０４ 住環境を整える（83～91ページ）

（07）住居を管理する（83～91ページ）
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該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

123ページ
著作権フリー商用可！無
料画像の写真素材♪ラブ
フリーフォト

http://lovefreephoto.blog110.fc2.com/ 画像（写真）を転載。

123ページ 東京写真素材 http://hk1.jp/t/eki/ 画像（写真）を転載。

123ページ TOKYU SECURITY
http://www.tokyu-
security.co.jp/kids/anobject/

画像（写真）を転載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

134，138ペー
ジ

みんなの教材サイト（独立
行政法人国際交流基金）

http://minnanokyozai.jp/kyozai/home/ja/render
.do;jsessionid=1B04D13F1CF223E2F57CF8A47
712FD42

イラスト掲載

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

149ページ
みんなの教材サイト（独立
行政法人国際交流基金）

https://minnanokyozai.jp/kyozai/illustration/list
/ja/render.do

イラストの掲載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

‐ ‐ ‐ ‐

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

168ページ

財団法人地方自治情報
センター（LASDEC） 「全国
自治体マップ検索」，「東
京都」

https://www.lasdec.or.jp/cms/1,0,69.html
https://www.lasdec.or.jp/cms/1,634,69,150.ht
ml

画像（イラスト）を転載。

170ページ
国立市公式ホームページ
「市役所庁内案内図」

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/shisetsu/s_cit
y/001226.html

画像（イラスト）を転載。

171ページ
市報くにたち 平成23年11
月5日号（第1001号） １
面・4面

国立市役所企画部＜紙媒体広報紙＞ 画像（記事）を転載。

全般
麻生晴一郎・郭雅坤『暮
らしの日本語 指さし会話
帳 ③中国語版』

情報センター出版局＜書籍＞
生活場面での語彙・表現など
を参照。

（３１）人と付き合う（154～167ページ）

Ⅷ 社会の一員となる（168～203ページ）

１５ 地域・社会のルール・マナーを守る（168～188ページ）

（３３）住民としての手続をする（168～178ページ）

１４ 他者との関係を円滑にする（154～167ページ）

Ⅳ 目的地に移動する（116～153ページ）

０７ 公共交通機関を利用する（116～143ページ）

（10）電車，バス，飛行機，船等を利用する（116～131ページ）

（11）タクシーを利用する（132～143ページ）

０８ 自力で移動する（144～153ページ）

（１２）徒歩で移動する（144～153ページ）

Ⅶ 人とかかわる（154～167ページ）
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該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

179ページ 横浜市
http://www.city.yokohama.lg.jp/shigen/sub-
data/pamph/wakedashi/pdf/leaflet.pdf

画像（イラスト）を転載。

181，182ペー
ジ

経済産業省 ３Ｒ政策ホー
ムページ

http://www.meti.go.jp/policy/recycle/main/dat
a/illust/index.html

画像（イラスト）を転載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

189ページ 門前自治会
http://genki365.net/gnkh03/mypage/mypage_s
heet.php?id=74720

画像（写真）を転載。

189ページ 北馬込１丁目町会 http://www.geocities.jp/kitamagome1/ 画像（写真）を転載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

204ページ
つづき交流ステーション地
域活動・サークル紹介

http://www.city-yokohama-
tsuzuki.net/station/marblestar/chiiki/topindex.ht
ml

画像（写真）を転載。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

223ページ 著作権フリーのイラスト集
http://my.reset.jp/~comcom/sozai/kisou/link21
8.htm

画像（イラスト）を転載。

全般
ゆうびんホームページ - 日
本郵便

http://www.post.japanpost.jp/index.html
郵便局の商品・サービスにつ
いて参照。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

229ページ Google http://www.google.co.jp/
画像（スクリーンショット）を転
載。

229ページ Yahoo! JAPAN http://www.yahoo.co.jp/
画像（スクリーンショット）を転
載。

231ページ
小田原市公式ホームペー
ジ～市民の力で未来を拓
く希望のまち～

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/
画像（スクリーンショット）を転
載。

全般

深澤のぞみ・濱田美和・後
藤寛樹・深川美帆『日本
語でできる！ 外国人のた
めのパソコンのきほん』

スリーエーネットワーク＜書籍＞
生活場面での語彙・表現など
を参照。

該当する教材
例のページ数

参考とした情報の名称
（ホームページの名称等）

情報の所在等
教材例での活用及び参考の
方法

‐ ‐ ‐ ‐

（４５）郵便・宅配便を利用する（217～227ページ）

（４６）インターネットを利用する（228～238ページ）

（４７）電話・ファクシミリを利用する（239～250ページ）

（３５）地域社会に参加する（189～203ページ）

Ⅸ 自身を豊かにする（204～216ページ）

２０ 余暇を楽しむ（204～216ページ）

（４４）余暇を楽しむ（204～216ページ）

Ⅹ 情報を収集・発信する（217～250ページ）

２１ 通信する（217～250ページ）

（３４）住民としてのマナーを守る（179～188ページ）

１６ 地域社会に参加する（189～203ページ）
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７３．２ 生活上の行為の事例と能力記述 

 ここではカリキュラム案で取り扱っている生活上の行為の事例と，それに対する能

力記述のリストを掲載しています。なお，ここで取り上げている能力記述はカリキュラム

案で取り上げたものよりも詳細なものになっています。 

 「能力記述1」とは，できるようになることが期待される具体的な行動達成目標のこと

であり，それぞれの「生活上の行為」に複数の能力記述を記載しています。 

学習者にとっては，能力記述の一覧により，自分ができること・できないことを具体

的に把握することができ，自分の日本語学習の状況を確認し，具体的に目標を立

てる目安として活用することができます。 

また，指導者にとっては，「日本語で何ができれば生活上の行為ができるようにな

るのか」について知ることができ，具体的に教室活動の組立について考えることが可

能になります。 

ここでは，「生活上の行為を行う上で必要な知識や情報に関する理解」や，うまく

日本語を使って生活上の行為を行うことができない場合に行うコミュニケーションの

工夫も能力記述のリストに入れています。いずれも実際に日本で生活を行う上では

欠かすことができないものです。 

これら能力記述のリストを基に，学習者と指導者が能力記述を参考に共に学習

の記録を付けることが行動・体験中心の評価につながります。また，共通のツールを

基に指導者・学習者が共に学習の軌跡を振り返り，今後のプランについてコミュニ

ケーションを行うことが，学習者のニーズや状況・地域の状況に合った日本語教育

を各地で作り出していく上で大切です。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
1 「能力記述」という用語は「キャンドゥーステートメント（Can-do-statements）」の訳として用いています。 

 
 

①学習者にとって 

  ・自分ができること・できないことを具体的に確認することができる。 
  ・自分の現在の状況に合わせて具体的な目標を立てることができる。 
②指導者にとって 

  ・日本語で何ができれば生活上の行為ができるようになるのか確認できる。 
  ・教室活動の組立について考えることができる。 
③学習者・指導者にとって 

 ・能力記述を活用した記録・評価を参考に，学習の軌跡を振り返ったり， 
今後のプランについて検討したりすることができる。 

能力記述のリストの活用 

… 



小分類

事例１（上位項目）

（０１） ● 医療機関で治療を受ける

0101 適切な医療機関の選択をする
0101060 ★ 隣人に容態を伝えて助言を求め

る
・体の名称が分かる

・症状の名称が分かる
・隣人に症状を伝えることができる
・内科，歯科など診療科の名称が分かる
・隣人に適切な診療科，医療機関の助言を求めることができる
・隣人に適切な医療機関の所在を聞くことができる

0102 問診票に記入する
0102010 ★ 初診受付で手続をする ・初診であることを伝えることができる

・自身の保険証の内容が理解できる
・保険証についての質問が理解できる
・問診票の記載事項が理解できる
・問診票などに住所，氏名，症状などを記入することができる
・「受付→待合室→診察室→待合室→会計」といった受診の

行動の流れが理解できる

0103 医者の説明・指示を理解し，応答する

0103010 ★ 医者の診察を受ける ・症状を伝えることができる

・症状が始まった時期を伝えることができる
・症状の程度を伝えることができる
・医者の診察，指示が理解できる
・注射，レントゲンなどの医療機器の名称が分かる

0103120 ★ 病気への対処法・生活上の注
意などを質問し答えを理解する

・病気への対処法・生活上の注意を尋ねる

・病気への対処法・生活上の注意を理解できる
・医療機関の診療曜日，診療時間が分かる
・次回の予約の方法が分かる

0201 処方せんを持って薬局へ行く
0201020 ★ 医療機関で処方せんをもらい，

内容を確認する
・処方せんが何であるかを理解できる

・処方せんを受け取り，指示を理解できる
・薬局の場所を尋ねることができる

0202 薬局・薬店を利用する
0202050 ★ 症状を説明し，薬を求める ・どんな症状があるかを説明することができる

・症状がいつからあるかを説明することができる
・薬剤師等の質問に答えることができる
・どんな薬が欲しいか伝えることができる
・薬のラベルなどを確認することができる
・症状が始まった時期を伝えることができる
・症状の程度を伝えることができる
・「おくすり手帳」が分かる
・自身の「おくすり手帳」を持参して提示することができる
・自身のアレルギーについて伝えることができる

能力記述事例２（下位項目）

中分類

大分類

Ⅰ 健康・安全に暮らす
０１ 健康を保つ

※「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案で取り上げた能力記述に追記を行っている。

（０２） ● 薬を利用する
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0203 薬の説明を理解し，適切に利用する
0203070 ★ 薬剤師等の「効能，用法，注

意」の説明を理解する
・効能や用法についての説明を理解できる

・不明な点について質問することができる
・薬の表示などが確認ができる
・効能についての説明を理解できる
・副作用についての説明を理解できる
・服用時の注意事項を確認できる
・服用後の注意事項を確認できる

0301 病気を予防する
0301090 ★ 流行性の病気についての情報

を理解し適切に対処する
・日本における季節ごとの流行性の病気について分かる

・流行性の病気の予防方法を聞くことができる
・回覧板や掲示を読んで理解できる
・学校からのお便りを読んで理解できる
・ニュースを聞いて情報を理解できる
・流行性の病気についてインターネットを使って調べることが

できる

・日本において特に流行する病気について，基礎的な予防
方法が分かる

・流行性の病気の予防方法が，母国と日本では異なる可能
性があることが分かる

・手洗いうがい等，日本で習慣化されている予防法について
分かる

0302 衛生管理をする
0302010 ★ 食品や飲料水の安全情報を理

解する
・食品や飲料水の安全について聞くことができる

・表示やラベルなどが確認できる
・表示やラベルの重要な部分が分かる
・生鮮食品の表示やラベルなどが確認できる
・加工食品の内容表示を読んで理解できる
・アレルギーに関する表示を読んで理解できる

（０４） ● 事故に備え，対応する

0401 事故を回避する（各種の標識・注意書き等を理解する（高電圧危険，感電注意，立入禁止等））

0401030 ★ 各種の標識・注意書き等を理
解する（高電圧危険，感電注
意，立入禁止等）

・標識や注意書きを読み取り，理解できる

・意味を理解し，それに応じた適切な行動が取れる
・危険であるということをなんとかして周囲の人に伝えることが

できる

0402 防犯対策（施錠等）を行う

0402030 ★ 有効な施錠の仕方について理
解する

・購入した鍵の説明書が理解できる

・友人や知人に，疑問点を質問したり確認したりすることが
できる

・防犯の目的にあった鍵について分かる
・防犯のために鍵を購入するのに適切な店舗が分かる
・通常家を空けるときは施錠すること必要があることが分かる
・ピッキングなど頻発する犯罪について分かる

0403 防犯に対処する

0403020 ★ 警察（１１０番）に電話する ・状況を明確に伝えることができる

・警察官の質問や指示を理解し，適切な受け答えができる
・住所や電話番号などを伝えることができる
・起こったことを順序立てて説明ができる
・警察官の指示に従って当面の対応を行うことができる
・警察が１１０番だということが分かる

０２ 安全を守る

（０３） ● 健康に気を付ける
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・場所が分かりにくいときにどのようなものを目印にすればよい
か分かる

・目印になりやすいものについて分かりやすく説明ができる
・１１０番の通報に携帯電話を使わない方がよい場合が分かる
・携帯電話から１１０番をする際はGPSを有効にしていた方がいい

ということが分かる

0403040 ★ 近くの人に知らせる ・隣人や近くの人に，状況説明ができる
・起こったことを順序立てて説明ができる
・詳細な内容でなくても，緊急事態が起きているということを何

とか伝えることができる
・どうして欲しいかを伝えることができる

0404 交通事故に対処する

0404020 ★ 救急車を要請する ・交通事故の発生場所と状況を伝えることができる

・自分の名前と電話番号を伝えることができる
・救急車を呼ぶ方法が分かる
・交通事故の際の基本的な初期対応が分かる
・救急が１１９番だということが分かる
・場所が分かりにくいときにどのようなものを目印にすればよいか

分かる
・目印になりやすいものについて分かりやすく説明ができる
・１１９番の通報には携帯電話を使わない方がよい場合がある

ことが分かる
・携帯電話から１１０番をする際はGPSを有効にしていた方がいい

ことが分かる

0404070 ★ 近くの人に知らせる ・交通事故に遭ったとき，通行人に状況を説明できる
・通行人に支援を要請できる
・詳細な内容でなくても，緊急事態が起きているということを何と

か伝えることができる
・どうしてほしいかを伝えることができる

（０５） ● 災害に備え，対応する

0501 避難場所・方法を確認する

0501020 ★ 自治体広報，掲示，看板等を
理解し，現地を確認する

・分からないことを人に質問して確認できる

・災害の名称が理解できる
・自分の住む自治体の地区名，町名などが理解できる
・避難場所の位置を地図（略図）で理解できる
・広報，掲示板等の説明を読んで理解できる
・分からないことを人に質問して確認できる

0501030 ★ 避難場所・方法を理解する・人
に聞く

・避難方法の注意書きを読んで理解できる

・避難場所を示す看板・標識などが理解できる
・避難方法について人に質問して理解できる
・危険な場所について人に質問して理解できる

0502 地震発生時に適切に行動する

0502010 ☆ 地震について理解する

0502020 ★ 身を守る ・身の守り方について説明を読んで理解できる
・身の守り方について人に質問して理解できる

0503 台風発生時に適切に行動する
0503010 ☆ 台風について理解する

0503020 ★ 天気予報・台風情報に留意し
理解する

・天候を示すアイコンが理解できる

・風の強さ，波の高さなど台風に関連した気象用語が理解でき
る

・新聞やラジオ・テレビ，インターネットの気象情報を理解できる
・ラジオ・テレビ，インターネットの交通情報を理解できる
・台風について人に質問して理解できる
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0504 火災発生時に適切に行動する

0504050 ★ 消防・救急（１１９番）や警察（１
１０番）に電話する

・消防・救急（１１９番）に電話を掛けることができる

・火事の発生場所と状況を伝えることができる
・けが人の状況を伝えることができる
・警察（１１０番）に電話を掛けることができる
・自分の名前と電話番号を伝えることができる

0601 住居を探す

0601060 ★ 不動産業者に相談する ・近隣の不動産業者の場所が分かる

・住居について希望や条件を伝えることができる

・不動産業者の説明を聞いて理解できる

・不動産の情報を読んで理解できる

・間取りや支払うお金について等，不動産に関する基礎的な
ことが分かる

・インターネットで不動産に関連する情報を調べることができる

0601090 ★ 居住する地域を選択する ・不動産の情報を読んで理解できる

・友人や知人から必要な情報を得ることができる

0602 契約する

0602040 ★ 賃貸契約をする ・契約書の内容を読んで理解できる

・契約に必要な書類をそろえることができる

・契約に関する疑問点を質問できる

・契約の際に友人や知人に同行してもらうことができる

0603 引越しをする

0603070 ★ 引越し業者に依頼する ・一定の条件を示して，依頼する事項を正しく伝えることができる
・依頼事項に関する業者の返答が理解できる

・引越し業者の繁忙期や閑散期，料金相場等，引越しに
関する基本的なことが分かる

0603080 ★ 必要な手続を行う ・引越しの際に必要な手続きが分かる

・手続に必要な書類について聞くことができる

・職員の質問に答えることができる

・転入届の手続をすることができる

・郵便の転送手続きが分かる

・転居のあいさつ等，引越しに関する習慣について分かる

（０７） ● 住居を管理する

0701 電気・ガス・水道等の使用を開始する

0701010 ☆ 開始手続について理解する

0701090 ★ 申込みをする ・電話で必要事項を伝えることができる
・電話連絡先を調べることができる
・電話で使用開始の日程を調整できる
・自宅での作業員の説明を理解できる
・使用時の注意点を理解できる
・トラブル時に電話で対応を依頼できる
・案内書の内容を読んで理解できる

（０８） ● 物品購入・サービスを利用する

0801 対面販売で購入する

0801020 ★ 必要な品物を扱う店等を探す ・友人や知人に店の場所を聞くことができる
・友人や知人にどんな店か聞くことができる
・電話帳で店を特定することができる

（０６） ● 住居を確保する

０４ 住環境を整える

Ⅱ 住居を確保・維持する

０５ 物品購入・サービスを利用する

０３ 住居を確保する

Ⅲ 消費活動を行う
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・新聞の広告を理解できる
・携帯電話で買い物の情報を検索することができる
・インターネットを利用して買い物の情報を検索することができる
・フリーペーパーなど地域の買い物情報が掲載されている情報

ツールについて分かる

0801030 ☆ 目的によって店舗の種類を使い
分けることを知る

・インターネットを利用して各店舗の特徴を調べることができる

・インターネットで検索できる情報を理解することができる

0801040 ★ 販売しているところを探す ・販売しているところを聞くことができる
・店の名前や店の種類が分かる
・インターネットを利用して近隣にある店舗情報を調べることが

できる
・携帯電話を利用して近隣にある店舗情報を調べることができる
・外国人が買い物しやすい場所を聞くためのネットワークを持つ

ことができる
・友人や知り合いに買い物に同行してもらうことができる

0801050 ★ デパート，スーパーマーケット，コ
ンビニ，電器店，書店等で買い
物をする

・買いたい物を買うことができる

0801060 ★ 店内の表示を見たり店員に尋
ねて欲しいものの場所を探す

・買いたい物がどこにあるか聞くことができる

・商品名を言うことができる
・店内の表示を見て欲しいものがどこにあるか理解することがで
き
・欲しいものが店内の表示に書かれていない場合でも，欲しい

ものの売り場を推測することができる
・欲しいものがある場所の説明を理解することができる

0801080 ★ 売り場を尋ねる ・売り場がどこにあるか聞くことができる
・売り場の説明を理解できる
・説明がよく分からないときに聞き返したり確認したりすることが

できる

0801100 ★ 店員に商品について尋ねる ・希望のサイズを伝えることができる
・希望の量を伝えることができる
・希望の大きさを伝えることができる
・希望の形や特徴を伝えることができる
・サイズの基準が母国と違うことが分かる
・自分の希望するサイズの日本での言い方が分かる

0801130 ★ 値段を知る ・商品の値札を見て，値段を理解できる
・商品の値札を見て，税込みの値段かどうかを理解することが

できる

0801140 ★ 商品の機能や値段を尋ねる ・商品の機能を尋ねることができる
・商品の値段を尋ねることができる

0801150 ★ 商品の表示を読む ・食品に書かれた材料，産地，賞味期限などを読み取ること
ができる

・食品の成分表示を見て，食べられないものを確認することが
できる

・商品パッケージのごみ分別の表示を理解することができる
・商品の内容量・数量などの表示を理解することができる
・商品に貼られている割引表示を理解することができる

0801160 ★ 値段・税率を計算する ・商品の消費税を確認することができる

0801190 ★ 試着を申し出る ・店員を呼ぶことができる
・試着を申し出ることができる

0801200 ★ 色違いのものを頼む ・好きな色の商品を選ぶことができる
・自分がほしいものの色を言うことができる
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0801210 ★ サイズの変更を申し出る ・自分に合うサイズの商品を選ぶことができる
・自分に合うサイズを伝えることができる
・サイズを言う際の単位について分かる

0801220 ★ ポイントカードや割引券を利用す
る

・ポイントカードや割引券の利用可不可について質問すること
ができる

・必要に応じてポイントカードや割引券を使って買い物ができる
・ポイントカードや割引券の利用ルールについて理解すること

ができる

0801230 ★ クレジットカードを利用する ・クレジットカードの利用可不可について質問することができる
・必要に応じてクレジットカードを使って買い物ができる
・クレジットカードの利用方法についての質問に答えることができ

る
・暗証番号を入力する機械の使い方が分かる
・支払方法の選択や確認ができる
・明細を見て最低限確認しなければならないポイントが分かる
・クレジットカード以外にデビットカード，銀聯カードなどが分かる

0801240 ★ 必要なものを選んで購入する ・必要なものを選んで購入できる
・必要なものを選ぶ際に必要な表示を読んで理解することが

できる

0801250 ★ 支払う ・支払いの意思を伝えることができる
・支払いの方法を選ぶことができる
・支払いができる

0801260 ★ 返品・交換をする ・必要に応じて商品の返品・交換をすることができる
・商品の返品や交換に関する基本的なことが分かる

0801270 ★ 注文する ・購入したいものを注文することができる
・取り寄せに関する質問に答えることができる
・インターネットを使って注文することができる
・電話を使って注文することができる

0802 飲食店を利用する

0802020 ★ 店ごとに受けられるサービスと代
価を理解する

・店ごとに受けられるサービスと代価を理解した上で，それを利用
することができる

・店ごとに受けられるサービスと代価を比較できる

0802030 ★ 希望の食べ物を扱う店を探す ・食べたいものを示し，店のありかを質問することができる

・相手の示した店のありかが分かる

0802040 ★ 電話で予約する ・一般の店で予約ができることが分かる
・一定の条件を示して予約の可・不可について質問することが

できる
・予約の可・不可についての情報を理解することができる
・希望の条件（人数・サービス内容など）を伝えることができる
・店の示す条件を理解できる
・条件の変更を伝えることができる
・予約内容の確認ができる
・予約のキャンセルができる

0802060 ★ 店員と話す ・状況に応じて店員と話す内容が理解できる
・店員との応答ができる
・注文した品と異なる場合，説明できる

0802080 ★ 店で人数や禁煙・喫煙などの
希望を伝える

・希望の内容と店による許諾可能性を理解できる

・希望の内容を適切に伝えることができる
・希望の内容に対する店員の説明が理解できる
・希望の座席の位置，種類を伝えることができる

0802100 ★ メニューを読む ・メニューの種類を理解できる
・メニューの情報（食材，調理方法など）を理解できる (不明な

点は店員等に質問できる)
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0802120 ★ メニューを選んで注文する ・店員を呼ぶことができる
・注文する品と数を伝えることができる
・店員による注文の確認を理解できる

0802140 ★ 食券を買う ・食券により購入するシステムが理解できる
・必要なものを選んで券売機を利用できる

0802170 ★ 追加の注文をする ・注文する品と数を伝えることができる

0802190 ★ 支払いをする ・支払いの意思を伝えることができる
・支払いの方法を選ぶことができる
・支払いができる

0803 各種サービスを利用する

0803010 ☆ 店ごとに受けられるサービスと代
価を理解する

0803040 ★ 店舗を探す ・知らない人を呼び止めることができる
・情報提示を求めることができる
・希望するサービスを扱う店を尋ねることができる
・提供された（店の情報）情報が理解できる

0803080 ★ 利用方法を知る ・情報提示を求めることができる
・追加情報を求めることができる
・提供された情報を理解できる

0803100 ★ コンビニエンスストアのサービス
（ＡＴＭ，ファックス，公共料金の
支払い等）を利用する

・情報提示を求めることができる

・追加情報を求めることができる
・希望するサービス内容を伝えることができる
・費用や利用条件などを質問できる
・提供された情報（費用，利用条件など）を理解できる
・機器の表示（文字・記号）が理解できる
・表示された指示に従って操作・対応できる
・納付書等の記載事項が理解できる
・納付書等に的確に記入することができる

0803110 ★ クリーニング店，レンタルビデオ
店，美容院，理容店を利用す
る

・来店の目的や希望を申し出ることができる

・費用や利用条件などを質問できる

・情報提示を求めることができる
・追加情報を求めることができる
・提供された情報（費用，利用条件など）を理解できる
・申込書に必要事項を記入することができる
・支払いができる
・店員と適切なあいさつを交わすことができる

0804 商品情報（素材，注意書き等）について理解する

0804020 ★ 商品に添えられた情報を的確に
理解する

・求める情報のありかを探し，たどり着くことができる

・提供された商品情報（文字情報）を読み取ることができる
・追加情報を求めることができる

0804040 ★ 新聞広告・折り込み広告を理
解する

・求める情報のありかを探し，たどり着くことができる

・提供された商品情報（文字情報）を読み取ることができる

0805 購入額を確認・計算する

0805040 ★ レシートを確認する ・求める情報のありかを探し，たどり着くことができる
・提供された情報（文字情報）を読み取ることができる
・追加情報を求めることができる

0805050 ★ レシートを理解する ・求める情報のありかを探し，たどりつくことができる
・提示された文字情報を読み取ることができる
・追加情報を求めることができる
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0805080 ★ 代金を支払う ・提示された代金や支払い方法の情報が理解できる
・必要な問い返しができる
・支払い方法などの希望を伝えることができる
・示された支払い方法が理解できる

0806

0806030 ★ カードの利用の可・不可を確認
する

・カード利用の可・不可について質問することができる

・カード利用の可・不可についての情報を理解することができる

（０９） ● 金融機関を利用する

0901 口座を開設する

0901050 ★ 申込みをする ・口座開設の意志を伝えることができる

・係員の説明を聞いて理解できる
・必要事項を記入することができる
・口座の種類と用途が分かる
・口座開設に必要な書類について聞くことができる

0903 ＡＴＭを利用する

0903040 ★ 預金の引出しをする ・ＡＴＭの指示内容（文字情報）を理解できる

・自身が分かる言語に切り替えて使うことができる
・ＡＴＭの使い方が分からないときに，係員に聞くことができる

（１０） ● 電車，バス，飛行機，船等を利用する

1001 時刻表を確認する

1001020 ★ 発車する時刻や掛かる時間を
尋ねる

・親しくない人にものを尋ねる際の適切な切り出しができる

・目的地を伝えることができる
・時刻や掛かる時間を尋ねることができる
・目的地へ行く交通機関の時間や所要時間を聞くことができる
・時間や発車場所を理解できる
・駅名，行き先などの駅の表示が理解できる
・説明してもらった行き方を繰り返して確認することができる
・よく分からないときに聞き返すことができる
・PCで路線検索した結果で分からないことを尋ねることができる
・携帯で路線検索した結果で分からないことを尋ねることができ

る

1002 路線図を確認する

1002060 ★ 目的地への行き方を尋ねる ・目的地への行き方を質問することができる

・目的地への行き方の説明を理解できる
・駅名，行き先などの駅の表示が理解できる
・インターネットや携帯電話を使ってルート検索ができる
・路線図をもらうことができる
・PCで路線検索した結果で分からないことを尋ねることができる
・携帯で路線検索した結果で分からないことを尋ねることができ

る

1004 運賃を支払う・切符を購入する

1004060 ★ 券売機を利用する ・券売機の使い方が分かる

・券売機の文字が読める
・券売機の使い方を聞くことができる
・割引切符やお得な運賃のことを聞くことができる
・交通機関の割引等に詳しい人が分かる

（１１） ● タクシーを利用する

1101 タクシーを呼ぶ

1101060 ★ タクシー乗り場を探す ・「タクシー」の表示を理解できる

・タクシー乗り場の場所を聞くことができる
・場所の説明を理解できる

カード等を利用する

０６ お金を管理する

０７ 公共交通機関を利用する

Ⅳ 目的地に移動する

263



1101070 ★ 道路でタクシーを止める ・「空車」の表示を理解できる
・手を挙げてタクシーを止めることができる

1102 行き先を指示する

1102040 ★ 行き先を告げる ・タクシーの運転手に行き先を伝えることができる

・道順を説明することができる
・行き先の目印になるものを伝えることができる
・行き先の目印になりやすい建物や場所が分かる
・曲がる場所や止まる場所を具体的に伝えることができる

1103 運賃を支払う

1103060 ★ 運賃を聞き取り，支払う ・タクシーメーターの運賃を理解できる

・運賃を聞き取ることができる
・現金以外の支払い方法を尋ねることができる
・領収書をもらうことができる
・雑談に応じることができる
・現金以外の支払いが可能かどうか聞くことができる
・領収証をもらうことができる

（１２） ● 徒歩で移動する

1201 住所・番地を確認する

1201030 ★ 住所表示，交差点名，街の案
内地図などを読む

・地名などの漢字の読み方を質問できる

・地名などの漢字を読むことができる
・案内地図によく使われる記号を理解することができる
・地図などのローマ字を読んで場所を理解することができる
・住所表示の基本的なルールが分かる

1202 地図を理解する

1202030 ★ 地図上で目的地を確認する ・地名などの漢字を読むことができる

・地図によく使用されている記号の意味が分かる
・PCで目的地の地図を探すことができる
・携帯で目的地の地図を探すことができる

1202060 ★ 地図を書いてもらう ・自分の行きたい場所を説明できる
・地図を書いてくれた人の説明が理解できる
・書いてもらった地図について質問や確認ができる

1203 交通標識を理解する

1203030 ★ 目的地の方向や距離を確認す
る

・地名などの漢字を読むことができる

・交通標識の意味を理解できる
・ローマ字で地名を理解できる

1204 道を聞く

1204040 ★ 目的地までの道を尋ねる ・人を呼び止めることができる

・親しくない人にものを尋ねる際の適切な切り出しができる
・目的地を説明することができる
・掛かる時間を尋ねることができる
・説明内容を聞いて理解できる
・説明してもらった行き方を繰り返して確認することができる
・よく分からないときに聞き返すことができる
・説明内容について確認や質問ができる
・説明内容がよく分からないときに地図を書いてもらうことができる
・目的地の目印となる場所や建物などが分かる

（３１） ● 人と付き合う

3101 あいさつをする

3101010 ☆ あいさつの種類と目的を理解す
る

3101020 ☆ ＴＰＯに合った適切なあいさつ形
式を理解する

０８ 自力で移動する

Ⅶ 人とかかわる
１４ 他者との関係を円滑にする
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3101030 ★ 時宜にあったあいさつを学んで
実行する

・会社の上司や先生などに定型句で年賀状を書くことができる

（年賀状や暑中見舞いのやりと
りをする）

・送られてきた賀状に簡単な表現で礼状を書くことができる

・定型句を使って，暑中見舞いを書くことができる

（年末年始のやりとりをする） ・年末の簡単なあいさつを言うことができる
・新年の簡単なあいさつをすることができる
・お歳暮のような習慣があることが分かる

（結婚のお祝い） ・簡単な表現で結婚のお祝いの言葉を言うことができる
・お祝いの気持ちを表すことができる
・結婚のお祝いとして一般的に渡されるものについて分かる
・結婚の祝い金の相場が分かる

（葬式に参列する） ・定型表現で葬式のあいさつを言うことができる
・香典について分かる
・葬儀の服装やマナーについて分かる

（見舞いに行く） ・病院の受付で簡単な表現で用件を告げることができる
・入院した人の居場所を尋ねることができる
・簡単な表現で見舞いの気持ちを言うことができる
・見舞いにふさわしい見舞い品とそうでないものがあることを

知っている

・退出することを伝えることができる

（引越しのあいさつ） ・引越しのあいさつをすることができる
・誰にどのようなあいさつをすることが一般的かを知っている
・引越し先で簡単ななあいさつをすることができる

3101040 ☆ あいさつの文化的相違を理解
する

3101060 ★ 相手に合わせたあいさつをする ・相手に応じたあいさつをすることができる

3101080 ★ 日常のあいさつをする ・あいさつの種類を選択することができる
・あいさつの相手による表現の違いを選択することができる
・自分からあいさつするべき状況を判断できる
・あいさつに伴う非言語行動ができる
・相手のあいさつに応じることができる

3101130 ★ 人間関係のきっかけを作るあい ・今後付き合いをする相手を選べる
・初対面のあいさつができる
・初対面かどうかわからない場合に話を切り出す方法が分かる

3102 自己紹介をする
3102010 ☆ 自己紹介の仕方を理解する

3102020 ☆ 相手や状況に応じた自己紹介
の仕方を理解する

3102050 ★ 仕事上の公的な自己紹介をす
る

・あいさつの種類を選択できる

・敬語，丁寧体を適切に使用できる
・相手の立場に合わせた表現ができる
・所属や職位等，公的なあいさつに必要な事柄を言うことが

できる

・自身の仕事や立場について必要に応じて簡単に話すことが
できる

3102070 ★ 私的な場面で自己紹介をする ・あいさつの種類を選択できる
・場面に応じた表現を選択することができる
・自身の家族や趣味，プライベートな事柄について，必要に応じ

て簡単に話すことができる

3103 日本の一般的なマナーを理解し，マナーにのっとって行動する
3103150 ★ 分からないとき，疑問に思ったと

き信頼できる相手に質問する
・知人や友人に分からない点や疑問に思ったことを聞いたり確

認したりすることができる

・何をしたらいいか質問することができる

265



・マナーの本などを調べることができる
・携帯やインターネットでマナーや習慣について調べることができ

る

・マナーについて，地域差や世代差があることが分かる

・日本人の振る舞いを観察してどのように振舞えばいいか真似
することができる

（３３） ● 住民としての手続をする

3301 各種手続（転入・転出・外国人登録等）をする

3301020 ☆ 各種手続の種類や内容につい
て理解する

3301080 ★ 役所の受付で外国人登録窓
口の場所を尋ねる

・「外国人登録」の表示を理解できる

・外国人登録の窓口の場所を聞くことができる
・場所の説明を理解できる
・場所の説明について確認や質問をすることができる

3302 各種税金（所得税，住民税等）を支払う

3302080 ★ 支払方法を確認する ・納付書に書かれた情報を理解できる

・納付方法を聞くことができる
・納付方法の説明を理解できる
・支払いをすることができる
・支払えない場合にどうすればよいか聞くことができる

3303 確定申告・還付申告を行う

3303040 ★ 必要性を確認する ・確定申告や還付申告が何か聞くことができる

・確定申告や還付申告の必要性を確認できる
・パンフレットや説明書を読んで理解できる
・確定申告や還付申告ができる場所について聞くことができる
・確定申告や還付申告が可能な時期について聞くことができる
・確定申告や還付申告の公的な情報をインターネットで集める

ことができる
・確定申告や還付申告に関連する外国語による情報をインター

ネットで集めることができる
・確定申告や還付申告に詳しい人が分かる

（３４） ● 住民としてのマナーを守る

3401 ゴミ出し（ゴミの分け方）について理解する

3401040 ★ 居住地域のゴミ出しについて地
域の公的機関で発行している
生活情報パンフレット等で確認
し理解する

・生活情報パンフレット，広報，町内の掲示などを読んで，ゴミ
出しの仕方を理解できる

・分からない点について人に確認することができる
・ごみの分別について，大まかなルールが分かる
・ごみを捨てるときに分別するための商品記載マークを理解でき

る

3401080 ★ 居住地域のゴミ出しの方法につ
いて隣人に質問する

・隣人に分からないことを質問することができる

・隣人の説明を聞いて理解できる
・説明で分からないことについて確認や質問をすることができる

3402 公共マナー（ポイ捨て禁止，歩きたばこ禁止等）を理解する

3402030 ★ マナーについて人に相談する ・「ポイ捨て禁止」などの意味を理解できる
・公共マナーの各種について質問して理解できる
・公共マナーの掲示等を読んで理解できる
・日本社会における公共マナーについて基本的な知識を持って

いる

１５ 地域・社会のルール・マナーを守る

Ⅷ 社会の一員となる
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（３５） ● 地域社会に参加する

3501 自治会行事に参加・協力する

3501040 ★ 居住地の自治会について隣人
に尋ねる

・自治会について隣人に聞くことができる

・自治会の活動に関する説明を理解できる
・自治会の役割を理解できる

3501050 ★ 自治会の会員になる ・自治会参加の意思を伝えることができる
・参加の方法について質問することができる
・申込書などに記入することができる
・会費などの説明を読んで理解できる
・会員の役割を理解できる
・会員を辞めるための連絡ができる

3501100 ★ 行事に参加する ・行事について情報を得ることができる
・行事についての相談に参加できる
・行事で分担の作業を行うことができる
・行事を通じてほかの会員と交流できる
・自治会の行事について提案することができる
・自治会の行事について積極的に協力を申し出ることができる

（４４） ● 余暇を楽しむ

4401 外出や余暇の計画を立てる

4401010 ☆ 余暇を過ごす場所や利用方法
を知る

4401070 ★ 適当な人からアドバイスをもらう ・外出や余暇の計画について人に相談できる

・行きたいこと，したいことの希望を述べられる
・分からない点について質問できる
・パンフレットなどを読んで費用や利用条件などを理解できる
・旅行社の申込書などに記入できる

4402 情報（イベント，娯楽施設，地域のサークル活動等）を収集する

4402080 ★ 同僚や周囲の人からの口コミ
情報を得る

・知人の話から必要な情報を取ることができる

・分からない点について質問できる

4403 地域の公共施設（図書館，スポーツセンター等）を利用する

4403010 ☆ 施設の種類や制度について知
る

4403030 ★ 利用方法を尋ねる ・自分の希望を伝えることができる
・説明の内容（費用，利用条件など）を理解することができる
・提示された書類等を読んで理解できる
・利用上の注意点など，分からないことを質問できる

（４５） ● 郵便・宅配便を利用する

4501 郵便を利用する

4501020 ☆ 郵便局のシステムを理解する

4501100 ★ 手紙や葉書を書いて送る ・手紙の形式が分かる
・伝達したいことを書くことができる
・封筒や葉書の宛名の書き方が分かる
・ポスト投函口の表示が理解できる

4501120 ★ 不在配達通知に対応する ・不在通知が何であるか理解する
・不在通知にどのように対応するか理解する
・配達業者に電話で不在通知があったことを伝えることができる
・希望する再配達日を伝えることができる

２１ 通信する

Ⅹ 情報を収集・発信する

１６ 地域社会に参加する

２０ 余暇を楽しむ

Ⅸ 自身を豊かにする
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・配達業者の連絡先に多言語サービスがあるか調べることが
できる

4502 宅配便を利用する

4502060 ★ 宅配便を受け取る ・配達人とのやり取りができる

・荷物の送り主の名前を確認できる
・受け取りのサイン・印をする場所が分かる

（４６） ● インターネットを利用する
4601 インターネットプロバイダーと契約する

4601010 ☆ インターネットのサービス内容・利
用方法を理解する

4602 ネット検索する

4602040 ★ インターネット検索の方法を人に
尋ねて理解する

・インターネット検索方法を人に聞くことができる

・インターネット検索方法の説明を理解することができる
・インターネットやパソコンに関連する基礎的な用語を理解して

いる
・インターネットの検索方法について聞いたことをメモにまとめる

ことができる
・検索したい事柄に応じて質問し理解することができる

4603 電子メールを利用する

4603090 ★ 電子メールを書く ・メールの書き方について本から情報を得ることができる
・メールの書き方について人から情報を得ることができる
・メールを作成することができる
・メールを作成する際の基本的なマナーについて分かる
・メールを作成する際の件名の付け方が分かる
・メールを作成する際の宛先，CC，BCCの使い分けが分かる
・メールで伝えたほうがよいこととメール以外の手段で伝えた方

がよいことの区別が分かる
・パソコンに日本語で入力することができる
・携帯電話に日本語で入力することができる

（４７） ● 電話・ファクシミリを利用する

4701 電話・ファクシミリを発信する

4701100 ★ 電話を掛ける ・相手を呼び出してもらうことができる

・言語のみで説明することができる
・相手が不在の時に対応することができる
・相手が不在の時に伝言を頼むことができる
・相手が不在の時に再度電話をかけることを伝えることができる
・留守番電話に適切に用件を吹き込むことができる
・留守番電話の吹き込み方についての案内指示を理解する

ことができる

4702 電話・ファクシミリを受信する

4702070 ★ 応答する ・適切な電話の受け答えができる

・ファクシミリの内容が理解できる
・電話の取次ぎ，伝言ができる
・相手の話を理解できる
・電話の内容がよく分からないときに確認や質問ができる
・電話の内容について適切なメモを残すことができる
・電話の内容について必要なことを伝言することができる

２２ マスメディアを利用する

4801 新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・インターネットから情報を収集する
4801080 ★ テレビ番組を見る ・テレビ番組を視聴して情報を収集できる

・画面のテロップなどを読んで理解できる
・番組表から，見たい番組を探すことができる
・番組表を活用して視聴予約をすることができる
・見たい番組を録画することができる
・チャンネルや時間帯によって放送される番組の大まかなジャン

ルや特徴を知っている

（４８） ● マスメディア等を利用する
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中新井 綾 子  啓明学園中学校・高等学校非常勤講師 

 

矢 部 まゆみ  横浜国立大学留学生センター非常勤講師 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材例集作成協力者（イラスト）名簿 
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（敬称略）  

 

 

井 上 惠 子  千葉県教育委員会委嘱研究員 

千葉県外国人児童生徒学習支援相談室相談員 
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審議経過 

文化審議会国語分科会 

 

第４５回：（平成２３年１月２５日）                      

 ○漢字小委員会の今期のまとめについて 

 ○日本語教育小委員会の今期のまとめについて 

  （＊第１０期：平成２２年２月～平成２３年２月） 

 

第４６回：（平成２３年５月２５日）                        

 ○文化審議会国語分科会長の選出 

 ○文化審議会国語分科会運営規則等について 

 

第４７回：（平成２３年１０月１８日）                     

 ○問題点整理小委員会の審議状況について 

 ○日本語教育小委員会の審議状況について 

 ○国語研究等小委員会の審議状況について 

 

第４８回：（平成２４年１月３１日）                       

 ○各小委員会からの審議のまとめについて 

  （＊第１１期：平成２２年５月～平成２３年３月） 
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日本語教育小委員会 

 

第３４回：（平成２２年１２月６日）                      

 ○日本語能力の評価について（ヒアリング） 

 ○標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について 

 ○教材例について 

 

第３５回：（平成２２年１２月２０日）                       

 ○日本語能力の評価について（ヒアリング） 

 ○標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について 

 ○教材例について 

 

第３６回：（平成２３年１月１１日）                      

 ○標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について 

 ○教材例について 

 

第３７回：（平成２３年５月２５日）                      

 ○主査・副主査の選出 

 ○今期の小委員会の進め方及び審議スケジュールについて 

  （＊第１０期：平成２２年２月～平成２３年２月） 

 

第３８回：（平成２３年６月１４日）                        

 ○教材例について 

 ○能力評価について 

 

第３９回：（平成２３年７月２０日）                       

 ○教材例について 

 ○能力評価について 

 

第４０回：（平成２３年９月２８日）                      

 ○教材例について 

 ○能力評価について 

 ○日本語教育コンテンツ共有化システム整備について 

 

第４１回：（平成２３年１１月２９日）                       

 ○教材例について 

 ○能力評価について 

 ○国語研究等小委員会の審議状況について 
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第４２回：（平成２３年１２月１３日）                     

 ○教材例について 

 ○能力評価について 

 

第４３回：（平成２４年１月２４日）                      

 ○教材例について 

 ○能力評価について 

 

 

第４４回：（平成２４年１月２４日）                        

 ○教材例について 

 ○能力評価について 
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日本語教育小委員会ワーキンググループ    

                    

第１８回：（平成２２年９月２８日）                            

 ○標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について 

 ○その他（能力評価に関するヒアリングについて，教材例のコンセプトについて） 

 

第１９回：（平成２２年１０月１８日）                       

 ○標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について 

 ○その他（能力評価に関するヒアリングについて，教材例のコンセプトについて） 

 

第２０回：（平成２２年１１月１９日）                        

 ○標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について 

 ○その他（教材例のコンセプトについて） 

 

第２１回：（平成２２年１２月１日）                         

 ○標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について 

 ○教材例について 

 

第２２回：（平成２２年１２月１４日）                         

 ○標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について 

 ○教材例について 

 

第２３回：（平成２２年１２月２１日）                        

 ○標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について 

 ○教材例について 

 

第２４回：（平成２３年６月２日）                         

○教材例について 

 

第２５回：（平成２３年６月８日）                         

○教材例について 

 

第２６回：（平成２３年６月２９日）                        

○教材例について 

○能力評価について 

 

第２７回：（平成２３年７月１１日）                      

○教材例について 

○能力評価について 
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第２８回：（平成２３年８月３日）                         

 ○能力評価について 

※教材例については検討なし。 

 

第２９回：（平成２３年１０月６日）                        

○教材例について 

○能力評価について 

 

第３０回：（平成２３年１１月１２日）                        

○教材例について 

○能力評価について 

 

第３１回：（平成２３年１２月６日）                           

○教材例について 

○能力評価について 

 

第３２回：（平成２３年１２月２２日）                           

○教材例について 

○能力評価について 

 

 

 

日本語教育小委員会ワーキンググループ協力者打合せ    

                    

第１回：（平成２３年２月１日）                            

 ○教材例について 

 

第２回：（平成２３年９月２０日）                       

 ○教材例について 

 

第３回：（平成２３年１０月１２日）                        

 ○教材例について 

 

第４回：（平成２３年１１月８日）                         

 ○教材例について 

 




